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日程第５ 町長提出議案の提案理由説明

日程第６ 議案第87号 平成28年熊本地震に係る災害被害者に対する町民税等の減免

の特例に関する条例の制定について

日程第７ 議案第88号 美里町公共施設整備基金条例の制定について

日程第８ 議案第89号 美里町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例の制定について

日程第９ 議案第90号 平成27年度美里町一般会計歳入歳出決算の認定について
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について

日程第11 議案第92号 平成27年度美里町土地取得特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて
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出決算の認定について
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日程第16 議案第97号 平成27年度美里町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定について

平成２８年第３回美里町議会定例会会議録（第１号）

１．議事日程

－ ３ －



平成27年度美里町財政健全化判断比率及び資金不足比率の

報告について

監査委員の意見書説明

平成28年度美里町一般会計補正予算（第９号）

平成28年度美里町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
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１１番 吉　田　起　登　君 １２番 中　川　政　司　君

３．欠席議員（なし）
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下　田　幸　輔　君

林務観光課長 建 設 課 長

水道衛生課長 会 計 課 長

教 育 課 長

企画情報課長 税 務 課 長

住 民 課 長 福 祉 課 長

健康窓口課長 経 済 課 長

日程第26 議案第105号

町 長 副 町 長
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－ ４ －



５．事務局職員出席者

福　島　　　繁　君 大　本　由　加　君事 務 局 長 書 記

－ ５ －
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開会 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） それでは、皆さん、おはようございます。ただいまから、平成

２８年第３回美里町議会定例会を開会します。 

本日の会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 会議録署名議員指名 

○議長（中川政司君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員

は、会議規則第１２０条の規定によって、１１番、吉田起登君、１番、光井博幸君

を指名します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 会期の決定 

○議長（中川政司君） 日程第２、会期の決定を議題とします。 

８月３０日、議会運営委員会が開催されていますので、議会運営委員会委員長の

報告を求めます。議会運営委員会委員長、吉田起登君。 

○議会運営委員長（吉田起登君） 皆さん、おはようございます。 

平成２８年第５回美里町議会運営委員会報告。 

平成２８年８月３０日、午後２時より中央庁舎議会委員会室におきまして議会運

営委員会を開きましたので、その報告をいたします。 

出席者は議会より、中川議長以下、議会運営委員の吉田美好総務常任委員長、松

永正憲経済建設常任委員長、渡邊義文社会文教常任委員長と私吉田と。執行部よ

り、上田町長と上田隆信副町長、それに大倉総務課長。事務局より福島事務局長と

大本係長の出席で行っております。 

まず、執行部提出議案につきまして、大倉総務課長より条例関係３件、決算関係

８件、予算関係８件、その他１件、計２０件の説明を受けております。今回は地震

災害はもちろんでありますが、豪雨災害により１１０億円を超える大型予算になっ

ております。 

次に、議員提出議案、請願・陳情・意見書等については、今回はありません。 

次に、一般質問については、坂田竜義議員と上田孝議員の２名の議員から通告が

あっております。日程・会期等につきましては、執行部提出議案と一般質問を踏ま

えた上で、予定表案のとおり、９月１２日本日１０時より９月１４日までの３日間

と決定いたしました。 

９月１２日、本日１日目は、日程第３、諸般の報告。日程第４、町長提出議案の

一括上程。議案第８７号から議案第１０５号及び報告第４号まで。次に、町長提出
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議案の提案理由の説明。日程第６、議案第８７号、「平成２８年熊本地震に係る災

害被害者に対する町民税等の減免の特例に関する条例の制定について」より、議案

第８９号、「美里町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する規準を定める条例の

一部を改正する条例の制定について」まで、内容説明・質疑・討論・採決を行いま

す。それから、日程第９、議案第９０号、「平成２７年度美里町一般会計歳入歳出

決算の認定について」より、日程１６、議案 第９７号、「平成２７年度美里町後期

高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について」まで、内容説明のみを行い、質

疑・討論・採決は最終日に行います。そのあと、報告第４号、「平成２７年度美里

町財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について」と「監査委員の意見書説

明」を行います。次に、日程第１９、議案第９８号、「平成２８年度美里町一般会

計補正予算（第９号）」より、日程第２６、議案第１０５号、「平成２８年度美里

町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」までの内容説明のみを行い、質

疑・討論・採決は最終日に行います。 

２日目、１３日は午前１０時より一般質問です。２名の議員が行います。坂田竜

義議員と上田孝議員の順番です。午後からは休会とし、各常任委員会を行います。

委員会は、各常任委員長の指示で行ってください。 

９月１４日、３日目最終日は午前１０時より、各常任委員会の委員長報告となっ

ております。そのあと、議案第９０号、「平成２７年度美里町一般会計歳入歳出決

算の認定について」より、議案第９７号、「平成２７年度美里町後期高齢者医療特

別会計歳入歳出決算の認定について」までと、議案第９８号、「平成２８年度美里

町一般会計補正予算（第９号）」より、議案第１０５号、「平成２８年度美里町後

期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」までを再度上程し、内容説明が終わっ

ておりますので、質疑・討論・採決を行います。 

以上で、８月３０日に行われました議会運営委員会委員長の報告を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、議会運営委員長の報告を終わります。 

皆さんにお諮りします。ただいま議会運営委員長の報告のとおり、会期は、本日

９月１２日から９月１４日までの３日間としたいと思いますが、ご異議ございませ

んか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。したがいまして、会期は本日９月１２日

から９月１４日までの３日間に決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第３ 諸般の報告 

○議長（中川政司君） 日程第３、諸般の報告を行います。 
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まず、議長から行います。６月定例会後の報告を行います。 

６月２１日、第１回美里町災害義援金配分委員会に出席をいたしております。同

じくその日に大雨災害に係る議会運営委員会の打ち合わせ会を行っております。 

６月２７日、大雨による災害箇所を議員全員で視察をいたしました。 

６月２８日、社会福祉協議会理事会が湯の香苑にあって出席をいたしておりま

す。 

７月１日、美里町食生活改善推進協議会の総会があり、出席をいたしておりま

す。 

７月５日、宇城地区保護司会定期総会が広域連合であり、出席をいたしておりま

す。 

７月８日、平成２８年第２回宇城広域連合議会臨時会が広域連合で行われ、吉田

美好議員とともに出席をいたしております。 

７月１２日、やまびこ祭り実行委員会が砥用庁舎で行われ、出席をいたしており

ます。 

７月１４日から１５日にかけまして、国会陳情を行っております。町長、議長、

副議長、各常任委員会委員長及び議会事務局長とともに国会議員及び各省庁に要望

をいたしております。 

７月１６日、あぜみち会のさくら功労者受賞祝賀会に出席をいたしております。 

７月２０日、第５回臨時会を開催しております。 

７月２３日、美里町ふるさと復興夜市、これ町営球技場で行われ、議員の皆さん

とともに出席をいたしております。 

７月２４日、美里町土地改良区東部事業所の水天宮祭に柚木の取り入れ口に地元

の今田議員とともに出席をいたしております。 

７月２６日、平成２８年度三期成会合同定期総会にあさぎり町に出席をいたして

おります。 

７月２８日、議長会理事会が自治会館であり、出席をいたしております。 

７月３１日、自民党県連による経済対策に係る補正予算案の意見交換、熊本テル

サであり、出席をいたしております。同じくその日に美里町ナイター陸上記録会が

総合運動公園であり、出席をいたしております。 

８月１日、正副議長研修会が自治会館であり、吉田副議長とともに出席をいたし

ております。 

８月２日、県議会農林水産常任委員会より、豊富地区の農地災害を視察なされて

おりまして、地元の今田議員とともに出席をいたしております。 

８月３日、第１回美里町公有財産管理運用等の審議会が中央庁舎であり、吉田総
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務委員長とともに出席をいたしております。 

８月６日、霊台橋村おこしの祭典及び祭りに出席をいたしております。 

８月１７日、第６回の臨時会を開催いたしておりますし、その後、全員打ち合わ

せ会を行っております。 

８月１９日、県議会建設常任委員会より川越地区の道路災害を視察をなされ、今

田議員とともに出席をいたしております。 

８月２３日、常任委員長・議会運営委員長研修会が文化交流センターひびきであ

り、各常任委員長、議会運営委員長とともに出席をいたしております。 

８月２６日、第１回宇城広域連合全員協議会が広域連合で行われ、出席を、吉田

美好議員とともに出席をいたしております。 

８月２７日、第２９回砥用少年野球美里大会が総合運動公園であり、出席をいた

しました。 

８月３０日、議会運営委員会が開催され、出席をいたしております。 

９月８日、全員協議会があり、出席をいたしております。 

９月１０日、第３１回中学校野球美里大会が町営球技場であり、出席をいたして

おります。 

以上で、議長の報告を終わります。 

次に、町長に行政報告を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） それでは、６月定例会後の諸般の報告をさせていただきます。 

６月１８日、宇城地域献穀事業、御田植祭に出席をし、その後、第２回レッド・

ブル白龍走、これは３,０００段の石段であっております、に出席をしておりま

す。夜は、善積氏全国農協青年組織協議会会長就任祝賀会に出席をいたしておりま

す。 

６月１９日、社会を明るくする運動美里町民の集い。 

６月２０日、熊本県農業会議第１回総会。その後、美里町青色申告会の通常総会

後の懇親会に出席をいたしております。 

６月２２日、さくら功労者表彰伝達式を行っております。 

６月２３日、熊本宇城農業協同組合第２０回の通常総代会。その後、熊本県花き

協会役員会に出席をいたしております。 

６月２８日、社会福祉協議会、美里町社会福祉協議会の理事会。その後、評議員

会に出席をし、そのあと、地域環境情報会議に出席をいたしております。 

６月３０日、林野庁の森林管理局よりの来客対応をいたしております。 

それから、宇城地域震災復興七夕飾り。宇城のこれは振興局でございまして、そ

のあと、平成２８年度宇城管内の出先機関主要事業説明会に出席をいたしておりま
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す。 

７月１日、美里町食生活改善推進委員会の協議会の総会。その後、社会を明るく

する運動のメッセージ伝達。そのあと、ＪＡ熊本うき砥用地区干柿部会の通常総会

に出席をしております。 

７月２日、美里町自衛隊父兄会の総会。その後、砥用地区南園会の総会に出席を

いたしております。 

７月５日、宇城地区保護司会の定期総会。その後、緑川改修期生会の役員会。そ

のあと、緑川改修期生会の定期総会に出席をいたしております。 

７月８日、宇城広域連合議会の臨時会に出席をしております。 

７月１０日、平成２８年度ひびきの森大学開校式。 

７月１１日、農業委員会の会議。 

７月１２日、美里町光情報通信基盤整備事業、候補者選定委員会の会議に出席を

し、そのあと、やまびこ祭りの実行委員会。そのあと、第１回美里町地域公共交通

活性化協議会。その夜には美里町のゆず部会の総会に出席をいたしております。 

７月１３日、宇城地域農業活性化協議会の監査。 

その次の日、７月１４、１５日におきましては、先ほど議長のほうからもありま

したが、国会陳情に同行をいたしております。 

７月１６日、さくら功労者賞の受賞祝賀会。 

７月１７日、いやがわ水源祭り。 

７月１９日、三重県から派遣をされております職員の併任辞令交付を行っており

ます。その後、若宮神社の夏祭り。 

翌７月２０日、第５回美里町議会臨時会。その後、宇城・上益城地区２０１６、

これはこの前の豪雨災害の復興協議会の第１回の会議を行っております。そのあ

と、全国過疎地域自立促進連盟の熊本県支部の会計監査を行っております。 

７月２１日、総合教育会議。その後、熊本連携中枢都市圏要望活動のために、２

１日、２２日と上京をいたしております。 

７月２３日、ふるさと祭りグラウンドゴルフ大会。夜は、ふるさと復興夜市に出

席をいたしております。 

７月２４日、土地改良区、美里町土地改良区の東部事業部水天宮祭に出席をし、 

７月２５日、民生児童員推薦委員の委嘱状交付式。その後、緑川流域森林林業活

性化センターの通常総会。 

７月２６日、三期成会合同定期総会であさぎり町に出張をいたしております。 

７月２７日、九州治水期成会同盟会並びに緑川改修期成会第１回要望ということ

で上京を２７日、２８日といたしております。 
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２９日、総合戦略審議会の委員委嘱状交付。その後、宮城県の女川町長の訪問を

受けております。 

７月３１日、経済対策に係る補正予算案についての意見交換会。その後、第２５

回美里町ナイター陸上記録会に出席をいたしております。 

８月でございます。 

８月２日、宇城地域肉用牛振興協議会の総会。その後、熊本県議会の農林水産常

任委員会の農業災害の視察に同行をいたしております。 

８月３日、公有財産管理運用等審議会の辞令交付。そのあと、宇土税務署長の来

客応対をいたしております。 

８月４日、熊本県治水砂防協会の評議委員会。夜には美里町消防団の幹部会議に

出席をいたしております。 

８月６日、霊台橋村おこし会の神事並びに暑気払いに出席をし、 

８月８日宇城広域連合の正副連合長研修ということで、８日、９日、名古屋と東

京に出張をいたしております。 

８月１０日、宇城上益城地域統一共進会の総会。そのあと、農業委員会の会議。

そのあと、宇城農業経済同友会の総会。夜にはＪＡ熊本うき下東ブロッコリー部会

の総会に出席をいたしております。 

８月１２日、定住促進住宅団地貸付等審査委員会の委員の辞令交付。夜には建設

業協会の懇親会に出席をいたしております。 

８月１７日、やまびこ祭りのゲートボール大会。そのあと、第６回美里町議会の

臨時会に出席をいたしております。 

８月１８日、やまびこ祭りグラウンドゴルフ大会。昼から下東園芸部会通常総

会。 

８月１９日、県議会の建設常任委員会が豪雨災害の視察に来られましたので、同

行いたしております。そのあと、今度は共産党の国会議員団の方々が豪雨災害の視

察ということで来庁されましたので、その対応をいたしております。その後、固定

資産評価審査会、固定資産評価審査委員会の委員会の会議。夜には北校区の嘱託

員、嘱託補の懇親会に出席をいたしております。 

８月２０日、やまびこ祭りに出席し、その後、甲佐にあります桜の丘の夏祭りに

出席をいたしております。 

８月２２日、監査委員の方から平成２７年度の決算審査報告を受けております。

その後、熊本県道路利用者協議会の理事会、その後、道路整備促進期生同盟会熊本

県地方協議会の理事会にそれぞれ出席いたしております。 

８月２３日、熊本県治水砂防協会の通常総会。 
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８月２４日、平成２８年度第１回公共施設等マネジメント検討委員会。 

８月２５日、佐俣の湯温泉祭りの実行委員会。 

８月２６日、宇城広域連合議会の全員協議会。その後、美里町土地改良区の理事

会に出席をいたしております。 

８月２７日、砥用少年野球招待美里大会に出席をいたしております。 

８月２９日、九州治水期生同盟会の第５９回の定期総会、久留米であっておりま

す。出席をし、福岡県の中間市から職員を派遣していただいておりましたので、お

礼のため訪問をいたしております。 

８月３０日、豪雨災害に関する陳情ということで、九州農政局を訪れておりま

す。その後、議会運営委員会に出席をいたしております。 

８月３１日、行財政改革本部会議。その後、災害支援活動協定書の締結を行って

おります。 

９月２日、美里町畜産の育成管理品評会に出席をいたしております。 

９月５日、宇城・上益城地域統一畜産共進会の事務局及び畜産担当者会議に出席

をし、９月６日、町長杯のんびりグラウンドゴルフ大会。その後アタック・ザ・日

本一の実行委員会に出席をいたしております。 

９月８日、議会の全員協議会に出席をし、午後から熊本県治山林道協会の通常総

会に出席をいたしております。 

９月９日、農業委員会の会議。 

９月１０日、第３１回の中学校野球美里大会に出席をいたしております。 

以上で、６月定例会後の諸般の報告とさせていただきます。 

○議長（中川政司君） 以上で、町長の行政報告を終わります。 

次に、監査委員の例月現金出納検査報告を求めます。１０番、福田秀憲君。 

○監査委員（福田秀憲君） おはようございます。例月現金出納検査を行いましたの

で、その報告をいたします。 

美里町議会議長 中川 政司様 

美里町監査委員 遠山 史朗 同じく、福田 秀憲 

例月現金出納検査の結果に関する報告書の提出について 

地方自治法第２３５条の２第１項の規定により、平成２８年５月、６月、７月分

の出納検査を行ったので、同条第３項の規定により、その結果に関する報告をしま

す。 

検査対象としまして、会計管理者所管の一般会計、特別会計、歳入歳出外現金に

関する現金、一時借入金。検査の時期といたしまして、５月分につきましては６月

２９日、６月分につきましては７月２２日、７月分につきましては８月２２日に検
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査を実施しております。 

検査の結果につきましては、諸帳簿及び提出された諸表の計算は正確であり、不

正、不当な出納はなく確実なものと認めました。 

同時にですね、計算書、また積立金調書等を添付しておりますので、ご覧いただ

ければと思います。 

以上、報告を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、監査委員の例月現金出納検査報告を終わります。 

次に、宇城広域連合議会議員の報告を求めます。７番、吉田美好君。 

○宇城広域連合議会議員（吉田美好君） 宇城広域連合議会の報告をいたします。 

平成２８年第１回宇城広域連合議会全員協議会が８月２６日に開催をされました

ので、内容について報告をいたします。なお、当日は村田議長が所要のため欠席を

されましたので、本町の中川議長が議題の進行をなされております。 

午前１０時開会をし、守田連合長の挨拶ののち、議題に移りました。 

議題の１としまして、ごみ処理施設建設地の選定について。安田環境衛生課長か

ら議題についての説明がありました。現在の宇土清掃センター及び宇城クリーンセ

ンター、２つの施設を管理運営していくことは、構成市町の財政負担が増大するこ

となどから、使用を平成３５年度までとし、新ごみ処理施設の供用開始を平成３５

年４月１日とした目標年次を定め、新ごみ処理施設の建設場所を公募したところ、

３つの行政区から事前相談があったものの、最終的には松橋町内田区が応募の手続

きをされ、建設候補地となっていると。また、宇城クリーンセンター所在地である

松橋町北萩尾区は移転を求めており、宇城広域連合も平成３５年３月までに移転す

ることに努力するとの確約書を平成２５年７月に交わしてあったが、本年の７月１

０日に北萩尾区の臨時総会を開催されて、移転についてを問う区民投票が実施さ

れ、全６５世帯中、移転に反対する投票が３７票、移転に反対する区長への委任状

が８票、移転賛成票が１７票、その他、白票が１、欠席が２ということでありまし

て、移転反対が多数の投票結果となり、現在地の北萩尾区が建設地の可能性が出て

きたという説明があっております。このことを踏まえ、建設候補地の内田区及び建

設地の可能性が出てきた北萩尾区について、比較検討したときに、内田区において

は用地買収、用地造成、道路建設等々、新たに必要とする費用が２７億５,０００

万円にもなること。スケジュールどおりに進捗するのかと。また、構成市町の財政

負担が増大することなどを考慮し、北萩尾区が望ましいということで全員が北萩尾

区に建設することに賛成をしております。このことにより、１０月４日に開催予定

の宇城広域連合議会定例会において、新ごみ処理施設建設地は現在地と決定するこ

ととなっております。 
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次に、２のその他でございますが、熊本地震災害によりまして、益城、西原、御

船甲佐衛生組合からごみ処理を受け入れたことで時間外勤務が発生し、職員手当よ

り時間外労働賃金を支給したことが報告をされております。 

以上が報告でございます。 

○議長（中川政司君） 以上で、宇城広域連合議会議員の報告を終わります。 

これで、諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第４ 町長提出議案の一括上程（議案第８７号から議案第１０５号及び報告第４

号） 

○議長（中川政司君） 日程第４、町長提出議案の一括上程を行います。 

議案第８７号から議案第１０５号及び報告第４号の案件を一括して上程し、案件

のみ議会事務局長に朗読をさせます。福島議会事務局長。 

○事務局長（福島 繁君） それでは、議案集の２枚目をお開きいただきたいと思いま

す。それでは、読み上げます。 

議案第 ８７ 号 平成２８年熊本地震に係る災害被害者に対する町民税等の減免

の特例に関する条例の制定について 

議案第 ８８ 号 美里町公共施設整備基金条例の制定について 

議案第 ８９ 号 美里町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例の制定について 

議案第 ９０ 号 平成２７年度美里町一般会計歳入歳出決算の認定について 

議案第 ９１ 号 平成２７年度美里町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

ついて 

議案第 ９２ 号 平成２７年度美里町土地取得特別会計歳入歳出決算の認定つい

て 

議案第 ９３ 号 平成２７年度美里町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定つい

て 

議案第 ９４ 号 平成２７年度美里町砥用西部地区簡易水道事業特別会計歳入歳

出決算の認定ついて 

議案第 ９５ 号 平成２７年度美里町砥用東部地区簡易水道事業特別会計歳入歳

出決算の認定ついて 

議案第 ９６ 号 平成２７年度美里町生活排水特別会計歳入歳出決算の認定つい

て 

議案第 ９７ 号 平成２７年度美里町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定ついて 
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報告第 ４ 号 平成２７年度美里町財政健全化判断比率及び資金不足比率の報

告について 

次のページをお開きください。 

議案第 ９８ 号 平成２８年度美里町一般会計補正予算（第９号） 

議案第 ９９ 号 平成２８年度美里町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

議案第１００号 平成２８年度美里町土地取得特別会計補正予算（第１号） 

議案第１０１号 平成２８年度美里町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

議案第１０２号 平成２８年度美里町砥用西部地区簡易水道事業特別会計補正予

算（第３号） 

議案第１０３号 平成２８年度美里町砥用東部地区簡易水道事業特別会計補正予

算（第２号） 

議案第１０４号 平成２８年度美里町生活排水特別会計補正予算（第２号） 

議案第１０５号 平成２８年度美里町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号） 

以上でございます。 

○議長（中川政司君） 以上で、議会事務局長の朗読を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第５ 町長提出議案の提案理由説明 

○議長（中川政司君） 日程第５、町長提出議案の提案理由説明を行います。 

町長に提案理由の説明を求めます。上田町長。 

○町長（上田泰弘君） それでは、提案理由の説明を申し上げます。今定例会に提案し

ております議案は、条例関係３件、決算認定８件、補正予算８件、その他１件の計

２０の議案を提案いたしております。 

まず、条例関係３件でございますが、平成２８年熊本地震に係る災害被害者に対

する町民税等の減免の特例に関する条例の制定につきましては、熊本地震により被

災された納税義務者の生活再建を支援するため、町民税等の減免の特例を設けるも

のでございます。 

次に、美里町公共施設整備基金条例の制定につきましては、本町の公共施設が２

０３５年ごろから一斉に更新時期を迎え、多額の財政負担が懸念されるため、保有

施設の更新、統廃合、長寿命化及び定住促進施設等の公共施設の整備に必要な財源

を計画的に確保するため、基金条例を制定するものでございます。 

美里町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する規準を定める条例の一部を改正

する条例の制定につきましては、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する規準の

改正に伴い、所要の改正を行うものでございます。 
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次に、平成２７年度の美里町一般会計決算及び特別会計、７会計の決算の認定に

つきましては、地方自治法の規定により監査委員の意見を付けて議会の認定に付す

ものでございます。平成２７年度美里町財政健全化判断比率及び資金不足比率の報

告につきましては、地方公共団体の財政健全化に関する法律の規定により、監査委

員の意見を付けて議会に報告するものでございます。 

次に、平成２８年度美里町一般会計補正予算（第９号）は、歳入歳出予算の総額

に歳入歳出それぞれ２４億５,６０５万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額

を１１０億２,８９８万８,０００円とするものでございます。 

歳入の主なものといたしましては、普通交付税の交付額の決定により１億８,５

１５万７,０００円を増額し、国庫支出金では６月の豪雨災害に伴う公共土木災害

復旧費負担金（豪雨分）４億２０万円を計上し、震災解体家屋処分等に係る災害等

廃棄物処理事業費補助金３億５,７５６万９,０００円を増額いたしております。 

県支出金では、豪雨災害に伴う農用地等災害復旧事業費補助金１億８,５００万

円、林道施設災害普及事業費補助金１億４００万円を計上いたしております。 

繰越金は、前年度の決算剰余金の確定に伴い、２億２,３５５万７,０００円を増

額し、町債では災害復旧事業に伴う災害復旧債７億５,７７０万円を増額いたして

おります。 

歳出の主なものといたしましては、総務費の財政管理費では、平成２４年度繰り

越し事業の学校施設環境改善交付金の補助裏の地方負担額に充当していた、平成２

４年度地域の元気臨時交付金の返還金２,５２２万９,０００円を計上し、情報推進

費では超高速通信網の整備に伴う光情報通信基盤整備事業費補助金の総額２億１,

７００万円のうち、本年度の事業費といたしまして１,７００万円を計上いたして

おります。 

また、財政調整基金費では、財政調整基金積立金１億２,２００万円を増額し、

特定目的基金費では、公共施設整備基金の設置に伴う基金積立金として８,０００

万円を計上いたしております。 

衛生費の塵芥処理費では、震災家屋解体撤去委託料２億３,９８６万６,０００

円、震災解体家屋処分委託料４億４,３６４万円を増額し、農林水産業費の農地費

では、豪雨災害に伴う町単独土地改良事業補助金３,６００万円を増額いたしてお

ります。 

土木費の道路維持費では、町道維持工事費３,０００万円を増額し、道路新設改

良費では社会資本整備総合交付金事業の補助額の決定により、町道改良工事費１億

１,５８０万円を増額いたしてります。 

教育費の事務局費では、平成２４年度学校施設環境改善交付金返還金３,５５３
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万９,０００円を計上し、学校管理費では砥用小・中学校プール、更衣室の修繕工

事費１,４７３万３,０００円を計上いたしております。 

災害復旧費では、豪雨災害に伴う復旧工事費として、農用地等災害復旧工事費２

億円、林道施設災害復旧工事費１億３,０００万円、公共土木施設災害復旧工事費

６億円、カントリーパーク災害復旧工事費１,２００万円を計上いたしておりま

す。 

特別会計７会計の補正予算につきましては、歳入においては交付額の確定に伴う

平成２７年度の交付金及び決算剰余金の確定に伴う繰越金等を増額し、歳出におき

ましては決算に伴う基金積立金の増額、交付額の確定により超過交付となった国・

県負担金等の返還金等必要額を補正いたしております。 

以上で、提案理由の説明を終わりますが、詳細につきましては担当課長に説明を

いたさせますので、慎重なるご審議をいただき、速やかなるご議決をお願いいたし

まして、提案理由の説明といたします。 

○議長（中川政司君） 以上で、町長提出議案の提案理由説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第６ 議案第８７号 平成２８年熊本地震に係る災害被害者に対する町民税等の

減免の特例に関する条例の制定について 

○議長（中川政司君） 日程第６、議案第８７号、平成２８年熊本地震に係る災害被害

者に対する町民税等の減免の特例に関する条例の制定についてを議題とします。 

内容説明を求めます。岩永税務課長。 

○税務課長（岩永政臣君） それでは、議案第８７号についてご説明申し上げます。 

平成２８年熊本地震に係る災害被害者に対する町民税等の減免の特例に関する条

例の制定について 

平成２８年熊本地震に係る災害被害者に対する町民税等の減免の特例に関する条

例を別紙のとおり定める。 

平成２８年９月１２日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。平成２８年熊本地震により被災した町民税等の納税義務

者に対し、町民税等の軽減及び免除を行う必要があるため提案するものでございま

す。次のページをお開きください。 

平成２８年熊本地震に係る災害被害者に対する町民税等の減免の特例に関する条

例 

（災害減免の特例）第１条、平成２８年熊本地震による被害者に対し、平成２８

年度に課する当該年度分の町民税等の減免については、法令その他別に定めがある

もののほか、この条例の定めるところによるとするところでございます。 
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（定義）２条につきましては、この条例において「全壊」「大規模半壊」及び

「半壊」とは、被害認定調査に基づき、罹災証明書で証明を受けた損害の程度を言

うものでございます。 

（町民税の減免）第３条でございますが、町長は災害により町民税の納税義務者

が次の各号のいずれかに該当することとなった場合においては、当該納税義務者に

対して課する災害を受けた日の属する年度分の町民税のうち、災害を受けた日以後

の納期に係る税額について、当該税額にそれぞれ当該各号に掲げる率を乗じて得た

額を軽減し、または免除するとするものでございます。 

第１号、死亡した場合につきましては１０分の１０。第２号、生活保護法の規定

により生活扶助を受けることとなった場合は１０分の１０。第３号につきまして

は、障害者となった場合１０分の９となります。 

第２項、町長は町民税の納税義務者が居住する住宅、この場合、控除配偶者また

は扶養親族が居住する住宅を含むとなりますが、災害により受けた損害の程度が半

壊以上であるもので、合計所得金額１,０００万円以下であるものに対しては、当

該納税義務者に対し平成２８年度において課する当該年度分の町民税の税額のう

ち、災害を受けた日以後に納期の末日の到来するものについて、次の区分により軽

減し、または免除するとするものでございます。次のページをお開きください。 

区分といたしまして、合計所得金額５００万円以下であるとき、住宅が半壊また

は大規模半壊と判定された場合でございますが、２分の１、住宅が全壊と判定され

た場合は全部。それから７５０万円以下であるときは４分の１、それから２分の

１。７５０万円を超えるときは８分の１、４分の１と、それぞれ行うとするもので

ございます。 

第３項、町民税の納税義務者が、前２項で出てまいりました割合及び第７条につ

きましては、あとで出てまいりますが、家財の被害の規定中、複数の規定に該当す

る場合は軽減または免除の割合が多いものを適用するとするものでございます。 

（固定資産税の減免）第４条につきましては、町長は固定資産の納税義務者で、

その者の所有に係る土地につき、災害による原状を復することが困難で、本来の使

用ができなくなったものに対して、平成２８年度に課する当該年度分の固定資産税

の税額のうち次の区分により軽減し、または免除するとするものでございます。 

損害の程度でございますが、被害面積が当該土地の面積の１０分の８以上である

ときは、軽減または免除の割合といたしまして全部。続きまして、１０分の６以

上、１０分の８未満であるときは１０分の８。１０分の４以上、１０分の６未満で

あるときは１０分の６。１０分の２以上、１０分の４未満であるときは１０分の４

とするものでございます。 
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第２項、町長は固定資産税の納税義務者で、その者の所有に係る家屋につき、災

害により損害を受けたものに対して次の区分により軽減し、または免除するとする

ものでございます。損害の程度が全壊と判定されたとき、軽減または免除の割合は

全部。大規模半壊と判定されたときは１０分の６。半壊と判断された場合は１０分

の４とするものでございます。 

第３項、町長は、固定資産税の納税義務者で、その者の所有に係る償却資産につ

き、災害による損害を受けたものに対しては、次のページをお開きください。次の

区分により軽減し、または免除するとし、損害の程度が廃棄または復旧不能なと

き、軽減または免除の割合は全部とし、修理費が評価額の１０分の６以上であると

きは１０分の８。１０分の４以上、１０分の６未満であるときは１０分の６。１０

分の２以上、１０分の４未満であるときは１０分の４とするものでございます。 

続きまして、（国民健康保険税の減免）でございます。第５条、町長は、国民健

康保険税の納税義務者、その世帯に属する被保険者を含むが、次の各号のいずれか

に該当することとなった場合においては、当該納税義務者に対して課する災害を受

けた日の属する年度分の国民健康保険税の税額のうち、災害を受けた日以後の納期

に係る税額について、当該税額にそれぞれ当該各号に掲げる率を乗じて得た額を軽

減し、または免除するとするものでございます。第１号、死亡した場合１０分の１

０。第２号、障害となった場合１０分の９。 

第２項、町長は国民健康保険税の納税義務者で、その者がその世帯に属する被保

険者も含みますが、災害により受けた損害の程度が半壊以上であるもので、合計所

得額が１,０００万円以下であるものに対しては次の区分により軽減し、または免

除するとするものでございます。区分といたしまして、合計所得額５００万円以下

であるとき、住宅が半壊または大規模半壊と判定された場合は２分の１。住宅が全

壊と判定された場合は全部。７５０万円以下であるとき４分の１、２分の１。７５

０万円を超えるときは８分の１、４分の１と、それぞれ行うものでございます。 

第３項、国民健康保険税の納税義務者が前２項及び第７条の規定中、複数の規定

に該当する場合は、軽減または免除の割合が多いものを適用するとしております。 

（減免の申請）第６条につきましては、この条例の規定によって町民税の減免を

受けようとする者は、災害による被害者に対する町税の減免に関する条例及び災害

による被害者等に対する国民健康保険税の減免に関する条例、次のページをお開き

ください。に定める様式により、該当する減免申請書を町長に提出しなければなら

ないとするものでございます。 

第２項、前項の規定に関わらず、町長は第２条の規定に基づく被害状況調査の判

定結果及びこれに類する町所有の客観的資料により、町民税等を減免すべき事由が
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あることが明らかであると認めるときは、前項の規定により申請を省略し、職権に

より減免することができるとするものでございます。 

（特例の除外）第７条、家財の被害につきましては、町民税及び国民健康保険税

の減免については、この条例は適用せず、災害による被害者に対する町税の減免に

関する条例及び災害による被害者等に対する国民健康保険税の減免に関する条例を

適用するとするものです。 

（減免の取り消し）第８条、町長は虚偽の申請その他不正の行為により、町民税

等の減免を受けた者があると認めたときは、直ちにその者に係る減免を取り消すも

のとする。 

第２項につきましては、町長は減免を受けようとする者が平成２７年度分の所得

について修正申告を行い、第３条町民税の減免及び第５条国民健康保険税の減免に

定める区分に該当しなくなったときは、直ちにその者に係る減免を取り消すものと

するとするものでございます。 

附則といたしまして、この条例は公布の日から施行し、平成２８年４月１４日か

ら適用することとしております。 

以上で、議案第８７号についての説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、内容説明を終わります。これから質疑を行います。質

疑ありませんか。１０番、福田秀憲君。 

○１０番（福田秀憲君） 議長、１０番。ただいま上程されております議案第８７号に

ついて質問をいたします。 

この条例は、町民税等を減免する条例の制定でございますが、これを施行するに

あたっては、遡ってこう実施されますけれども、この罹災証明を受けていなければ

できないということであります。この罹災証明は、今、第２次の不服があって、第

２次の調査がされてるんじゃないかなと思いますけれども、それが早く終わらない

とこれはなかなか適用できないということで、どのあたりまで進んでいるのか、こ

の条例の中でこう質問していいのかどうか、ちょっとあれですけれども、お答えい

ただければと思います。 

○議長（中川政司君） 岩永税務課長。 

○税務課長（岩永政臣君） ご説明申し上げます。今度の特例の減免については、９月

１日をもって現在のところ、議員のご質問の中で、その後災害の半壊以上が出てき

た場合はどうするのかというようなことだと思いますが、それにつきましてはまず

最初１次をして、その後、わかったところにつきましては２次、３次というような

修正の仕方ということを考えております。 

以上でございます。 
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○議長（中川政司君） 福田君。 

○１０番（福田秀憲君） 相当なですね、第１次の審査でも申請が出てると思います。

それで、不服で第２次のですね、その調査をしてくれということで、その出ている

と思いますが、今どれだけ申請があって、どれだけ処理しましたよというようなや

つがあるのかどうか。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 災害対策本部会議で報告を受けておりますけども、すみませ

ん、今ここに資料は持ってきておりませんけども、大体１次調査が１,３００件ぐ

らいは終わっておりまして、その中で２次調査をお願いするという方が１８０件程

度でございます。大体美里の場合は、今もうお待たせすることなくですね、今日も

朝から２次調査に出掛けておりましたが、１８０件中、もう調査自体はそれに追い

つくような形で今進んでおります。ただ、これは、２次調査は３人１組で回って、

大体その１件を調査するのに２時間ぐらいかかります。そのときのいろんな平面図

とかを持ち帰って、それから計算をしたりして、「じゃこれはやっぱり半壊に上が

るかな」、「そのまま一部損壊だな」というような確定をしなければいけません。

その確定に少し時間がかかっているところでございます。１８０件中、今２次調査

が確定したのが１６０件程度がもう確定をしたと。確定をしたあと通知を出しまし

て、その通知に基づいて来ていただいて、ちゃんと「こういう理由で半壊になりま

したよ。」とか、「そのままですよ。」という説明をするような形を取っていると

ころでございます。今、ですから１８０の１６０というような形、状況でございま

す。 

○議長（中川政司君） 福田議員。 

○１０番（福田秀憲君） 私が心配するのは、早くですね、調査を終わらせて、住民の

人が納得していただけるような判定。１次判定よりも、さらにこう何かな、認める

というか、重い判定が出ているいうことでありますし、熊本市あたりは何か違う調

査表でやっておられるとかいう話も聞いております。それと、これからはまた台風

の季節になってきます。早く調べておかないと、今ある状態を調査できないという

形になって、台風の被害で今はビニールシートですね、かぶっているところがいっ

ぱいありますので、あれの雨でのあれも合わせると、今度はまた違った形が出てく

るんじゃないかなということで、ぜひですね、早く終わらせていただければと思っ

ております。 

質問を終わります。 

○議長（中川政司君） ほかにありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 
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○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで、質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第６、議案第８７号、平成２８年熊本地震に係る災害被害者に対する町民税

等の減免の特例に関する条例の制定については、原案のとおり決定することに賛成

の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第６、議案第８７号、平成２８年熊本地震に係る災害被害

者に対する町民税等の減免の特例に関する条例の制定については、原案のとおり可

決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） ここで暫時休憩いたします。再開を１１時１０分といたしま

す。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時０１分 

再開 午前１１時１０分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） 再開します。休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 先ほど町長の答弁の中で補足があるということで、町長に許可いたします。 

○町長（上田泰弘君） ９月７日現在での正確な数字をお伝えをいたします。 

２次調査に関しましては、受け付けが１９８でございます。調査済みが１７２で

ございます。９月７日現在でございます。１次調査につきましては、受付件数に関

しましては１,０７２です。ただ、調査済みがですね、１,３４８、美里の場合は受

け付けた件数よりも調査した件数が多いというような形になっておりますが、これ

は震災直後、それぞれの区長さんからですね、「あそこが傷んでいるんじゃない

か。」「あそこが傷んでいるんじゃないか。」ということで、まず被害を上げてい

ただきました。そこをまだ受け付けをする前に職員で回り始めましたので、受付件

数よりも実際調査をした調査済みのほうが多くなっているところでございます。 

先ほど申しましたように、１次調査、受付件数が１,０７２、調査済みが１,３４
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８。その後、２次調査にまた回された方が１９８、その中で調査済みが１７２とな

っておりまして、その１７２のうち１４９件に関して、もう通知をいたしておりま

す。もう取りにきていいですよ、という通知を出しているところでございます。 

以上、訂正とご報告とさせていただきます。 

○議長（中川政司君） 以上で、町長の説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第８８号 美里町公共施設整備基金条例の制定について 

○議長（中川政司君） 日程第７、議案第８８号、美里町公共施設整備基金条例の制定

についてを議題とします。 

内容説明を求めます。大倉総務課長。 

○総務課長（大倉一昭君） それでは、議案第８８号につきましてご説明申し上げま

す。 

美里町公共施設整備基金条例の制定について 

美里町公共施設整備基金条例を別紙のとおり定める。 

平成２８年９月１２日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。美里町の公共施設整備事業に必要な財源を確保するた

め、美里町公共施設整備基金を設置する必要があることから提案するものでござい

ます。次のページをお開き願います。 

美里町公共施設整備基金条例 

（設置）第１条でございます。美里町の公共施設の整備に要する経費の財源に充

てるため、美里町公共施設整備基金を設置するといたしております。なお、先ほど

上田町長の提案理由の説明でもございましたように、高度経済成長期に一斉に整備

されました公共施設が更新時期を迎え、保有施設の更新、統廃合、長寿命化などの

公共施設の整備に必要な財源を計画的に確保する必要があるため、基金を設置した

いというものでございます。 

続きまして、（積立て）第２条でございます。基金として積み立てる額は、歳入

歳出予算において定める額とするといたしております。 

（管理）第３条でございます。基金に属する現金は、金融機関ヘの預金、その他

最も確実かつ有利な方法により管理しなければならない。 

第２項でございます。必要に応じ、最も確実かつ有利な有価証券に変えることが

できるといたしております。 

（運用益金の処理）第４条でございます。基金の運用から生ずる収益は予算に計

上して、その基金に編入するものとするといたしております。 

（繰替運用等）第５条でございます。町長は、財政上必要があると認めるとき



－ 24 － 

は、確実な繰り戻しの方法、期間及び利率を定めて基金に属する現金を歳計現金に

繰り替えて運用し、又は予算の定めるところにより歳入に繰り入れて運用すること

ができるとしております。 

（処分）第６条でございます。町長は、第１条に規定する基金の設置目的を達成

するために必要な経費の財源に充てる場合に限り、基金の一部または全部を処分す

ることができるといたしております。 

第７条につきましては、委任規定でございます。 

最後に、附則でございますが、条例の施行日につきましては、交付の日からとい

たしております。 

以上で、議案第８８号についての説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。３番、坂田竜義君。 

○３番（坂田竜義君） ３番、坂田竜義です。先ほどの、ちょっと私が聞き間違いかも

しれませんが、提案理由のときに、その説明のときに、定住住宅云々というのがあ

ったですね、それも含めてのことですかね。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） はい、確かに先ほど提案理由の説明で定住住宅という発言もい

たしております。以上でございます。 

○議長（中川政司君） 坂田君 

○３番（坂田竜義君） 先ほど総務課長から説明がございましたけども、一応今、先

日、公共施設の白書というものができておりまして、その後、マネージメント計画

を策定中ということですよね、今。それでその、当然私の明日の質問にも関わるこ

とですが、公会計との関係で、とにかく今ほど言われましたように、２町が合併し

てですね、類似の施設もいっぱいありますし、その不用で使われてない施設もあり

ますし、そういうことで、公会計の上では施設ごとのコスト計算云々という項目も

ございます。ただ、ひびきのようなですね、教育施設についてまでコスト計算とい

う見方は私はしておりません。当然、それはコストで図れない部分がございますの

で、一律にコスト計算ということは必要ないと思いますけれど。ただそのコスト計

算をして、要するに赤字、収益を見出さないような施設、遊んでいる施設、そうい

ったところについてはやっぱり、当然売却をするのか、あるいはもう解体するのか

という判断をマネジメント計画の中でされるものというふうに思いますけれども、

この基金条例の名前だけ見るとですね、この公共施設整備基金だから、今からどん

どんまだ整備していきますよみたいにですね、聞こえるわけですね。ですから、何

か、もう提案されとるけん訂正するということはなかなか難しいと思いますけど
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も、そういう公共施設マネジメント計画との絡みで、要するにやっていきますと。

だけん、基本的に基金ができれば、財源の提案まであっておりませんけども、財政

調整基金なら財政調整基金から原資を持ってくるということだろうと思いますけど

も、将来的にその不用な建物、売却したりですね、した場合の売却の益金とかもこ

の基金の中に入れるのか、それとも財産売払収入ということで一般会計に入れるの

か、そのあたりどうなるんですか。 

○議長（中川政司君） 大倉総務課長。 

○総務課長（大倉一昭君） ご説明申し上げます。 

ここの今回、提案させていただいております公共施設整備基金につきましては、

予算の中でも特定目的のところで８,０００万円の額を計上させていただいており

ます。この額につきましては、東南産業跡地の売却の代金を、同額でございますけ

れども、その分について今回提案しております公共施設整備基金のほうに積み立て

をさせていただきたいというふうに思っております。 

なお、先ほど上田町長からもお話を申し上げましたように、定住住宅とかも含め

ましてですね、マネジメント計画でいろんな、例えば統廃合だったりということも

出てくるかと思いますが、今後の公共施設の整備につきましてですね、広い範囲で

財源として確保していきたいという考えでございます。 

なお、この資金のでですね、基金の積立をどうするのかという話もございました

が、これにつきましては、例えば公共施設の売却代金を積み立てていくとか、不測

の場合については、例えば特別、別途ですね、一般会計の中から積み立てるという

方法もあるのではないかなというふうに思っております。そこについては、今後の

財政状況も踏まえまして検討していく必要があるというふうに考えております。 

○議長（中川政司君） 坂田君 

○３番（坂田竜義君） 特定目的の基金ということであるならばですね、あんまり何か

こう、非常に何かこう解釈次第ですね、非常にこう広範囲に解釈できるように誤解

を招く恐れがあるのでですね、そこは当然その目的に沿った運用ということに心掛

けていただきたいと思います。 

以上です。 

○議長（中川政司君） ほかに質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで、質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に本案に賛成の方の発言を許します。 
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[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第７、議案第８８号、美里町公共施設整備基金条例の制定については、原案

のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第７、議案第８８号、美里町公共施設整備基金条例の制定

については、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 議案第８９号 美里町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例の制定について 

○議長（中川政司君） 日程第８、議案第８９号、美里町家庭的保育事業等の設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定についてを議題としま

す。 

内容説明を求めます。吉成福祉課長。 

○福祉課長（吉成一利君） それでは、議案第８９号についてご説明を申し上げます。 

美里町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例の制定について 

美里町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例を別紙のとおり定める。 

平成２８年９月１２日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改

正に伴い、設備の基準並びに小規模保育事業所Ａ型及び保育所型事業所内保育事業

所の職員配置に係る特例について、改正する必要が生じたため提案をするものでご

ざいます。次のページをお願いします。 

改正案でございますので、別途議員の皆様方のお手元にございます新旧対照表に

よりご説明をさせていただきたいと思います。 

まず、１ページの（設備の基準）第２８条の中の３ページになりますが、２の表

の表中でございます。表の中の避難用というところで、５行目の「バルコニー又

は」の次からアンダーラインを引いておりますが、「外気に向かって開くことので

きる窓若しくは排煙設備を有する付室」、この部分を右側の付室以下の文言に訂正

をいたします。そして、左側に戻っていただきまして、９行目の「かつ、」のあと

の「同条第３項第２項第２号、第３号及び第９号」のところを右側の「同条第３項
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第３号、第４号及び第１０号」に訂正をいたします。続きまして４ページでござい

ます。 

（設備の基準）第４３条でございますが、この４３条中の７ページになりますけ

ども、同じくイの表の避難用の表の中で、上から５行目の「バルコニー又は」の次

に「外気に向かって開くことのできる窓若しくは排煙設備」、先ほどと内容的には

全く同じでございます。この文言を右側のように修正をいたします。そしてその下

の、「かつ」の次でございますが「同条第３項第２号、第３号及び第９号」を、同

じく、先ほどと一緒でございますが右側のように「同条第３項第３号、第４号及び

第１０号」に修正をするものでございます。 

続きまして、附則の１から５はそのままでございますが、新設といたしまして、

すみません、９ページでございます、９ページをお開きください。９ページに附則

として掲載をしております。１から５の次に、新設といたしまして右側に（小規模

保育事業所Ａ型及び保育所型事業所内保育事業所の職員配置に係る特例）というこ

とでございます。先ほど申しました「表の中の」は設備の基準の改正でございま

す。今度は、運営に関する基準の改正でございます。 

６番から６項、７項、８項、次のページの９項までございますが、それぞれ内容

の趣旨を説明をさせていただきたいと思います。 

まず６項でございますが、人員的には最低保育所の場合は、最低２名はどんな少

人数であっても置かなければならないということになっておりますが、２名のう

ち、その１名は保育士でなくてもよいというようなことが６項の趣旨でございま

す。 

次に、７項の趣旨でございますが、上記の保育士について、右の者であれば保育

士とみなすというのは、幼稚園の教諭、小学校の教諭、または養護教諭の資格を持

っている方をみなすということでございます。 

次に８項でございますが、保育園の場合、保育所の場合は、１日８時間が標準で

ございますが、８時間を超えて開所をする場合は、定数以上に必要な場合は保育士

と同等と認められた者を配置してよいということでございます。 

１０ページをお願いいたします。９項でございますが、ただし前の２項を適用す

るときは、定数の３分の２以上は保育士登録がある者でなければならないというこ

とでございまして、定数が例えば５人とかいうような形になりますと、その３分の

２以上の方は保育士の資格を持っている方というようなことでなければならないと

いうものでございます。 

なお、附則の追加といたしまして、施行を交付の日からとするということでござ

います。 
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以上で提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議長（中川政司君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで、質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第８、議案第８９号、美里町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり決定すること

に賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第８、議案第８９号、美里町家庭的保育事業等の設備及び

運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定については、原案のと

おり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第 ９  議案第９０号 平成２７年度美里町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て 

 日程第１０ 議案第９１号 平成２７年度美里町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定について 

 日程第１１ 議案第９２号 平成２７年度美里町土地取得特別会計歳入歳出決算の認

定について 

 日程第１２ 議案第９３号 平成２７年度美里町介護保険特別会計歳入歳出決算の認

定について 

 日程第１３ 議案第９４号 平成２７年度美里町砥用西部地区簡易水道事業特別会計

歳入歳出決算の認定について 

 日程第１４ 議案第９５号 平成２７年度美里町砥用東部地区簡易水道事業特別会計

歳入歳出決算の認定について 

 日程第１５ 議案第９６号 平成２７年度美里町生活排水特別会計歳入歳出決算の認

定について 
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 日程第１６ 議案第９７号 平成２７年度美里町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算の認定について 

○議長（中川政司君） 日程第９、議案第９０号、平成２７年度美里町一般会計歳入歳

出決算の認定についてから、日程第１６、議案第９７号、平成２７年度美里町後期

高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてまでの８案件についてを一括議題

としたいと思います。 

お諮りします。日程第９、議案第９０号から日程第１６、議案第９７号までの決

算認定８件についてを一括議題とし、本日は内容説明のみ行い、質疑・討論・採決

は最終日に行いたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。したがいまして、議案第９０号から議案

第９７号までを一括して議題とし、本日は内容説明のみ行い、質疑・討論・採決は

最終日に行うことに決定しました。 

それでは、議案第９０号から議案第９７号までの決算の認定についてを一括して

議題とします。 

内容説明を求めます。林田会計課長。 

○会計課長（林田眞典君） それでは、決算書につきまして内容説明を行います。一般

会計から特別会計、７つの決算書となっております。 

各見出しの次のページを開けていただきますと議案書となっております。一般と

書いてある見出しの次のページをお開きください。 

議案第９０号につきましてご説明申し上げます。 

平成２７年度美里町一般会計歳入歳出決算の認定について 

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度美里町一般会計歳入歳

出決算を監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

平成２８年９月１２日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。地方自治法第２３３条第３項の規定により、普通地方公

共団体の長は、監査委員の審査に付した決算を監査委員の意見を付けて議会の認定

に付さなければならないため提案するものでございます。なお、今回の説明につき

ましては、各会計とも実質収支に関する調書において説明をさせていただきます。

ご了承をお願いいたします。 

２ページ、３ページが総括表でございます。 

４ページから１７ページまでが、款項の区分の決算書となっております。 

１９ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。 

１、歳入総額７２億２,６９８万４,１４４円に対しまして、２、歳出総額６８億
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７,５３６万２６７円となり、３、歳入歳出差し引き額は３億５,１６２万３,８７

７円となります。４、翌年度へ繰り越すべき財源でございますが、（１）継続費、

逓次繰越額はございません。（２）繰越明許費繰越額は１億８０６万６,０００円

でございます。内訳としましては、総務費７６０万円、民生費１５万３,０００

円、土木費４,０７５万２,０００円、消防費２０９万６,０００円、教育費３,９１

２万６,０００円、災害復旧費１,８３３万９,０００円となっております。（３）

事故繰越繰越額はございません。計１億８０６万６,０００円となります。歳入歳

出差引額から翌年度へ繰り越すべき財源を差し引きました５の実質収支額は２億

４,３５５万７,８７７円となります。このうち６の地方自治法第２３３条の２の規

定による基金への繰入額はございませんので、２億４,３５５万７,８７７円が平成

２８年度の繰越金となります。 

以下２２ページから事項別明細書が２６９ページまで。財産に関する調書が２７

２ページから２７９ページまで。２８２ページからが付属資料となっております。 

これで、議案第９０号の説明を終わります。 

次に、国民健康の見出しの次のページをお開きください。議案第９１号につきま

してご説明申し上げます。 

平成２７年度美里町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度美里町国民健康保険特

別会計歳入歳出決算を監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

平成２８年９月１２日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由につきましては、前議案と同様ですので読み上げを省略させていただき

ます。 

２９６ページ、２９７ページが総括表です。 

２９８ページからが款項の区分の計算書となっております。 

３０７ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。１、歳入

総額１９億３,９００万２,２１８円に対しまして、２、歳出総額１８億９,９７１

万１,２９９円となり、３、歳入歳出差引額３,９２９万９１９円となります。４、

翌年度へ繰り越すべき財源でございますが、各項目すべてございませんので、５の

実質収支額は３,９２９万９１９円となります。このうち６の地方自治法第２３３

条の２の規定による基金への繰入額はございませんので、３,９２９万９１９円が

平成２８年度への繰越金となります。 

以下、３１０ページからが事項別明細書です。３４５ページが財産に関する調

書。３４８ページからが付属資料となっております。 

これで、議案第９１号の説明を終わります。 
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次に、土地取得の見出しの次のページをお開きください。議案第９２号について

ご説明申し上げます。 

平成２７年度美里町土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について 

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度美里町土地取得特別会

計歳入歳出決算を監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

平成２８年９月１２日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由につきましては、前議案同様でございます。 

３５６ページ、３５７ページが総括表です。 

３５８ページからが款項の区分の決算書となっております。 

３６３ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。１、歳入

総額１１万８,５６２円に対しまして、２、歳出総額１万８,４２３円となり、３、

歳入歳出差引額１０万１３９円となります。４、翌年度へ繰り越すべき財源でござ

いますが、各項目すべてございませんので、５の実質収支額は１０万１３９円とな

ります。このうち、６の地方自治法第２３３条の２の規定による基金への繰入額は

ございませんので、１０万１３９円が平成２８年度への繰越金となります。 

以下、３６６ページからが事項別明細書です。３７４ページからが財産に関する

調書、３７８ページからが付属資料となっております。 

これで、議案第９２号の説明を終わらせていただきます。 

次に、介護保険の見出しの次のページをお開きください。議案第９３号についてご

説明申し上げます。 

平成２７年度美里町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度美里町介護保険特別会

計歳入歳出決算を監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

平成２８年９月１２日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由につきましては、前議案と同様でございます。 

３８６ページ、３８７ページが総括表です。 

３８８ページからが款項の区分の決算書となっております。 

３９７ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。１、歳入

総額１８億２６８万３,５３７円に対しまして、２、歳出総額１７億４,４５４万

６,１０３円となり、３、歳入歳出差引額５,８１３万７,４３４円となります。

４、翌年度へ繰り越すべき財源でございますが、各項目すべてございませんので、

５の実質収支額は５,８１３万７,４３４円となります。このうち６の地方自治法第

２３３条の２の規定による基金への繰入額はございませんので、５,８１３万７,４

３４円が平成２８年度への繰越金となります。 



－ 32 － 

以下、４００ページからが事項別明細書です。４２５ページが財産に関する調

書。４２８ページからが付属資料となっております。 

これで、議案第９３号の説明を終わらせていただきます。 

次に、西部水道の見出しの次のページをお開きください。議案第９４号について

ご説明申し上げます。 

平成２７年度美里町砥用西部地区簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定つい

て 

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度美里町砥用西部地区簡

易水道事業特別会計歳入歳出決算を監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

平成２８年９月１２日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由につきましては、前議案と同様でございます。 

４３６ページ、４３７ページが総括表です。 

４３８ページからが款項の区分の決算書となっております。 

４４３ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。１、歳入

総額２億７,５１９万４９円に対しまして、２、歳出総額２億７,４６１万４９７円

となり、３、歳入歳出差引額５７万９,５５２円となります。４、翌年度へ繰り越

すべき財源でございますが、各項目すべてございませんので、５の実質収支額は５

７万９,５５２円となります。このうち６の地方自治法第２３３条の２の規定によ

る基金への繰入額はございませんので、５７万９,５５２円が平成２８年度への繰

越金となります。 

以下、４４６ページからが事項別明細書です。４６２ページからが財産に関する

調書。４６５ページからが付属資料となっております。 

これで、議案第９４号の説明を終わらせていただきます。 

続きまして、東部水道の見出しの次のページをお開きください。議案第９５号に

ついてご説明申し上げます。 

平成２７年度美里町砥用東部地区簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定つい

て 

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度美里町砥用東部地区簡

易水道事業特別会計歳入歳出決算を監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

平成２８年９月１２日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由につきましては、前議案と同様でございます。 

４７４ページ、４７５ページが総括表です。 

４７６ページからが款項の区分の決算書となっております。 

４８１ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。１、歳入
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総額９,４２１万３,７８９円に対しまして、２、歳出総額９,３６８万６０円とな

り、３、歳入歳出差引額５３万３,７２９円となります。４、翌年度へ繰り越すべ

き財源でございますが、各項目すべてございませんので５の実質収支額は５３万

３,７２９円となります。このうち６の地方自治法第２３３条の２の規定による基

金への繰入額はございませんので、５３万３,７２９円が平成２８年度への繰越金

となります。 

以下４８４ページからが事項別明細書です。４９６ページからが財産に関する調

書。４９９ページからが付属資料となっております。 

これで、議案第９５号の説明を終わらせていただきます。 

続きまして、生活排水の見出しの次のページをお開きください。議案第９６号に

ついてご説明申し上げます。 

平成２７年度美里町生活排水特別会計歳入歳出決算の認定について 

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度美里町生活排水特別会

計歳入歳出決算を監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

平成２８年９月１２日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由につきましては、前議案と同様でございます。 

５０８ページ、５０９ページが総括表です。 

５１０ページからが款項の区分の決算書となっております。 

５１７ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。１、歳入

総額１億６,４８７万６,１６２円に対しまして、２、歳出総額１億６,３６６万２,

８７６円となり、３、歳入歳出差引額１２１万３,２８６円となります。４、翌年

度へ繰り越すべき財源でございますが、各項目すべてございませんので５の実質収

支額は１２１万３,２８６円となります。このうち６の地方自治法第２３３条の２

の規定による基金への繰入額はございませんので、１２１万３,２８６円が平成２

８年度への繰越金となります。 

以下、５２０ページからが事項別明細書です。５３５ページが財産に関する調

書。５３７ページからが付属資料となっております。 

これで、議案第９６号の説明を終わらせていただきます。 

続きまして、後期高齢の見出しの次のページをお開きください。議案第９７号に

ついてご説明申し上げます。 

平成２７年度美里町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成２７年度美里町後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算を監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

平成２８年９月１２日提出 美里町長 上田泰弘 
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提案理由につきましては、前議案と同様でございます。 

５４６ページ、５４７ページが総括表です。５４８ページからが款項の区分の決

算書となっております。 

５５３ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。１、歳入

総額１億４,１６５万５,０９６円に対しまして、２、歳出総額１億３,９８１万４,

６１４円となり、３、歳入歳出差引額１８４万４８２円となります。４、翌年度へ

繰り越すべき財源でございますが、各項目すべてございませんので５の実質収支額

は１８４万４８２円となります。このうち６の地方自治法第２３３条の２の規定に

よる基金への繰入額はございませんので、１８４万４８２円が平成２８年度への繰

越金となります。 

以下、５５６ページからが事項別明細書です。５６９ページが財産に関する調

書。５７２ページからが付属資料となっております。 

これで、議案第９７号の説明を終わらせていただきます。 

以上で、議案第９０号から議案第９７号までの決算の認定に係る説明を終わらせ

ていただきます。よろしくお願いをいたします。 

○議長（中川政司君） 以上で、議案第９０号から議案第９７号までの内容説明を終わ

ります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１７ 報告第４号 平成２７年度美里町財政健全化判断比率及び資金不足比率

の報告について 

○議長（中川政司君） 日程第１７、報告第４号、平成２７年度美里町財政健全化判断

比率及び資金不足比率の報告についての報告を求めます。大倉総務課長。 

○総務課長（大倉一昭君） それでは、報告第４号につきましてご説明申し上げます。 

平成２７年度美里町財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び同法第２２条第１項

の規定により、別紙のとおり平成２７年度美里町財政健全化判断比率及び資金不足

比率を監査委員の意見を付けて議会に報告する。 

平成２８年９月１２日提出 美里町長 上田泰弘 

提案理由でございます。地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項

及び同法第２２条第１項の規定により、地方公共団体の長は監査委員の審査に付し

た当該健全化判断比率並びに資金不足比率を監査委員の意見を付けて議会に報告し

なければならないため提案するものでございます。次のページをお開き願います。 

健全化判断比率報告書。地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項

の規定により、下記のとおり報告します。 



－ 35 － 

下の表でございますが、実質赤字比率及び連結実質赤字比率につきましては、共

に赤字額がないことからハイフンで表示されておりまして、比率が算定されないた

め健全な範囲にあると判断されます。実質公債費比率６.５％につきましては、早

期健全化基準の２５％を下回っております。また、将来負担比率７.８％につきま

しても、早期健全化基準３５０％を大きく下回っておりますので、どちらも健全な

範囲にある比率となっております。次のページをお開き願います。 

資金不足比率報告書。地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項

の規定により下記のとおり報告します。 

下の表でございます。砥用西部地区簡易水道事業特別会計、砥用東部地区簡易水

道事業特別会計、生活排水特別会計のすべての会計につきまして、資金不足がない

ことから比率は算定されておりません。健全な範囲にあることを表しております。 

以上で、報告第４号についての説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、報告第４号、平成２７年度美里町財政健全化判断比率

及び資金不足比率の報告についての報告を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） ここでしばらく休憩いたします。再開を午後１時００分といた

します。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１１時５７分 

再開 午後 １時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） 再開します。休憩前に引き続き、会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１８ 監査委員の意見書説明 

○議長（中川政司君） 次に、日程第１８、監査委員の意見書説明を求めます。 

１０番、福田秀憲君。 

○監査委員（福田秀憲君） それでは、平成２７年度美里町一般会計・特別会計歳入歳

出決算及び財政健全化に関する意見書について説明をいたします。 

開けていただきまして、目次の次です。 

平成２７年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算審査意見書の提出について 

美里町長 上田泰弘様 

美里町監査委員 遠山史朗、同じく福田秀憲 

地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された平成２７年度美里町

一般会計及び特別会計歳入歳出決算証書類、その他政令で定める書類の審査を終了
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したので、その結果について次にとおり意見書を提出します。 

開けていただきまして、審査について。審査の対象、平成２７年度美里町一般会

計歳入歳出決算、あと特別会計の歳入歳出決算、７つについて行っております。９

番目、上記各会計の歳入歳出決算書、実質収支に関する調書、歳入歳出事項別明細

書、財産に関する調書及びこれらに関する証書類を審査対象といたしました。 

２番目、決算の調整並びに提出時期。決算整理事務が迅速に行われ、会計管理者

から町長に対する決算書の提出及び町長から監査委員に対する決算書、審査依頼に

ついては、法定の期限内に提出をされています。 

審査の期間、平成２８年７月２６日、２８日、２９日、８月２、３、４、５日、

９日、１７日の９日間実施をいたしました。 

審査の範囲。この審査にあたっては、町長から提出された各会計歳入歳出決算

書、歳入歳出事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調書につい

て、関係法令に準拠して作成されているか、財産運営は健全か、財産の管理は適正

か、さらに予算が適正か、かつ効率的に施行されているか、執行されているか等に

ついて主眼を置き、関係諸帳簿及び証書類との照合を行い、必要に応じて関係各課

から資料の提出を求め、関係職員の説明を聴取し、また例月現金出納検査等の結果

を参考として計数の正確性等について審査を実施しました。 

２ページに移っていただきまして、審査の結果について。審査に付された平成２

７年度一般会計及び特別会計の歳入歳出決算額は、表１のとおりで、審査にあたっ

ては監査基準並びに重点審査事項について審査をしたが、違法な点は見受けられ

ず、かつ関係諸帳簿及び証書類と合致しており、その計数は正確であることを確認

した。また、予算の執行状況についても適正であると認められた。 

以上が結果であります。 

それからは、一般会計と特別会計の予算額、収入済額、支出済額等の表でありま

す。ご覧いただければと思います。 

そのあと、一般会計の歳入歳出につきましては、増減について説明をしておりま

すので、後ほどご覧いただければと思います。 

６ページに財政諸指数の推移ということで表７として掲載しておりますので、皆

さんの参考にしていただければと思います。 

８ページ、特別会計ですが、７つの特別会計についても、歳入歳出の増減につい

て説明を加えております。そして、各種表を付けておりますのでご覧いただければ

と思います。 

１５ページ、財政運営の状況、次ページの１６ページに予算の流用の状況、不用

額については、ご覧をいただければと思います。１７ページ、予備費の充用につい
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て。 

その次、契約・入札関係については、事実をそのまま記載しておりますので、ご

覧いただければと思います。 

次に、指摘・要望事項の自主的実行について。これは、読み上げて皆さんにご説

明をしたいと思います。 

指摘・要望事項の自主的実行について。収入未済額は町民税９６２万６,２３７

円、徴収率９６.６％。固定資産税１,７１１万６８８円、徴収率９６.３％。軽自

動車税２４０万７,７２６円、徴収率９２.９％。国民健康保険税３,５１５万９,０

０６円、徴収率８７.８％。介護保険料３８５万３,０４０円、徴収率が９８.

２％。後期高齢者医療保険料７万６,０００円、徴収率が９９.９％であります。 

平成２７年度においても滞納者の実態調査等を行うなど財産の把握に努め、差し

押さえ等の処分が実施されており、特に高額・悪質・長期滞納者については、熊本

県及び上益城郡４町と協定を結び、捜索・差押のほか、合同公売会やインターネッ

ト公売会等による差し押さえ財産の換価を行っている。そのほか、屋外一斉徴収を

行うなど、徴収率の向上に向けた取り組みに努力のあとが見られる。また、全県的

に推進されている個人住民税の特別徴収完全指定の取り組みについては、平成２４

年度から全国より１年前倒しして実施されており、平成２７年度は１,２５０事業

所、前年度比２０事業所が増となっております、も特別徴収事業所に指定するな

ど、町民税の収納率向上に向けた積極的な取り組みが行われていることは評価でき

る。しかし、経済状況や就労環境にも不透明感が漂う中、公平公正の確保の点から

も、今後とも最善の努力をされ、収納率の向上に尽くされたい。 

２番目として、不能欠損処分された額は平成２７年度において一般会計及び特別

会計合わせて３９６万３,２４１円であり、一般会計では町税が１１１万８,９５５

円で、前年度より３１８万６,０００円の減額。国民健康保険税は２０１万９,００

０円で、４０５万２,０００円の減額となっております。介護保険料は７６万５,０

００円で、４０２万４,０００円の減額となっております。平成２１年度から県と

の合同捜索を実施し、滞納者への差し押さえを行っているが、不能欠損処分した金

額は昨年度より減少したものの、依然多額になっています。税収は本町財政の重要

な財源であり、不能欠損処理の執行にあたっては、善良なる納税者との関係を考慮

して、今後とも慎重な対応を望むものである。 

３番目として、町営住宅使用料の収入未済額が１,３１７万４,６６０円。保育所

保護者負担金の収入未済額も３９０万８,５００円で高額であり、収入未済額は増

加傾向にあります。水道使用料や生活排水使用料等についても高額な滞納が見られ

るため、前述のとおり担当課においても今後も徴収に一層の努力を望むものであ
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り、時効にならないよう手続き等について気をつけられたい。なお、債権は「公法

上、私法上」に分類され、また自治体の扱う債権にも「公法上の債権」と「私法上

の債権」があり、消滅時効の期間、援用の要否等、それぞれ処理方法が違うため、

顧問弁護士とも相談しながら滞納処理にあたられるよう要望する。 

平成２７年度に施行された「美里町債権管理条例」に基づき設置された「美里町

債権収納対策機構」を中心に、今後の債権管理の適正化が図られることを期待する

ものである。 

次に、総括的意見として、平成２７年度美里町一般会計及び特別会計の歳入歳出

決算書並びに基金運用状況審査の結果については、証書類、諸帳簿等も整理され、

会計経理も適正であり、計数に誤りもなく、正確であることを認めた。 

開けていただきまして、一般会計については、本年度オープンした森林体験公園

は、さらにダム湖を渡るジップスライド施設の建設も進み、今後は既存の施設、日

本一の石段、道の駅美里「佐俣の湯」、家族旅行村、よんなっせ等と連携して利用

者の増加に努められたい。 

また、平成２７年度は小中学校の施設の整備や文化交流センターの外部改修工事

もなされたが、耐用年数を迎える公共施設が増える中で、「公共施設等マネジメン

ト計画」が進められている。住民の意向を十分に把握して、今後も地方交付税や国

庫支出金は減少することが見込まれるため、計画的にスピード感を持って進められ

ることを望むものである。 

特別会計の各医療費に関しては、人口減少や高齢化の進行の影響か、国民健康保

険と介護保険では、被保険者数や給付件数に増減の差はあるものの、１人当たりの

給付費はどちらも年間３７万円を超えています。平成２０年４月から始まった後期

高齢者医療制度においても、被保険者数は毎年減少傾向にあるが、給付費は年々増

加傾向にあり、２７年度は１人当たりの給付費が１０３万円を超えた。医療費の増

加に伴う町負担が今後さらに増加することは確実であり、国民健康保険、介護保

険、後期高齢者医療の連携を密にしながら、医療費適正化対策及び予防治療、機能

訓練等の総合的施策を講じ、町民の健康保持に一層邁進されることが望まれる。 

西部・東部地区簡易水道事業では、加入戸数及び給水人口においては年々減少傾

向にある。本年度から使用料金が値上げされ、収支の改善が図られたことは評価で

きる。また、西部水道においては、２７年度から新たに幕、坂貫地区に給水が開始

され、さらに今後佐俣地区へも給水が予定されるなど、給水人口の維持・拡大に努

められていることはおおいに評価できる。 

平成１９年度から進められている「第１次 美里町行財政改革」だが、平成２３

年度末に新たに「第２次 美里町行財政改革大綱」が平成２８年度までを期間とし
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て策定された。４年目となる平成２７年度の効果額は５,４２９万７,０００円で、

これまでの９年間で効果額の累計額は１０億３,０８０万６,０００円となった。毎

年行革の効果が出ていることは高く評価できる。今後も健全な財政運営を図るた

め、全職員一丸となって改革に取り組み、住民目線による施策の展開を望むもので

ある。 

また、懸案であった旧東南産業跡地の利用については、進出企業との契約も整

い、今後、町内産業の振興と雇用拡大への寄与がおおいに期待される。町内人口の

維持の面からも、職住接近の企業誘致等を積極的に進められたい。 

最後に、全国の自治体が抱えている社会福祉問題や環境問題等については、当町

もその例に漏れず、この点と直面をしている。今後も少子高齢化対策や生活環境の

維持・改善、高度情報化への対応と、行政需要は多様化、増大化することは必至で

あり、限られた財源の重点的な配分、経費支出の効率化を図り、税・分担金等各種

財源確保に一層努める必要があるものと考える。 

こうしたことを踏まえ、今後においても健全財政の堅持に努め、長期的視野に立

ち、町民福祉の増進と調整の発展に努力されるよう要望いたします。 

以上が一般会計・特別会計に対する意見書であります。 

開けていただきまして、緑の用紙の次に、平成２７年度美里町財政健全化判断比

率・資金不足比率に関する意見書の提出について。 

美里町長 上田泰弘様 

美里町監査委員 遠山史朗、同じく福田秀憲 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び同法第２２条第１項

の規定により、平成２７年７月２５日付けで審査に付された平成２７年度美里町財

政健全化判断比率・資金不足比率並びにその算定の基礎となる事項を記載した書類

について審査を行ったので、その結果について次のとおり意見書を提出をいたしま

す。 

平成２７年度財政健全化審査意見書。 

２１ページになります。審査の概要として、この財政健全化審査は、町長から提

出された健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類が適正に作

成されているかどうかを主眼として実施をいたしました。 

審査の結果として、総合意見、審査に付された下記健全化判断比率及びその算定

の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認めら

れる。実質赤字比率は、これは算定されないということでハイフンを引いてありま

す。連結実質赤字比率も同様であります。先ほど説明がありましたけれども、実質

公債費比率は６.５％、将来負担比率は７.８％となっており、健全化の基準をクリ
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アしておりますので健全と認めております。 

個別意見として、実質赤字比率について、平成２７年度も実質赤字額がないこと

から、比率も算定されなかった。早期健全化基準の１５％未満であり、健全な範囲

にあると認められる、これは先ほどの説明。これは、一般会計が対象でありまし

て、赤字額がどれだけかを標準財政規模に照らし合わせたものの比率であります。 

連結実質赤字比率について。平成２７年度も実質赤字比率と同様に比率が算定さ

れなかった。早期健全化の基準の２０％未満であり、健全な範囲にあると認められ

た。これは、公営企業等も含んだ赤字を標準財政規模の比率で見たものでありま

す。 

実質公債費比率について、平成２７年度の実質公債比率は６.５％となってお

り、早期健全化比率の２５％を下回っているため、健全な範囲にあると認められま

す。 

将来負担比率について。平成２７年度の将来負担比率は７.８％となっており、

早期健全化基準の３５０％を下回っている ために健全な範囲にあると認められま

す。 

是正改善を要する事項。特に指摘すべき事項はありません。 

その先は、資料が付いております。２６ページを開けていただければと思いま

す。 

平成２７年度経営健全化審査意見書 

審査の概要、この経営健全化審査は、町長から提出された資金不足比率及びその

算定の基礎となる事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼とし

て実施をいたしました。 

審査の結果、審査に付された下記、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項

を記載した書類は、いずれも適正に作成されているものと認められます。 

個別意見といたしまして、資金不足比率について、砥用西部地区簡易水道事業、

砥用東部地区簡易水道事業、生活排水の各特別会計において、資金不足比率を算定

することとなっているが、平成２７年度はそれぞれ資金不足がないことから比率は

算定されず、結果として健全な範囲にあると認められる。 

是正改善を要する事項、特に指摘すべき事項はありません。 

以上、意見書について説明をいたしました。 

○議長（中川政司君） 以上で、監査委員の意見書説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１９ 議案第 ９８ 号 平成２８年度美里町一般会計補正予算（第９号） 

日程第２０ 議案第 ９９ 号 平成２８年度美里町国民健康保険特別会計補正予算



－ 41 － 

（第２号） 

日程第２１ 議案第１００号 平成２８年度美里町土地取得特別会計補正予算（第

１号） 

日程第２２ 議案第１０１号 平成２８年度美里町介護保険特別会計補正予算（第

１号） 

日程第２３ 議案第１０２号 平成２８年度美里町砥用西部地区簡易水道事業特別

会計補正予算（第３号） 

日程第２４ 議案第１０３号 平成２８年度美里町砥用東部地区簡易水道事業特別

会計補正予算（第２号） 

日程第２５ 議案第１０４号 平成２８年度美里町生活排水特別会計補正予算（第

２号） 

日程第２６ 議案第１０５号 平成２８年度美里町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号） 

○議長（中川政司君） 日程第１９、議案第９８号、平成２８年度美里町一般会計補正

予算（第９号）から日程第２６、議案第１０５号 、平成２８年度美里町後期高齢者

医療特別会計補正予算（第１号）までの８案件についてを一括して議題としたいと

思います。 

お諮りします。日程第１９、議案第９８号から、日程第２６、議案第１０５号ま

での８案件についてを一括して議題とし、本日は内容説明のみ行い、質疑・討論・

採決は最終日に行いたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。したがいまして、日程第１９、議案第９

８号から日程第２６、議案第１０５号までを一括して議題とし、本日は内容説明の

み行い、質疑・討論・採決は最終日に行うことに決定しました。 

それでは、議案第９８号から議案第１０５号までを一括して議題といたします。 

まず、議案第９８号、平成２８年度美里町一般会計補正予算（第９号）の内容説

明を求めます。大倉総務課長。 

○総務課長（大倉一昭君） それでは、議案第９８号につきましてご説明申し上げま

す。別冊の補正予算書の１ページをお開き願います。 

議案第９８号 平成２８年度美里町一般会計補正予算（第９号） 

平成２８年度美里町の一般会計の補正予算（第９号）は、次に定めるところによ

る。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２４億

５,６０５万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１０
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億２,８９８万８,０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

債務負担行為の補正、第２条、債務負担行為の追加は、「第２表 債務負担行為

補正」による。 

地方債の補正、第３条、地方債の追加及び変更は、「第３表 地方債補正」によ

る。 

平成２８年９月１２日提出 美里町長 上田泰弘 

５ページをお開き願います。第２表、債務負担行為でございます。 

まず、債務負担行為の追加といたしまして、光情報通信基盤整備事業費補助金に

つきまして、平成２９年度、単年度となりますが、限度額２億円を追加いたしてお

りまして、地域おこし協力隊員報奨金につきましては、２９年度から３０年度まで

の期間１,７００万円を。電子納品システムリース料につきましては、平成２９年

度から３３年度までの期間２１３万３,０００円を。文化交流センター電話機器リ

ース料につきましては、平成２９年度から平成３３年度までの期間１０２万２,０

００円をそれぞれ追加いたしております。 

次に、６ページでございます。第３表、地方債補正でございます。まず、地方債

の追加といたしまして、起債の目的の欄でございます。過疎対策事業債（光通信基

盤整備事業）につきまして、限度額を１,７００万円。それから、現年発生公共土

木施設災害復旧事業（豪雨分）につきまして３億７,９８０万円。それから、現年

発生林道施設災害復旧事業（豪雨分）につきまして３,３４０万円。現年発生農業

施設災害復旧事業（豪雨分）につきまして６,５００万円。現年発生単独災害復旧

事業（豪雨分）につきまして２,５４０万円をそれぞれ追加いたしております。 

次に、７ページをお開き願います。地方債の変更でございます。起債の目的の欄

でございます。臨時財政対策債につきましては、限度額を１億８,２３４万２,００

０円から、右側のほうになります、１億６,９０３万円に。それから過疎対策事業

債（福祉事業）につきまして１億２,１１０万円から１億１,６６０万円に。辺地対

策事業債（林道事業）につきまして１,５５０万円から１,４９０万円に。過疎対策

事業債（土木事業）につきまして１億５,８１０万円から１億４,６２０万円に。現

年発生公共土木施設災害復旧事業（震災分）につきまして３億４６０万円から３億

１,９９０万円に。現年発生林道施設災害復旧事業（震災分）につきまして４,４７

０万円から４,２１０万円に。現年発生農業施設災害復旧事業（震災分）につきま

して３,２８０万円から４２０万円に。現年発生単独災害復旧事業（震災分）につ

きまして１億９,２２０万円から１億３８０万円に。災害対策事業（震災分）につ
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きまして９,１４０万円から３億７,８１０万円に。災害廃棄物処理事業（震災分）

につきまして１,８２０万円から８,９９０万円にそれぞれ変更をいたしておりま

す。 

１０ページをお開き願います。２の歳入でございます。一番上の枠でございま

す。目１の地方交付税の説明の欄、普通交付税につきましては、交付額の決定によ

り１億８,５１５万７,０００円を増額いたしております。 

それから、上から３つ目の枠になります。目３の災害復旧費国庫負担金の説明の

欄の下の行でございます。公共土木施設災害復旧費負担金（豪雨分）につきまして

は、歳出の国庫負担災害復旧費の３分の２の額、４億２０万円を計上いたしており

ます。 

その下の目２、民生費国庫補助金の一番上の行でございます。地域介護福祉空間

整備推進交付金につきましては、歳出の地域介護福祉空間整備事業費補助金に係る

１０分の１０の補助金でございまして、１３２万５,０００円を計上いたしており

ます。 

それから、その下の目３の衛生費国庫補助金の説明の欄、災害等廃棄物処理事業

費補助金につきましては、震災家屋の解体撤去処分費等に対する補助でございまし

て、３億５,７５６万９,０００円を増額いたしてります。 

その下の目４の土木費国庫補助金の説明の欄、社会資本整備総合交付金につきま

しては、交付額の決定により８,４５６万５,０００円を増額いたしております。 

それから、一番下の枠の目２、民生費県補助金でございます。説明の欄の地域支

え合いセンター運営費補助金につきましては、歳出の災害救助費の地域支え合いセ

ンター委託料に係る１０分の１０の補助でございまして、５１５万２,０００円を

計上いたしております。 

それから、目４の農林水産業費県補助金の説明の欄の一番下でございます。被災

者向け経営体育成支援事業補助金につきましては、こちらも歳出の農業振興費の被

災者向け経営体育成支援事業に要する経費の補助金でございまして、４５１万８,

０００円を計上いたしております。 

１１ページをお開き願います。説明の欄の上から３行目になります。農用地等災

害復旧事業費補助金（震災分）につきましては６,４１５万円を増額し、その下の

農用地等災害復旧事業費補助金（豪雨分）につきましては、１億８,５００万円を

計上いたしております。 

それから、その下の農村地域防災減災事業補助金につきましては、こちらも歳出

の農村地域防災減災事業ハザードマップ作成業務委託料に係る１０分の１０の補助

でございまして、９００万円を計上いたしております。 
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その下の節２の林業費補助金の上から３行目になります、説明の欄でございま

す。林道施設災害復旧費補助金（豪雨分）につきましては、８０％の補助を見込ん

でおりまして１億４００万円を計上いたしております。 

次に、１２ページでございます。一番上の枠でございます。目１の基金繰入金の

説明の欄、財政調整基金繰入金につきましては、不足する財源に充当するため５,

５５０万３,０００円を増額いたしております。 

上から３つ目の枠になります。目１の繰越金の説明の欄の前年度繰越金につきま

しては、前年度の決算剰余金の確定に伴い２億２,３５５万７,０００円を増額いた

しております。 

１３ページをお開き願います。目５の災害復旧事業債につきましては、説明の欄

の現年発生公共土木施設災害復旧事業（震災分）から、一番下の行になりますが、

災害廃棄物処理事業（震災分）まで、それぞれ説明区分ごとの増減はございます

が、総額７億４,４３８万８,０００円を増額いたしております。 

次に、１４ページでございます。３の歳出でございます。下の枠の目３の財政管

理費でございます。説明の欄の平成２４年度地域の元気臨時交付金返還金につきま

しては、２,５２２万９,０００円を計上いたしております。 

次に、１５ページをお開き願います。上の枠の目７、情報推進費の負担金補助及

び交付金の欄でございます。説明の欄の光情報通信基盤整備事業補助金につきまし

ては、来年度まで総額２億１,７００万円の事業費を予定しておりまして、本年度

の事業費といたしまして１,７００万円を計上いたしております。 

それから、その下の目１１の財政調整基金費でございます。説明の欄の財政調整

基金積立金につきましては、１億２,２００万円を計上いたしております。 

それから、その下の目１２の特定目的基金費の説明の欄でございます。条例制定

のところでもお話申し上げましたが、公共施設整備基金積立金につきましては、公

共施設整備基金の設置に伴う積立金といたしまして、８,０００万円を計上いたし

ております。 

次に、１６ページでございます。一番上でございます。目２の高齢者福祉費の説

明の欄の一番上でございます。美里町地域介護福祉空間整備等補助金につきまして

は、新規事業でございまして、介護ロボット設置費に係る補助金、１０分の１０の

国庫補助でございます、１３２万５,０００円を計上いたしております。 

次に、１７ページをお開き願います。上から２つ目の枠の目１、災害救助費でご

ざいます。節１３の委託料の説明の欄、地域支え合いセンター委託料につきまして

は、震災に伴う仮設住宅等におきまして、高齢者等の安心した日常生活を支えるた

めの相談業務のための委託料でございまして、５１５万３,０００円を計上いたし
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ております。 

次に、１８ページでございます。上から２つ目の枠の目２、塵芥処理費の節１３

の委託料の説明の欄になります。震災家屋解体撤去委託料につきまして２億３,９

８６万６,０００円、震災解体家屋処分委託料（震災分）につきましては４億４,３

６４万円、震災解体家屋仮置き場管理委託料（震災分）につきましては１,４９１

万円を増額いたしております。これにつきましては、一般会計の補正予算（第４

号）で家屋の解体撤去の件数を１０７件と見込んで予算を計上しておりましたが、

解体申し込み件数が倍近くと増加しておりますため増額計上したものでございま

す。 

その下の負担金補助及び交付金の説明の欄、損壊家屋自主解体費補助金（震災

分）につきましては、個人で家屋を解体された方への補助金でございまして、今回

１,０００万円を計上させていただいております。 

それから、その下の目３のし尿処理費の宇城広域連合負担金（し尿処理施設費）

につきましては、浄化センターの橋架け替え工事に伴います負担金の増でございま

して、８０５万円を増額いたしております。 

それから、一番下の目４、農業振興費の負担金補助及び交付金の一番下の行にな

ります。被災者向け経営体育成支援事業につきましては、熊本地震により被害を受

けた農機具倉庫の撤去・修繕及び農機具の修繕等に係る補助金でございまして、５

８５万４,０００円を計上いたしております。 

１９ページをお開き願います。一番上の枠の目６の農地費でございます。節１３

の委託料の説明の欄でございます。農村地域防災減災事業、ハザードマップ作成業

務委託料につきましては、町内４つのため池のハザードマップ作成に係る委託料と

いたしまして９００万円を計上いたしております。それから、その下の工事請負費

の農道等整備工事につきましては、農道３路線の舗装工事費といたしまして１,４

００万円を増額いたしております。それから、その下の説明の欄でございます。町

単独土地改良事業補助金（豪雨分）につきましては、激甚災害に指定された年度に

おける補助率を３０％から８０％に嵩上げするということで要綱の改正を予定して

おりまして、３,６００万円を増額いたしております。 

次に、２０ページでございます。一番下の枠の目２の道路維持費の説明の欄、工

事請負費のところでございます。町道維持工事費につきましては、３,０００万円

を増額いたしております。それから、その下の社会資本整備総合交付金事業の１,

４００万円、それから道路新設改良費の社会資本整備総合交付金事業１,３００万

円、それから工事請負費の社会資本整備総合交付金事業、これは町道の改良工事費

分でございますが１億１,５８０万円。それから一番下の委託料の道路橋梁維持費
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でございますが、説明の欄の社会資本整備総合交付金事業、この８００万円につき

ましては、交付金の交付額の決定によりそれぞれ増額を行ったものでございます。 

次の２１ページをお開き願います。上から２つ目の枠でございます。目２の消防施

設費の説明の欄の防火用施設構築補助金１１５万４,０００円につきましては、小崎地

区の消火栓タンクの修繕、それから佐俣地区の防火水槽の構築に要する３分の２の補

助額として１１５万４,０００円増額したものでございます。 

それから、一番下の枠でございます。目２の事務局費の償還金利子及び割引料の説

明の欄でございます。平成２４年度学校施設環境改善交付金返還金、これにつきまし

ては会計検査により返還額が生じたため、３,５５３万９,０００円を計上したもので

ございます。 

次に、２２ページでございます。上から２つ目の枠の目１の学校管理費の節１５の

工事請負費の説明の欄でございます。砥用中学校校舎等修繕工事につきましては、砥

用小中学校プールのプール更衣室の修繕工事費として１,４７３万３,０００円を増額

いたしております。 

次に、２３ページをお開き願います。一番上の枠の目３の文化財保護費の工事請負

費の説明の欄でございます。堅志田城址災害復旧工事につきましては、豪雨災害に

よりまして増破し工事ができなくなりましたため、１,６５４万６,０００円を減額

いたしまして、新たに堅志田城址進入路復旧工事３００万円を計上したものでござ

います。 

次に、２４ページでございます。真ん中の枠の農用地等災害普及工事費の節１５

の工事請負費の説明の欄でございます。農用地等災害復旧工事（震災分）につきま

しては、災害査定の決定額によりまして４,０００万円を増額いたしております。 

それから、下の農用地等災害復旧工事（豪雨分）につきましては、農地・農業用

施設の災害復旧費といたしまして２億円を計上いたしております。 

それから、目２の林道施設災害復旧費の１５、工事請負費の説明の欄でございま

す。林道施設災害復旧工事（震災分）につきましては、こちらも災害査定の査定の

決定額によりまして１,０００万円を増額いたしております。 

それから、その下の林道施設災害復旧工事（豪雨分）につきましては、１０路

線、３０カ所分の工事費を見込みまして１億３,０００万円を計上いたしておりま

す。 

それから、一番下の枠になります。目１の町単独災害復旧費の節１３の委託料の

説明の欄でございます。測量設計委託料（豪雨分）につきましては、国庫負担災害

復旧費への組み替えを行ったものでございまして、８,０００万円を減額いたして

おります。 
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それから、目２の国庫負担災害復旧費の委託料の説明の欄、測量設計委託料（豪

雨分）につきましては、１億８,０００万円を計上いたしております。 

それから、その下の説明の欄の公共土木施設災害復旧工事（豪雨分）につきまし

ては、河川・町道等の災害復旧工事費として６億円を計上いたしております。 

次に、２５ページをお開き願います。目２の社会体育施設災害復旧費の節１３の

委託料の説明の欄でございます。カントリーパーク災害復旧工事測量設計業務委託

料（豪雨分）につきまして４２０万円を計上しておりまして、その下の一番下の行

になります。カントリーパーク災害復旧工事（豪雨分）につきましては１,２００

万円を計上いたしております。これにつきましては、カントリーパークの屋内ゲー

トボール場側、それから山之坊ため池側２カ所の崩土に伴う災害復旧工事の費用を

計上したものでございます。 

以上で、議案第９８号についての説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、議案第９８号の内容説明を終わります。 

次に、議案第９９号、平成２８年度美里町国民健康保険特別会計補正予算（第２

号）の内容説明を求めます。向山住民課長。 

○住民課長（向山照美君） それでは、議案第９９号についてご説明申し上げます。議

案書１ページをお開き願います。 

議案第９９号 平成２８年度美里町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

平成２８年度美里町の国民健康保険特別会計の補正予算（第２号）は、次に定め

るところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３,４７

０万６,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１９億１,８９

９万５,０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

平成２８年９月１２日提出 美里町長 上田泰弘 

４ページをお開き願います。２の歳入でございます。まず、目のシステム開発費

等補助金でございますが、これは３０年度から国保制度改正に伴うシステム改修国

庫補助金の決定によりまして、３７万５,０００円を計上しております。 

次に、療養給付費等交付金につきましては、平成２７年度分の退職者医療分療養

給付費交付金の追加交付決定によりまして、過年度分としまして５００万８,００

０円を計上しております。 

次に、一般会計繰入金につきましては、歳出の一般管理費の社会保障税番号制の

システム改修費としまして３万３,０００円を事務費繰入金として増額し、一般会
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計より繰り入れるものでございます。 

次に、繰越金につきましては、平成２７年度決算剰余金の確定により２,９２９

万円を増額いたしております。 

次に、５ページをお開き願います。３の歳出でございます。一般管理費の節１３

の委託費につきましては、社会保障税番号制度のシステム改修費としまして３万

３,０００円増額しております。 

次に、諸支出金の目の３、償還金につきましては、平成２７年度の事業実績報告

後の交付額の確定により、超過交付となった療養給付費等国庫負担金の返還金とし

まして９３０万１,０００円を計上いたしております。 

予備費につきましては、歳入歳出予算の補正に伴い２,５３７万２,０００円を増

額いたしております。 

以上、議案第９９号についての説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、議案第９９号の内容説明を終わります。 

次に、議案第１００号 、平成２８年度美里町土地取得特別会計補正予算（第１

号）の内容説明を求めます。大倉総務課長。 

○総務課長（大倉一昭君） それでは、議案第１００号につきましてご説明申し上げま

す。別冊の補正予算書の１ページをお開き願います。 

議案第１００号 平成２８年度美里町土地取得特別会計補正予算（第１号） 

平成２８年度、美里町の土地取得特別会計の補正予算（第１号）は、次に定める

ところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９万９,

０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１万７,０００円と

する。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

平成２８年９月１２日提出 美里町長 上田泰弘 

４ページをお開き願います。上の枠でございます。２の歳入でございます。目１

の繰越金につきまして、説明の欄でございます。前年度繰越金につきましては、前

年度の決算剰余金の確定に伴いまして９万９,０００円を増額いたしております。 

次に、下の枠、３の歳出でございます。予備費につきましては、説明の欄でござ

います。前年度繰越金の額と同額の９万９,０００円を増額することといたしてお

ります。 

以上で、議案第１００号についての説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、議案第１００号の内容説明を終わります。 
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次に、議案第１０１号、平成２８年度美里町介護保険特別会計補正予算（第１

号）の内容説明を求めます。吉成福祉課長。 

○福祉課長（吉成一利君） それでは、議案第１０１号についてご説明を申し上げま

す。別冊の補正予算書（第１号）の１ページ目をお開きください。 

議案第１０１号 平成２８年度美里町介護保険特別会計補正予算（第１号） 

平成２８年度美里町の介護保険特別会計の補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５,８６

５万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１８億４,７８７万７,０

００円とする。 

２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

平成２８年９月１２日提出 美里町長 上田泰弘 

今回の補正の主な理由といたしまして、平成２７年度繰越額の確定また決算に伴

う積算による補正でございます。 

４ページをお願いいたします。２の歳入でございます。目５のその他一般会計繰

入金、説明の欄の事務費繰入金３１万７,０００円。事務費繰入金、社会保障、税

番号制度分１９万７,０００円を計上しております。繰越金の事務費につきまして

は、歳出のほうで説明をさせていただきます。 

目１の繰越金、前年度繰越金でございますが５,８１３万６,０００円を計上して

おります。決算に伴うものでございます。 

次に、５ページをお願いいたします。３の歳出でございます。目１の一般管理

費、説明の欄の時間外勤務手当３１万７,０００円でございますが、これは震災に

伴います税の介護保険料ですね、介護保険料の軽減等の事務に伴うものでございま

す。 

１３の委託料、総合行政システム改修委託料、これは社会保障税番号制度の分に

伴うものでございます。 

目１の介護予防サービス等給付費、説明の欄の介護予防サービス給付費２万４,

０００円の減。特定入所者介護予防サービス給付費２万４,０００円の増、これは

熊本地震で一時的に増があったために対応するものでございます。同じく科目内で

調整をしたものでございます。 

次に、目２の介護予防ケアマネジメント事業費、説明の欄の委託料の介護予防ケ

アマネジメント委託料５２万円の減。下の負担金のほうでございますが、介護予防

ケアマネジメント事業費負担金５２万円の増、これは本年度から介護予防分の総合
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事業が始まっておりますけれども、その分で介護予防分の総合事業の事業費の分が

増えてまいりましたので、同じ科目内で５２万円の調整をしたところでございま

す。 

基金積立金の１、介護給付費基金積立金、説明の欄の介護給付費基金積立金２,

８８８万６,０００円、平成２７年度の決算によるものでございます。 

目２の償還金、介護給付費国庫負担金等返還金２,２８５万９,０００円。平成２

７年度の保険給付費の実績に伴う返還金でございます。 

次に、６ページの目１の他会計繰出金でございますが、説明の欄の一般会計繰出

金６３９万１,０００円、これも決算に伴う補正でございます。 

以上で議案第１０１号についての説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、議案第１０１号の内容説明を終わります。 

次に、議案第１０２号、平成２８年度美里町砥用西部地区簡易水道事業特別会計

補正予算（第３号）の内容説明を求めます。津川水道衛生課長。 

○水道衛生課長（津川昭博君） 議案第１０２号についてご説明いたします。別冊補正

予算書の１ページをお開きください。 

議案第１０２号 平成２８年度美里町砥用西部地区簡易水道事業特別会計補正予

算（第３号） 

平成２８年度美里町の砥用西部地区簡易水道事業特別会計の補正予算（第３号）

は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２６５万

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億４,２４０万円とする。 

２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

平成２８年９月１２日提出 美里町長 上田泰弘 

続きまして、４ページをお開きください。今回の補正につきましては、４月の震

災及び６月の豪雨災害に係わる復旧費等の補正、また事業決算によります繰越金の

確定による補正であります。 

まず、歳入についてご説明いたします。繰入金の一般会計繰入金におきましては

２２６万９,０００円の増額としております。これにつきましては、復旧工事費、

修繕費等が必要となり、歳出予算の財源として計上いたしております。 

また、前年度繰越金につきましては、事業決算による繰越金の確定があり、３７

万９,０００円の増額。また遅延損害金といたしまして２,０００円の増額となって

おります。 

次に、５ページをお開きください。歳出についてご説明いたします。総務費の中
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の一般管理費におきまして、職員手当、旅費のほか、需用費では震災及び豪雨災害

の修繕料として６７万４,０００円。委託料では町道大窪線に埋設してあります配

水管の敷設替え工事に係わる測量設計委託料として５０万円、工事費では内山浄水

場の原水槽、外部配管の凍結防止のための工事として８０万円。その他、所要額合

計２６５万円を増額としております。また、公債費におきましては、償還金の元金

では財源の組み替えとなっております。 

以上で、議案第１０２号の説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、議案第１０２号の内容説明を終わります。 

次に、議案第１０３号、平成２８年度美里町砥用東部地区簡易水道事業特別会計

補正予算（第２号）の内容説明を求めます。津川水道衛生課長。 

○水道衛生課長（津川昭博君） 議案第１０３号についてご説明いたします。別冊予算

書の１ページをお開きください。 

議案第１０３号 平成２８年度美里町砥用東部地区簡易水道事業特別会計補正予

算（第２号） 

平成２８年度美里町の砥用東部地区簡易水道事業特別会計の補正予算（第２号）

は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１２０万

円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億２,２４０万円とする。 

２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

平成２８年９月１２日提出 美里町長 上田泰弘 

続きまして、４ページをお開きください。今回の補正につきましては、６月の豪

雨災害による復旧費等の補正、また事業決算による繰越金の確定によるものであり

ます。 

まず、歳入についてご説明いたします。繰入金の一般会計繰入金につきまして

は、８６万５,０００円を増額としております。これにつきましては、修繕費等の

予算が必要となり、歳出予算の財源として計上をいたしております。 

また、前年度繰越金につきましては、事業決算による繰越金の確定で３３万３,

０００円。また諸収入の遅延損害金といたしまして２,０００円の増額としており

ます。 

続きまして、歳出についてご説明いたします。５ページをお開きください。総務

費の一般管理費におきましては、藤木地区の配水管復旧費といたしまして、需用費

の修繕料として５０万円、原材料として２２万６,０００円を計上するものでござ

います。また、１９、負担金におきましては、豪雨災害により一部の地区が断水状
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態となり、熊本市に給水の支援活動を依頼したときの熊本市職員の日当及び時間外

手当となっております。支援活動は、災害発生日から４日間、延べ１８人の支援と

なっております。これにつきましては、熊本県市町村災害時総合応援に関する協定

に基づき支払うものでございます。また、公債費の中の償還金の元金におきまして

は、財源の組み替えとなっております。 

以上で、議案第１０３号の説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、議案第１０３号の内容説明を終わります。 

次に、議案第１０４号、平成２８年度美里町生活排水特別会計補正予算（第２

号）の内容説明を求めます。津川水道衛生課長。 

○水道衛生課長（津川昭博君） 議案第１０４号についてご説明いたします。別冊補正

予算書の１ページをお開きください。 

議案第１０４号 平成２８年度美里町生活排水特別会計補正予算（第２号） 

平成２８年度美里町の生活排水特別会計の補正予算（第２号）は、次に定めると

ころによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,６３

０万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億９,６１２

万４,０００円とする。 

２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

地方債の補正、第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

平成２８年９月１２日提出 美里町長 上田泰弘 

次に、３ページをお開きください。 

今回の補正につきましては、震災による合併浄化槽の修繕費や合併浄化槽設置の

申し込み件数が当初予定よりも増加する見込みでありますので、工事費等の補正及

び事業決算による繰越金の確定による補正となります。 

まず、第２表であります。地方債の補正であります。浄化槽市町村整備推進事業

における起債限度額の変更になります。事業費が増額となったため５８０万円を増

額し、限度額を２,４７０万円に変更いたしております。なお、起債の方法、利

率、償還方法は、変更前と同じであります。 

次に、５ページをお開きください。歳入についてご説明いたします。事業費の受

益者分担金におきましては、１０件の増額を見込んでおりまして１００万円の増。

また国庫補助金では２８３万８,０００円の増額を計上いたしております。また、

繰入金、一般会計繰入金につきましては、事業費増による歳出予算の財源として６

０２万１,０００円の増額としております。また、繰越金につきましては、事業決
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算により７１万３,０００円の増額としております。 

続きまして、歳出についてご説明いたします。６ページをご覧ください。総務費

の一般管理費におきましては、浄化槽の修繕料といたしまして２５０万円を計上い

たしております。震災によりまして３４基の修繕を行うものであります。一般会計

への繰出金といたしまして１２１万４,０００円を増額。また所要額合計４２７万

９,０００円の増額としております。事業費では浄化槽設置工事費等所要額合計１,

２０２万５,０００円の増額の計上となります。公債費におきましては、償還金の

利子につきまして、県交付金の減額６万８,０００円があったため、財源の組み替

えとなります。 

以上で、議案第１０４号の説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、議案第１０４号の内容説明を終わります。 

次に、議案第１０５号、平成２８年度美里町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）の内容説明を求めます。向山住民課長。 

○住民課長（向山照美君） それでは、議案第１０５号についてご説明申し上げます。

別冊の補正予算書の１ページをお開き願います。 

議案第１０５号 平成２８年度美里町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号） 

平成２８年度美里町の後期高齢者医療特別会計の補正予算（第１号）は、次に定

めるところによる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３４万円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億４,４０３万８,０００円と

する。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

平成２８年９月１２日提出 美里町長 上田泰弘 

４ページをお開き願います。まず、２の歳入でございます。繰越金につきまして

は、平成２７年度の決算剰余金の確定により３４万円を増額いたしております。 

次に下の欄の３の歳出でございますが、一般管理費の役務費につきまして、不足

分としまして４万１,０００円の増額をしております。 

最後に予備費につきましては、歳入歳出予算の補正に伴い２９万９,０００円を

増額するものでございます。 

以上で、議案第１０５号についての説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、議案第１０５号の内容説明を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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○議長（中川政司君） 以上で、本日の日程は終了しました。 

皆さんにお諮りします。本日はこれで散会したいと思いますが、ご異議ありませ

んか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、本日はこれで散会することに決定いたしました。 

明日１３日火曜日は、午前１０時より会議を開きます。 

それでは、本日はこれで散会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後２時１５分 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） それでは、皆さん、おはようございます。本日の会議を開きま

す。 

   広報掲載のために、広報担当者の大原主事の議場内での写真撮影を許可いたしま

す。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１ 一般質問 

○議長（中川政司君） それでは日程第１、一般質問を行います。 

通告があっておりますので発言を許します。なお、発言時間は申し合せ事項によ

り、答弁を含め１時間以内となっておりますので申し添えます。 

３番、坂田竜義君の一般質問を行います。坂田竜義君。 

○３番（坂田竜義君） ３番、坂田竜義でございます。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） 選挙が近づきますと、いろいろこの出馬を問うですね質問が出

るというのは予想されますけども、ただ８月５日に西日本新聞で報道されておりま

す町長に対する公職選挙法違反事件、これについてもですね、きっちり見解をです

ね、明らかにされたがよくはないかと思うところでございます。 

さて、通告に従いまして質問を行います。 

まず、熊本地震後の復旧・復興ということですけれども、当然これは４月１４、

１６の大地震以降の豪雨災害ですね、６月２０日、２１日の豪雨災害も含めての前

提でお尋ねをいたします。ご承知のように、４月、１４、１６に大地震がありまし

て、この町の資料によりますと地震による被害額が１７億いくらということになっ

ておりました。それと、豪雨災害がですね３０億を超える額ということで、よく見

てみると１９年の災害よりもですね、今度の豪雨災害が大きいわけですね。そうい

う大変な被害を受けているところでございます。結局、インフラの復旧を優先する

というとは当たり前でございまして、電気・水道・ガス、これは当たり前ですけれ

ども、この道路もですね、いわゆるライフラインの一つでございまして、ところが

箇所を個別にいっぱい言いませんけれども、一番、これ当然町当局としても優先順

位を付けてですねされなければ仕方がありません、あっちもこっちも一遍に、業者

の方の関係もございましょうし、予算の関係もございますからですね。それは優先

順位を付けてされていくというのは当たり前ですけれども、一つは今と目磨の境界

て、２１８号の大動脈のところですね、これがとにかく今片側通行です、ようやく。

そして、朝夕のラッシュ時にはですね、相当渋滞をいたします。非常に動脈がです
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ね片方しか通られないということでですね非常にやっぱり住民はですね、住民以外

の矢部とか宮崎の方もですね、大型トラックが来ますから相当やっぱり困っとると

いう状況でございます。ですから、これが一つ。それと、用来の入口、これは今、

西村建設がやられているというふうな、建設課長から聞いておりますけれど、あと

今村と桑野の行くところですね、それから桑野の田辺橋ですか、あそこから貫平に

行くところ。要するに県道が崩壊したところですね、この辺り。あるいは大福橋も

ですね、この勢井のほうから２カ所くえとるし、田底に行く道、それから下福良側

の道ですね、これがもう全然その通れないと。非常に地域住民がですね困っておら

れるわけです。ですから、基本的にその、一応県も復興プランをつくりましてです

ね、３年、４年のスパンで復興プランというのができておりますけれど、この目磨

の２１８のあの道路、これは県が管理しとるということだから町ですぐどうこうは

できないと思いますけれど、ただ本格的に上からですね、上の岩のくえかかっとる

ところ、本格的にやるのか。あるいは矢板で止めてですねとりあえずやるのか。あ

るいは今、宇城高圧のところの岩山を崩してですね、その目磨のほうの裏山を崩し

て、足らないところは鉄骨でその上げてですねするとか、いろいろ住民の方もです

ね知恵を出して、「ああしたらいい。」、「こうしたらいい。」とやっぱ言われるわけ

ですね。それはもちろん素人が言うことですから技術的な問題もありましょうけれ

ど、いずれにしても長期に係わるならばやっぱり、少なくとも２車線の道路をです

ねどうしたらできるのか。今言ったように、こっちの岩山と向こうの岩山を崩して

ですね、とりあえず２車線にすればですね、相当混雑はですね避けられるんじゃな

いかと、このように思うところでございます。このあたり、県の主要事業の説明会

もあっておるようでございますし、振興局との調整も当然されているというふうに

思いますので、このあたりのですね、いわゆる工程表というか大体いつごろまでに

そのできるのか。いつできるか分からんと、住民の方はいつできるか分からんとじ

ゃないかと思われとるわけですね。ですから、そらすぐはでけんばってん、あと半

年、１年、あるいは２年かかります、ある程度その工程表を示してですね、住民の

人にやっぱり説明する、そういう必要があるんじゃないかと、このように思います

けれどもそのあたりはどうなっているか、お尋ねいたします。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 見通し、あるいは今後の計画等につきましては、詳しくは担当

課長がご説明を申し上げますけども、７月１４日、それから１５日にご案内のとお

り、議運のメンバーの皆さんと上京した際に、豪雨災害においても激甚指定をして

ほしいということでお願いをしてまいりました。結果、豪雨災害における農地災害

は激甚指定をされましたし、宇城管内においては公共インフラのほうも美里だけ現
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在のところ激甚指定をいただいたところでございます。皆さんの熱意だというふう

に思っております。 

議員がおっしゃいますように、今はまだまだご不便をお掛けしてございます。た

だ、基本的には住民生活への影響が大きな通行止めと、これはもう町の町道に関し

てでございますけれども、通行止めとなっている道路の災害を優先して復旧してい

きたいというふうに考えておりますし、おっしゃるように大動脈であります２１８

号線等に関しましては、これは県のほうも大動脈というのは分かっておられます。

一刻も早く両車線でですね通行ができるように、引き続き要望をしていきたいとい

うふうに思います。 

○議長（中川政司君） 藤岡建設課長。 

○建設課長（藤岡哲明君） 今、坂田議員のご質問でございますけれども、県のほうに

ですね問い合わせを行っておりますところ、国道２１８号線の今地区の片側通行箇

所についてでございますが、ご存知のとおり崩壊の恐れのある法面がございます。

そういったことで片側交互通行ということでございますけれども、計画といたしま

しては、法面の今崩壊の恐れのある岩盤を安定勾配で切って、最終的にはですね災

害復旧工事をするということでございますけれども、その前に、岩盤を防護するた

めの防護柵を設置する応急工事を計画しております。しかしながら、岩盤を掘削す

るにしても、用地の相談等をですねしなければなりません。また、岩盤を落とす箇

所等についても、道路側に落とすわけにはまいりませんので、民地側のほうに落と

すような計画等もしておりますので、そういった用地のほうの相談がですね完了い

たしましたならば、早急に着工して、県としては年内にも暫定的に２車線通行を確

保いたしまして、そういったことで片側通行が解除となります。また、仮歩道の設

置も予定しているということでございます。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） いちいちその、あそこもあそこもって聞くつもりはないです。

ただ私が先ほど言ったところはですね非常に重要なところなんですよ。今、建設課

長もですね出身のところだから、用来の入口、これもその、結局私も通ってから言

いよるからですね。峙原から行って、その石が、あの大きな石が落ちておりました。

手前で通行止めしてあるけど、みんなそれ除けて通って行くわけですね、行きよっ

たわけ、今は工事しよるからあればってん。内園から行く道も交通止めしてあるけ

れども、そこを、ポールをどかしてですね行きよる。それはもう交通止めしてある

から事故起こしたっちゃしらんよて。そらそうだけれども、住民はそこしか通れな

いわけですね。ですから、やっぱり石も石屋がおらすからですね、いろいろ薬品を

入れてその割ったり、いろいろそのできると。住民の方もやきもきされとるわけで
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すよ。ですからその、なら聞きますが、用来の所、それから今村から桑野へ抜ける

所、いわゆる県道が落ちた所、それからその大福橋、このあたりはそのどういう工

程で考えとるのかお尋ねします。 

○議長（中川政司君） 藤岡建設課長。 

○建設課長（藤岡哲明君） ご説明申し上げます。 

まず、最初に町道内園小崎線、川越の用来の入口の災害現場でございますけれど

も、４月の地震で道路上部の法面が崩壊して通行止めということでございます。そ

のときに迂回路となっていました県道囲砥用線、こちらは甲佐平の桑野から川越の

貫平のルートですけれども、こちらのほうが６月の集中豪雨でまた決壊し、通るこ

とができなくなったということで、もう川越地区の方ですね、迂回路としまして貫

平から桑野に抜ける、離合もですねままならないような町道がございますけれども、

そちらのほうをですね迂回路として一応お示ししているというような状況でござい

ます。議員がおっしゃるように、災害現場につきましては、緊急時の車両等の通行

も考慮して、車両が通るスペースは空けておりましたもんですから、そちらをです

ね通られている方がたくさんいらっしゃるということで、地域の住民の方にはです

ね非常にご不便を掛けていることにつきまして、大変申し訳なくは思っております。 

このため、災害の査定前ではございましたけれども、県のほうとも協議いたしま

して、急遽応急工事をですね発注することになりまして、８月から着工しているわ

けでございますけれども、現在、業者のほうで県道側のほうに幅員を拡げるための

仮設道路の設置と、また法面崩壊の恐れのある道路上部の法面側のほうに仮設防護

柵の設置をですね行っているところです。こちらの完了につきましては、１０月中

にはですね完了し、通行止めの解除を予定しているところでございます。 

続きまして、県道三本松甲佐線の甲佐平の桑野のところでございますけれども、

こちらの災害工事現場につきましては、災害査定につきましては地震災害でござい

ますので、もう終了しております。しかしながら、道路上部の山腹法面の崩壊は、

治山事業、県の林務サイドで行います緊急治山事業で対応することになっておりま

す。上部の上のほうの工事が完了しなければ、下の道路の工事ができないという事

情もございますもんですから、着手のほうがまだ県道の道路工事のほうがですね着

手できていない状況です。なお、緊急治山工事につきましては、現在県の林務サイ

ドで国のほうに事業を申請し協議中ということで、１月には治山工事が発注予定と

のことですので、治山工事が完了すれば、ある程度道も今の岩石が県道のほうにず

っと重なっておりますけれども、そういった除去を行いながら、工事を行いながら

通行止めはですね解除できていくんではないだろうかということでございます。 

次に、町道の勢井下福良線、こちらのほうは大井早の勢井から洞岳の下福良に通
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じる道路でございますけれども、こちらの道路につきましては、４月の地震で２カ

所被災がありました。また、６月の集中豪雨で１カ所の災害が発生しております。

豪雨災害につきましてはまだ査定が行われておりませんで、現在、測量設計中なん

ですが、４月の地震災害につきましては査定のほうも進んでおりますので、こちら

のほうにつきましては勢井神社側のほうのですね２カ所地震災害がございますけれ

ども、勢井神社側の災害を来月ですね、発注する予定で今準備を進めております。 

なお、それから先のほうの地震災害のもう１カ所につきましてが、こちらのほう

も先ほどの県道の三本松甲佐線同様、山腹法面の崩壊につきましては、緊急治山事

業で対応するということでございますので、こちらにつきましても緊急治山工事の

ですね工事状況を見ながら、下の方の道路災害のほうに着手したいと思っておりま

す。 

以上でございます。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） 大体分かりました。ただ県道の筒川の所とこっちのくえとる所

ですね、これはもう振興局とよく早く調整してもらって。住民の方はもう「仮設の

道でも造ってくれ。」って言われるわけですね。で、もう擁壁ごと流れとるからで

すね、これは非常に工事も大変と思いますけども、その辺りよろしくお願いしたい

と思います。我々もほら責任がありますから。議会は、こらもう災害に対してはで

すね、執行部も議会もこら一緒に県に対しても、国に対しても要望していかなんこ

とですから、そういう立場でお尋ねしておりますのでよろしくお願いします。 

農地は、まさに手つかずの状況ですけども、今度の補正でいくらかかなり予算も

組んでありますので、農地の関係についてもかなりのですね被害が出ておりますの

で、これは担当経済課のほうで十分工程表等も考慮されまして、できるだけ早くで

すね復旧されますようにお願いをしておきたいと思います。 

２点目ですが、この松本防災大臣の記者会見についてということでお尋ねしてお

ります。実は８月２０日の熊日に載っておりますけれど、８月１９日にですね、松

本防災担当大臣が記者会見をされております。その中で、要するにまあずっとずっ

と文章が、発言内容がありますが要約すると、今度の災害についてですね、特別な

法律を制定しなくても十分な措置を講じていると。で、被災自治体は心配せずに復

旧・復興に取り組んでほしいと、こういうふうに言われているわけです。片方では

もう６月からですね、地方６団体をはじめとして国に対しては「特別措置法、特別

立法をぜひ東日本震災並につくってください。」と、こういうことでずっと私たち

の町も決議をしましてですね、地方６団体がこぞって国にこの特別立法を求めてい

るのに、防災大臣はこういうことで、「もう特別な法律はつくらんでいいんです
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よ。」ということで言ったということはこれはもう、政府の最終的な答えになって

いると受け止めているのかどうかですね。県もですね実は引き続いてそれは特別立

法は求めていくんだということのようですけれど、最終的に先日の新聞報道による

と５１０億円の特別交付税でもってですね、復興基金をつくりなさいと。こういう

ことでありますが、県が警戒しているのは、もうこれは手切れ金でですね、「５１

０億円をあげるからもうおしまいだよ。」ということにならないようにしなくちゃ

いかんということで、今いろいろと議論がされているわけです。片方では、その７

月２７日でしたか、政府が新たな経済対策ということで、実質原資は１３兆円です

けども、事業規模で２８兆円ということでの経済対策ということを打ち出されてお

りまして、その中にも熊本地震の復興、防災というのは入ってはおりますけれども、

この中にいくら盛り込まれているのか全く不明でございます。 

そういうことで、この松本防災大臣の記者会見というのをですね、まあ県も同様

のことなんですけども、どのように受け止めて、それを受けて今後どういうふうに

取り組みを進めていくのかですね、その点お尋ねします。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 松本防災担当大臣が現行制度で十分対応できると発言をされた

ことは、非常に残念に思っております。熊本県の町村会といたしましても、４月、

５月、７月にそれぞれ国と関係省庁に対し要望活動を行われております。内容とい

たしましては、復興基金の創設と特別措置法の制定を、特に強く求めてあります。

このうち復興基金につきましては、ご案内のとおり、金額の是非はあるかもしれま

せんが熊本地震に対して５１０億円の基金創設が認められ、県において条例化され

たところでございます。 

一方、特別措置法に関しましては、当初より国からの答えが、これはあまり、要

望に行ったときもそうなんですけども、あまり前向きではございませんでした。理

由といたしましては、東日本大震災と比較した場合、東日本では被災自治体が１０

０を越え、現行の国の制度では対処できないということで特別措置法をつくったと。

しかし、熊本地震の場合、被災自治体が２０自治体弱であり、特別交付税の活用で

十分対処できるだろうというような考えをお持ちのようでございます。今回の松本

防災担当大臣の発言の根拠に、その辺がなっているのではないかなと感じておりま

す。 

しかしながら、１１月に予定されております全国町村長大会におきましても、熊

本地震に対する特別措置法の制定を含む財政的、人的支援について要望項目に盛り

込んでいただいているところでございます。 

今後も、熊本県町村会もそうでございますけども、美里町といたしましても財源
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のですね心配をすることなく、安心して復興を進めるために特別措置法の制定を今

後も粘り強く要望していきたいと考えているところでございます。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） 我々も一緒にですね、国に対しては要請していかなければなら

ないことですから、よろしくお願いをしたいと思います。 

それから、３点目は義援金などの配分状況ということでお尋ねをいたします。県

のホームページを見ますと、８月１日現在で県に寄せられております、日赤とかを

通じたお金も含まれていると思いますけれど、３８２億円ということでですね、私

が確認したところでは県のホームページには載っておりました。それで、死亡世帯

には１００万円とかこの基準がもちろんございますけれど、町においてはですね、

今の時点でいくら県から義援金が配分されて、その配分は今時点でどうなっている

のかですね。それから、基準は一緒と思いますけど、変わった基準であればそこが

どうなのかですね。それから、配分委員会、配分委員会はどのようなメンバーにな

っているのか。この辺りについてお尋ねをいたします。 

○議長（中川政司君） 吉成福祉課長。 

○福祉課長（吉成一利君） ご説明をいたします。 

義援金の今、配分の状況、また流れでございますが、日赤、共同募金会、熊本県

ということで、この三つをですね、熊本県のほうから町の方に配分基準に基づいて

配分をされております。現在では、まず６月までにですね、３,９６０万円が配分

をされました。ここにつきまして、配分委員会の中で、配分委員会のメンバーにつ

きましては後ほど詳しくご説明をさせていただきますけども、３,９６０万円を今

配分しているところでございます。そのあと、第３次の配分ということで、８月に

入りまして４,１６０万円の配分がなされております。現在、美里町には合計で８,

１２０万円の義援金が配分を受けております。このあとのスケジュールでございま

すが、先ほど言いましたように３,９６０万円につきましては、今既に配分の割り

当てをしております。残りにつきまして、今月の終わり方までには、下旬までには

遅くとも配分委員会をしまして配分を行う予定でおります。 

もう１点の配分委員会のメンバーでございますけども、町長をはじめ町の関係課

長が５名でございます。町長、副町長、総務課長、そして福祉課長、会計課長、そ

して嘱託会長さん、社会福祉協議会の事務局長、民生委員会の会長、婦人会の会長、

そして美里町立の小中学校の校長会の会長、町議会議長、そして消防団長の計１６

名で構成をしております。 

以上でございます。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 
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○３番（坂田竜義君） はい、分かりました。今、義援金の配分状況については今分か

りました。これは、町に直接寄附金とか義援金をされたところは別ですよね、これ

は。いずれにしても、この基準というのがありますので、公平公正に配分をされま

すようにお願いをしておきたいと思います。 

最後に、震災復興プランということなんですが、一応県でもですね有識者会議と

いうのをつくられまして、この復興プランというのがですね県議会でも、新聞報道

もされましたし、県議会でも当然今、議論がされているところでありますけれど。

あとは熊本市の計画も私は入手しております。あと、町村の段階では益城町と嘉島

町ですが、私が知っている限りでは２つの部分の復興計画というのは出ているとい

うことでございますが、特にこのあたりは被災のですね状況が大変甚大なところで

ありまして、当然そういう一定の３年、４年のスパンでもって計画を立てて復興し

ていこうというような、当然立てなければならないことだろうと思います。ただ、

うちの場合もですね、被害額はその益城とかと比べれば少なかったかもしれません

けれども、ただ片方では町の振興計画とかですね、あるいは地域再生計画とかその、

類似の長期計画がいくつかございます。当然、その基盤が崩れとるからですね、そ

のあたりのやっぱり基盤の復旧というのを前提にしないと長期計画の設計図がくる

ってくるんじゃないかと思うんですね。ですから、当然その地震、豪雨による災害

の復旧・復興プランと、こういったものはどのように考えておられるか、お尋ねを

いたします。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） ４月の震災から５カ月を迎えようといたしております。当初の

避難であったり、応急対応、応急復旧から本格的な復旧・復興の段階へ移りつつご

ざいます。仮設住宅は、第１期分が既に入居が完了しておりまして、第２期分につ

きましても今月中には県の検査が行われる予定で、来月には入居される見込みでご

ざいますし、危険家屋の解体も始まっております。また、町道や林道、農地等の災

害査定も順次始まっており、復旧・復興に向けた工程が進み始めています。 

こうした中、これまでの状況や取り組み、これからの復旧・復興に向けた道筋を

町民の皆様にお示しすることは非常に重要なこと、大事なことであるというふうに

考えております。 

このようなことから、現在、美里町第２次振興計画における基本計画の見直しも

含めまして、震災復興プランの策定に向けて検討を行っているところでございます。 

また、策定にあたりましては、やはり被災された方々が、今何を望まれているの

か。例えば一部損壊以上の方がたくさんいらっしゃいます。そういった方々が今何

を望まれているのか、あるいは今後どのように生活再建をしようと考えていらっし
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ゃるのか等を把握する必要があると考えておりまして、そういった方々を対象にア

ンケート等の準備も現在行っているところでございます。 

これから、震災復興プランの策定、現在検討中でございますけども、策定にあた

りましては議会の皆様のご指導・ご協力も得ながら進めていかなければならないと

思いますので、どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） それでは、その取り組みを確実にですねすすめていただきます

ようにお願いしておきたいと思います。 

続きまして、２点目の下中郡地区水道水質改善工事についてお尋ねをいたします。

これは、この前の議会でもですね、お尋ねをしたところでございますが、何で何遍

も聞くとやということをおっしゃるかもしれませんけども、これははっきりした答

えがですね返ってこないから何遍も聞きにゃいかんわけですね。 

で、１点目はこの水源地の被災がされたですね、擁壁の崩壊とか、道が、崖がく

えたりして、私も見に行って写真も撮ってきておりますけれど、この水源地につい

ては、この被災の状況と復旧の計画ですね、これがどうなっているかお尋ねいたし

ます。 

○議長（中川政司君） 津川水道衛生課長。 

○水道衛生課長（津川昭博君） 水源地の被災状況と復旧についてご説明いたします。 

まず、水源地の被災の状況ですが、水源地におきましては６月２１日の豪雨によ

り、町道下原高木線の路肩が崩落し、コンクリート擁壁の一部及び大量の土砂が水

源地へ流れ込んでおります。また、それと同時に町道乙女線からの道路排水が一気

に流れ込みまして、配水池に水を送水するために埋設をいたしました配水管と、各

種の信号を制御盤に送信するための電気ケーブルも、土砂崩落時に一緒に切断をさ

れてしまいました。また、浄水機におきましては、水源地の濁った水が送り込まれ

てきましたので、濾過器のフィルターが詰まり、硝酸態窒素を除去することがで

きない状況となりました。そのため、一時は断水となっておりました。しかし、そ

のような状況下ではありますが、集落では水が必要になりますので、配水管と電気

ケーブルを応急的に復旧いたしまして、原水を浄化しない状態で給水を行っていた

状況です。 

次に、復旧についてですが、被災現場におきましては、区長、県水道組合長でい

らっしゃいます。それと地区の水道の委員さん、建設課、経済課、水道課とで一緒

に協議を行いました。復旧方法としましては、まず建設課のほうで実施する町道下

原高木線の災害復旧工事におきまして、水源地に落下しているコンクリート擁壁の

撤去がまず必要であるかと考えております。そのあとに、大量に流れ込んだ土砂を
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撤去することになります。現在、水源地は中蓮寺公園として経済課のほうで管理を

いたしております。実際には水源地の清掃や維持管理を下中郡地区に年間を通して

維持管理契約を結んでおります。公園は地元の大事な施設でもありますので、復旧

方法については地区とも協議を行い、地区の意向も考慮して実施したいというふう

に考えております。公園の復旧が終わりましたら、最後に水道設備であります送水

管と電気ケーブルを本復旧する計画であります。 

以上であります。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） 中蓮寺公園ということでその、公園のほうは経済課、道が絡む

から建設課、それはそれでいいんですけれども、当初ですね、住民の方から聞きま

すと、中蓮寺のその水を取水する所ですね、あれが私も見にいったけれども浅くな

って、とにかく、これは最初はもう少し掘り下げて深くするという計画だったて聞

いたんですね住民の方から。それが、できればこの際もう少し水源地を掘り下げて、

送水管を取水する所をきちっとその、そのあたりの整備も併せてお願いをしておき

たいというふうに思います。 

それから、浄水機の詰まりについて今言われました。そういうことで被災をした

と。今はもう、そこは改善されているということですよね。 

○議長（中川政司君） 津川水道衛生課長。 

○水道衛生課長（津川昭博君） ご説明いたします。 

浄水機の詰まりにおきましては、濾過器、フィルターの洗浄を行いまして、また

貯水タンクのほうも中のほうにちょっと土砂等、少し砂等が入っておりましたので、

そちらも清掃を行って、現在は通常通りの運転をされているというふうに組合長よ

り聞いております。 

以上です。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） この住民に対する説明会と水質検査について、これはこの前聞

いたことですけれども、一応専門会社のあれでその検査をしたんだということでご

ざいました。それでですね、基本的に私はこの水質検査、これはちゃんとした高度

の機械がございますのでね、そういうことで当然これは私たちが簡易水道組合の責

任者をしたときもそうですけれども全部水質検査をして、成分検査をしてですね、

住民に周知するというのは当たり前のことなんですが、「もう専門機関だけの検査

でいいよ。」と、もうこれいいです、住民の方がですね、それでいいて言われれば

いいです私は聞きません。それから、住民に対する説明会もですね、「もう説明せ

んでいい。」って住民が言われるならいいですたい。もうそれ以上私は言いません。
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ただですね、この補助金とその随契の関係、あともう続けますけれど、補助金が要

するにあと加圧系の関係、あと追加工事が５００万円でしたか、合計４,９５０万

円で約５,０００万円の町費をつぎ込んどるわけですね、これ一般財源ですね。で

すから普通その、ここにこの持ってきておりますが、水道整備事業補助金交付要綱

ということで見てみますと、補助金の額はですね、組合においては事業費総額の４

０％の４００万円までとすると。ということはその、事業費総額は１,０００万円

と。１,０００万円までの事業費で４割の４００万円までは補助金を出しますよと。

それから、地区においては２００万円と。こういうことでその補助金を決めとるわ

けですね。にもかかわらず、補助金ということで区に補助しましたということで、

片方じゃこの交付要綱から全くおっぱずれてですね、５,０００万円も補助金を出

すと。一体何をその根拠に５,０００万円もですね、水道組合に出せるのかという

のが一つなんです。要するにこれを「議会で承認したけんよかろうもん。」て。そ

ういう事で議会で承認しました。しかし、これは当然そのそういう関係法令をクリ

アしているものという前提で捉えておりますのでですね、よくよく調べたら補助金

要綱では４００万円までということになっておるということですから、唯一これを

言い訳するのはですね、「もう町で直接しますから。」ということ以外に言い訳でき

ないわけですよ。それが一つ。もう一つはその、随契、４つの業者が水道設備、電

気工事、それから浄水機と４つに分けてございます。その２件がですね、前回も聞

きましたが、随意契約でされとるわけです。この前の説明では、「うんにゃそれは

区がしましたから。」っていうことなんですが、そういうことじゃないんですよ。

やっぱり町が補助金を５,０００万円まで出してですね、やるならばちゃんと町の

基準、ちゃんと法令に定められておりますから、それに従ってそら区を指導せにゃ

いかん、こういうことなんですね。ですから、大体随意契約というのは、自治法に

も書いてあります、町の財務規則にもはっきり書いてありますけれど、１３０万円

以下と、工事の１３０万円以下なら随契でいいよと、こういうふうに決めてあるわ

けです。ところが１,０００万円もかかっとるのを随契ですると、そういうことの

根拠がですね、全く私には分かりません。随契でできる場合ということで、自治法

の例示が９項目ぐらい例示してありました、調べたら。一つは少額の契約であると

かですね、これは少額ではありません１,０００万円ですから。それから性質、ま

たは目的が競争入札に適しないとか、これは専門家でご承知と思います、入札の専

門家は９項目。これに該当する場合は随意契約ができますよと、こうなっとるわけ

ですね。なら、この９項目のうちですねどの項に該当するから随契でＯＫとなった

のか、そのあたりをお尋ねします。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 
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○町長（上田泰弘君） まずは、私のほうからお答えをさせていただきます。補足があ

れば、また担当のほうからご説明をいただきます。 

今回のその補助金の根拠でございます。この補助金を交付する根拠といたしまし

ては、美里町家庭用浄水器設置補助金交付要綱により交付を行っております。この

要綱では、「行政地区がまとまって行う整備事業に係る補助金の額は、整備事業に

要した費用の範囲内」としてございます。補助金として交付する理由といたしまし

ては、この水道施設につきましては、地区の財産、管理物でございまして、また工

事後の維持管理、運営も地区が行うことから、町が実施する事業ではなくて地元が

主体となり実施する事業に対して補助金を交付するというのが適切であると、判断

をいたしたところでございます。この予算につきましては、平成２７年９月の定例

会に上程し、ご審議をいただいております。また、定例会前の８月２５日に全員協

議会の開催をお願いし、事業内容等を説明をいたしております。その中で、地元の

負担についての説明といたしまして、地区全体としては町営水道の整備を希望され

ておりましたが、下中郡地区のみでの整備は、これは非常に町営水道になりますと

数億円、当時の概算で大体３億円以上かかるということでございましたので、整備

は非常に難しいということで、町営水道事業の事業分担金に相当する金額を負担金

として地域の方々から出していただきまして、そしてその負担金相当額を差し引い

た金額を補助金として、今回これは交付してあるわけでございます。 

それから、随意契約の根拠といたしましては、これは発注方法に関しましてもこ

の前の議会でもお答えをいたしましたけども、事業主体である下中郡簡易水道組合

と協議を行っております。２件の水道設備工事及び電気工事につきましては、これ

は一般的、標準的な内容の工事でありまして、地区内にそれぞれ４業者おられたこ

ともありまして、指名競争入札として発注してあります。また、２件の水質改善工

事に関わる機械設備等の工事につきましても、これも下中郡簡易水道組合としっか

りと協議を行わせていただいております。この中で、地元としては工事後の長期に

渡る機械設備等の維持管理、メンテナンス、補修などのことを考えると、地域内の

水道、要は下中郡地区内の水道事情や機械設備内容に精通された業者、信頼がおけ

る業者に工事を発注したほうが、そのあとの点検、あるいは維持管理、あるいはメ

ンテナンスもしっかりしてもらえるだろうという判断のもとで、そうすることによ

って長く施設を利用できるだろうという判断のもとで、組合において技術力のある、

信頼のおける業者と随意契約により発注されたということでございます。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） 浄水器の設置補助云々ということですけれども、これは個別の

家庭に設置する浄水器についてですね、補助金を出すということじゃないんですか
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ね。 

○議長（中川政司君） 津川水道衛生課長。 

○水道衛生課長（津川昭博君） ご説明いたします。 

議員のおっしゃるとおり、各個人の家庭ごとの補助と併せまして、地区が行う場

合の補助の要綱も、この美里町家庭用浄水器設置費補助金要綱の中にうたってあり

ます。 

以上です。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） ちょっと納得いきませんけれど、要するに５,０００万円の補

助金を出しました。大体受益されている家庭の戸数がですね、個別に引いておられ

るところを除けば５０軒なんですね。５,０００万円だから５０軒で１軒に１００

万円やったと同じこつ。ですから、逆に言うと「なら１軒に１００万円やったほう

がよくはないか。」というね、そういう意見もあるぐらいなんですよ。ですからそ

の、基本的にそういう、ちょっと何か拡大解釈をされているような気もするのでで

すね、これちょっと今ここで論争しよっても仕方がありませんが、ただそれはちょ

っとまた今後また引き続いてお尋ねをしていきます。 

それから、随契についてですね、これは今確かにそのあとのメンテナンスがどう

のこうのと、それはもう意味は分かりますけれど、ならその自治法とか凡例で出と

る９項目のうちのどこに当てはめたんですかて聞いたんですね。結局その少額の契

約であるとかですね、その性質に合った目的が競争入札に適してないとか、特定の

施設だから物品購入、役務の提供を受けるとか、９項目示してあるわけですちゃん

と。このどれに該当させたんですかて聞いたんです。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） まず、今回の下中郡区のこの事業につきましては、その財産は

下中郡にございますので、まずは事業主体が下中郡であったことというのが大前提

でございます。その中で、強いてこの地方自治法の随意契約第１６７条に書いてあ

ります中で上げさせていただければ、「競争入札に付することが不利と認められた

とき」というふうに解釈できるのではないかと。要は、今回の場合は、その後のや

はりメンテナンス、そういったところにその地域の方々は最大限の考えを持たれた

というところで、これに当てはまるのではないかなと。これは強いて言えばの話で

ございますが、そう思います。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） そらもう解釈のしようですからね、あれですけど、ただ問題は、

これだけの事業規模になるとやっぱいろんな問題が出たときに必ず、区ではこれは
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責任は取れませんよ。ですから、必ず町の責任にこうなってきます。そして、その

機械もですね、私がちょっといろいろ専門の人に聞いてみたら、機械メーカーがオ

ルガノとかクリタとかあるそうですけども、この使っている機械がですね何かもう

あんまり名の通ってない機械を使っているというふうな話も聞いたわけです。で、

一流のオルガノとかクリタとか、いろんなその一流メーカーの機械じゃないと。だ

から、そういう機械を扱っているところを入れた入札とかなぜできなかったのかで

すね、それはいいです。全然意見が違いますからね。だけんただ、こういう私がい

くつか問題指摘しておりまして、あとでいろいろ出たときは、町がですねかなり責

任を負ってくるということだけは申し上げておきます。 

それと、３番目ですけれども、地方公会計の整備ていうことでお尋ねいたします。

平成１８年の８月に地方公共団体における行政改革のさらなる推進のための指針と

いうことで総務省から文書が出まして、主に地方自治体の資産、債務管理、改革に

資する観点からですね、純資産、変動計算書、試験収支計算書を加えた財務書類４

表と公営企業会計や一部事務組合、第３セクターまで含めた連結ベースでの財務書

類を整備することが必要だと、こういうことの文書が出されました。１９年１０月

にも、その公会計制度研究会報告書というのが公表されまして、いろんなその自治

体の公会計、今までの官庁簿記、単式簿記からですね、複式簿記に切り替えていく

べきだと、こういう総務省の指導がずっと行われてきたところでございます。いろ

いろ詳しくは述べません、調べておりますけど、時間の関係で言いませんけど、こ

の公会計の進捗状況、総務省からいろいろ指導が来ておりますが、今現況として公

会計の取り組み、進捗状況はどうなっているのか、お尋ねをいたします。 

○議長（中川政司君） 大倉総務課長。 

○総務課長（大倉一昭君） ご説明申し上げます。 

本町では、平成２０年度決算から新地方公会計制度研究会報告書、先ほど議員申

されました報告書でございます。示されました総務省改定モデル方式によりまして、

財務書類、貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資産収支計算書の

作成を行っております。平成２１年度決算から普通会計に加えまして、特別会計や

一部事務組合などの関係団体を含めました連結ベースの財務書類の作成を行いまし

て、町ホームページに分析結果を公表しているところでございます。 

さらに、平成２６年４月に財務書類の作成に関する統一的な基準が示されまして、

平成２７年１月には統一的な基準による地方公会計マニュアルが取りまとめられて

おりまして、総務大臣通知により同マニュアルを参考にすべての地方公共団体にお

いて、統一的な基準により財務書類を作成されるよう求められているところでござ

います。本町では、平成２９年度までに統一的な基準に基づく財務書類を作成する
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ことといたしております。 

以上でございます。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） 状況は分かりましたけども、固定資産税台帳の整備、複式簿記

の導入、財務書類の作成、これは今も答えがありましたのでお尋ねしませんけれど、

一つは公共施設白書というものが作成されまして、一応目は通しておりますけれど、

昨日もちょっとお尋ねしたんですが、今度公共施設のマネージメント計画というの

が今作られております。作成中であると思いますけれど、この新しい総務大臣が示

しました統一的な基準による地方公会計の整備促進についてという事で、２７年の

１月に大臣通知が出されまして、いろいろ取り組みが今されて、２９年の３月まで

ですか、２９年までに一応進めているということでございます。で、問題はそのそ

ういうことで、各個別、施設ごとのコスト計算ということになったときに、当然も

う遊休施設についてはそのコストも何もですね、維持管理費が当然かかるぐらいで

収益は何も生み出しません。そういう遊休施設があります。それと、今稼働してお

ってもですね、基本的にはそのそういう教育施設については度外視です、これは。

教育施設については何も採算が取れる仕組みになってませんからですね、それをコ

スト計算でやりなさいというのは、そういうことは言いません。そういうことで、

ある程度コスト計算をして、これはもう廃止すべきなにか、あるいはもう売却する

ほうがいいんじゃないかという判断を当然マネージメント計画の中でされていくと

いうふうに思いますけど、そのあたりはこの公会計との関係でどのように整理され

ているのかお尋ねをいたします。 

○議長（中川政司君） 大倉総務課長。 

○総務課長（大倉一昭君） ご説明申し上げます。 

事業別、施設別分析につきましては、固定資産台帳及び現在作成中の公共施設マ

ネージメント計画を踏まえまして、平成２９年度以降に事業別、施設別の行政コス

ト計算書等を作成いたしまして、セギュメント、区分ごとの分析を行い、予算編成

時におけるライフスタイルコストを踏まえた施設建設の検討、施設別コスト分析に

よる統廃合の検討、受益者負担割合による施設使用料の見直しや、利用者１人当た

りのコスト等を活用し行政評価を行う予定といたしております。なお、公共施設マ

ネージメント計画の中で、現段階で住民アンケート、それから意見の公募等を行っ

て、既に終わっておりますが、今後につきましては職員のですね、中の組織をつく

りまして、今後の施設のあり方ですね、先ほどおっしゃいましたように、存続して

いくのか、あるいは見直しをするのか、廃止していくのかという部分についてです

ね、今後詳細にまた検討を進めていきたいというふうに思っております。 
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以上でございます。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） 大体分かりました。要するに、これだけですね複式簿記になり

まして、当然その公認会計士とかですね、かなりの専門的な知識でもって見ないと

ですね、いわゆる監査の場合ですね、監査をする場合に、複式簿記も分からんよう

なことではいけないわけですね。ですからまあ、監査委員が今２人なんですが、そ

ういう公認会計士とかですね、そういう専門家、専門家を監査委員に加えていくと

か。あるいは外部監査とかですね、監査法人等に委託する、これは条例で決めなけ

ればでけません。それから、県とか市は必置義務がありますが、町村は必置義務が

ございませんので、議会で議決をしなければ置かれないというのは分かりますけれ

ど、そういう専門家の導入、あるいはそういう外部監査、こういったことについて

これは町長がどう考えておられるのかお尋ねします。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 議員おっしゃいましたように、都道府県あるいは政令指定都市、

あるいは中核市にはこれは義務づけられているところでございます。昨年１２月の

議会定例会におきましても、外部監査契約に基づく監査についてのご質問がござい

ました。外部監査契約に係る条例を制定しています、これは日本全国で、今都道府

県、政令指定都市、中核市を除く日本全国で１２の市町村が包括外部監査、外部監

査の導入をされております。そこにいろいろとお尋ねをしたところ、２つの自治体

からですね、回答がございました。その中でメリットといたしましては、個別の事

務事業についてより深く調査検証できる、あるいは監査委員監査を補完する機能が

ある等々ありましたけども、一方で多大な費用が発生すると。あるいは一度条例を

制定すると条例を廃止しない限り、必ず外部監査を実施する必要がある。あるいは

外部監査委員による監査対応のための書類の作成のため、事務負担が非常に大きい

と。あるいは監査委員監査と外部監査が重複したテーマになる可能性があると。あ

るいはその、おっしゃいますように公認会計士等々、外部監査人となり得る有資格

者がなかなかその人材的に揃わない、人材確保の面で不安要素がある等のデメリッ

トも教えていただいております。そういったのをちょっと総括して考えなければい

けませんが、現在のところはその外部監査の条例を制定するというようなところま

では考えていないところでございます。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） 時間ですから終わりますけども、一応その外部監査はそれは事

情は分かりますけども、あとその監査委員にですね、そういう専門家を入れるとか

という部分についてはですね、ぜひ検討していただきたいというふうに思います。 
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以上です。 

○議長（中川政司君） これをもちまして、坂田竜義君の一般質問を終わります。 

ここでしばらく休憩いたします。再開を１１時１５分といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時５９分 

再開 午前１１時１５分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） 再開します。休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問の途中でしたので、一般質問を続けます。 

次に、５番、上田孝君の一般質問を行います。上田孝君。 

○５番（上田 孝君） 議長。 

○議長（中川政司君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） ５番、上田孝です。質問に入る前に、先の熊本地震や度重なる

豪雨災害で被災された皆様に心よりお見舞いを申し上げるとともに、１日も早い復

旧・復興をご祈念申し上げるものでございます。 

それでは、通告に従い一般質問をいたします。 

まず、美里町町長選挙について行います。在任期間の自己評価と今後の対応につ

いてということですが、遠慮深い町長には答弁しにくいとは思いますが、これまで

執行部や職員の皆さんとともに頑張ってこられた成果を自己評価していただき、な

おかつこれまでやり残してしまったことや今後の課題について語っていただいた上

で、町長選挙に向けた思いをしっかりと表明していただきたいと思います。お願い

します。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 自らを評価するということは大変難しいことでございます。ご

ざいますが、あえて何点か挙げさせていただきますと、まずは長年の課題であった

東南産業跡地への企業誘致でございます。大阪に本社を置くサクラ化学工業の進出

が決定をいたしまして、今月の２８日に熊本県立ち会いのもと、企業立地協定を締

結させていただく予定でございます。このことによりまして、近い将来、働く場が

生まれ、美里町内におきまして雇用の受け皿が確保できるものと期待をいたしてお

ります。 

次に、下中郡地区における水質改善事業でございます。長年、飲用に適さない水

を使用してこられた地区に、安全で安心して飲める水を提供できる環境が整ったと

いうことは素晴らしいことだというふうに考えております。 

次に、まだまだこれは一部地域ではございますけども、ブロードバンドの基盤整
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備でございます。現在のところ、旧中央地区の一部において、超高速の光通信シス

テムが整備されました。これも現代社会においては欠かすことのできないインフラ

整備だと考えますし、大きな一歩を踏み出せたものと考えます。ほかにもフォレス

トアドベンチャーの整備による交流人口の増加や、子ども医療費の１８歳までの拡

充と、償還払いから現物給付方式への制度改正等がございますが、これは一人でで

きたことではございません。すべてにおいて、議会のご理解と、それから町民の皆

様のご協力があってこそだというふうに感謝をしているところでございます。 

なお、今後の対応、課題といたしましては、熊本地震と大雨豪雨災害からの復

旧・復興が第一の大きな課題だと考えております。確実な予算の確保と一刻も早い

最低限の復旧をなすことで、不安や不便をできるだけ早く取り除き、災害前の普段

の生活に近づくことができるようにしなければならないと、いうふうに考えており

ます。 

また、今回予算を計上させていただいておりますブロードバンドの全地域整備も

大きな課題の一つでございますし、まだ生かされていない公有財産をいかに有効活

用するのか、あるいは美里町の良さをいかに生かして地方創生を進めていくのかな

ど、取り組むべき課題はまだまだ美里町山積いたしております。また、これは個人

的な問題、課題でございますが、私がある老人クラブの総会で現金５,０００円を

寄付して公職選挙法違反ということで告発を受けております。その件につきまして

は、これは飲食を伴う会であるということで、私としては会費として提出をさせて

いただいております。現在、その件につきましては事実確認等調査をされて、捜査

をされているところでございますので、それ以上のことは私のほうからは申し上げ

ませんけれども、その結果というものはしっかりと注視をしていきたいというふう

に思いますし、今後はこのようなことがないようにしっかりと脇を引き締めて、頑

張っていかなければいけないというふうに考えております。 

そのような観点から、これからも引き続き、まだまだ山積している課題は。先ほ

どの個人的な問題におきまして、地元の方にも大変ご迷惑をお掛けいたしておりま

す。そういったことも含めまして、改めて襟を正してですね、しっかりと美里町の

ために頑張っていきたいというふうに思います。 

まとめになりますが、これからも引き続き町政運営を担わせていただきまして、

これら山積する課題の解決に向けて誠心誠意取り組んでいきたいと考えております

ので、ご指導・ご鞭撻、そしてご理解・ご協力をよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（中川政司君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） 町長は、遠慮がちに評価をされましたが、まだまだたくさん成

果を上げておられると思います。例えば、フォレストアドベンチャーの事業開始に
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よる観光人口の増加。また保育料の第３子以降の無料化や出産祝い金の第３子以上

の増加。また農業分野では町単独事業による農業機械の購入補助制度など、挙げれ

ばたくさんあると思いますが、しかしながら地震や豪雨災害の早期の復旧・復興、

町長も申されましたが地方創生の取り組み、ブロードバンドの全地域の整備、農業

のさらなる振興など、継続的な課題も多く残されているところです。町長が先ほど

述べられた強い気持ち、強い思いを町民の皆様にしっかりと届くことを祈念申し上

げ、この質問を終わらせていただきます。 

続きまして、熊本地震や豪雨災害の復旧・復興についてを質問いたします。先ほ

ど３番議員の坂田議員も質問されておりますので、重複する部分についてはなるべ

く割愛させていただきたいと思いますが、まず公共インフラの復旧の今後の見通し

と、仮設住宅の進捗状況についてをお聞きいたします。公共インフラと申しまして

も、美里町におきましては建設課並びに水道衛生課の関係があると思いますが、ま

ずは建設課のほうより被害の状況について報告をお願いいたします。 

○議長（中川政司君） 藤岡建設課長。 

○建設課長（藤岡哲明君） ご説明申し上げます。 

町管理の公共土木施設の被害状況につきまして、４月の熊本地震では道路が４２

カ所、橋梁が１カ所、合わせて４３カ所で７億６７０万円の被害額でございました。

また、６月の集中豪雨では道路が１５７カ所、河川が６７カ所、橋梁が１カ所の、

合わせまして２２５カ所で１２億６,８５０万円の被害額ということです。２つの

災害を合わせますと２６８カ所で１９億７,５２０万円の被害額というふうになっ

ております。 

○議長（中川政司君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） 公共土木施設だけでも地震並びに豪雨災害において２６８カ所、

１９億７,５２０万円の被害ということで、大変な未曾有の災害であるということ

が伺えます。災害復旧工事においては、国の査定を終えなければ工事の発注等でき

ないと思いますが、住民の皆様は一刻も早い復旧を願っておられる中で、またイラ

イラを募らせたりされておられる方もおると思います。災害査定から工事の発注ま

での工程というか、そういったところも住民の方にも多少知っておいていただいた

ほうがいいと思いますので、今後のその工程というか、そういったところを説明し

ていただきたいと思います。 

○議長（中川政司君） 藤岡建設課長。 

○建設課長（藤岡哲明君） ご説明申し上げます。 

災害査定を終えました被災箇所につきましては、実施設計を行いまして災害復旧

工事を発注していくこととなりますが、地震災害につきまして４３カ所ございます
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けれども、約半分の２０カ所につきましては今月初めまでに発注を行っております。

また、地震災害の査定につきましては、４０カ所を今月初旬までに終了していると

いうことで、そのうち２０カ所をですね、今月初旬に発注しております。個々の事

情がある工事は別といたしまして、基本的には住民の皆さんに大変不便をお掛けし

ておりますので、生活面の影響が大きな通行止めとなっている路線の道路災害を優

先して発注したいというふうに考えております。 

災害復旧工事につきましては、被災年度を含めまして３カ年度で完了しなければ

なりませんが、通常の年の災害でありますと単年度で工事を完了させてきました。

しかしながら、本年度は災害の件数、それから被災額とも、これまで経験したこと

のないような甚大な災害が発生しておりますので、すべて本年度中に完了させると

いうことは不可能な状況でございます。長大な発注関係事務や工事業者の施工能力

なども勘案いたさなければなりませんけども、できるだけ早期の発注に努めまして、

大部分の被災箇所につきましては、次年度、来年度までには完了させたいというふ

うに思っているところでございます。 

○議長（中川政司君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） 査定のほうは、地震については今月の初旬にもう終わっている

ということで、工事の発注も２０カ所は発注してあるということで、今後も順次行

われていくことと思っております。 

豪雨災害については、今月下旬からということで、査定が終わるのは１２月にな

るということでありますし、また相当数の工事がありますので、単年度では無理と

いうことで、最長３カ年ということでございますが、先ほど課長申されたとおり、

住民の生活路線等、迷惑されているところを重点的に、早めに復旧・復興を行って

いただきたいと思っております。 

先ほど３番議員の質問の中で、国道２１８号線や県道については説明がございま

したので、私からの質問は割愛させていただきますが、町道の路線の中で私が見た

中では、一番工事が難工事になるんじゃないかなと思ったのが、これは議会でも全

員で視察しましたが、今坂橋の近くの町道の崩落現場でございます。どういった復

旧工事がされるのか、ちょっと心配だし、いつまでかかるのかというのも心配でご

ざいましたので、その辺の工程について説明をお願いします。 

○議長（中川政司君） 藤岡建設課長。 

○建設課長（藤岡哲明君） ご説明申し上げます。 

今、議員がご質問されました町道目磨今線ですけども、今坂橋の取り付けに近い

ところの、真下に津留川が流れています。もう津留川まで岸壁のような形でのとこ

ろの災害箇所でございますけれども、これにつきましては土質調査等、ボーリング
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調査を行いまして、どういった地層になっているかというようなところで、災害復

旧のための構造物を設置しますには堅固な地盤が必要になってまいります。そうい

ったところでボーリング調査、それから現地のですね、現場の測量を行いましたけ

れども、見た限り非常に垂直に立っているような感じの現場ではございますけれど

も、実際測量してみますとある程度の勾配はございます。そういったことで、川か

ら突き上げるような工法ではございませんで、道路から７、８メートルぐらいまで

の所に地盤はですね、出てきてまいりますので、そちらの支持地盤のところから構

造物を突き上げて、垂直に突き上げるというような工法で災害の復旧工事を行うよ

うにしておりまして、ここにつきましては先ほども言いましたけれども、災害の査

定は終了しております、 

それから、ここの現場と同じ今地区につきましては、もう少し西側のほうの災害

現場のほうも全面通行止めとなっておりますので、この２カ所につきましては、共

に災害の査定も済んでおりますので、いずれも１０月初旬には工事のほうをですね、

発注する予定としております。早ければ年内には通行止め解除になればというふう

なことも考えているところでございます。 

以上です。 

○議長（中川政司君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） もう査定は先ほど終わったということで、工事の発注のほうも

１０月初旬に予定されているということで、地域住民の方も、まあそこ４、５００

メートルの迂回ではございますが、それでも朝のラッシュ時というかですね、大変

な朝の時間の２、３分というのも貴重な時間でございますので、早めの復旧が望ま

れるものでございます。 

あと最後になりますが、災害普及工事の国庫負担金の負担率でございますが、激

甚災害の指定がなされたということで、まだ今年度の負担率ははっきりは示されて

いないのか、もしいなければこれまでの実績というか、直近の激甚災害での実績等、

分かれば説明をお願いします。 

○議長（中川政司君） 藤岡建設課長。 

○建設課長（藤岡哲明君） ご説明申し上げます。 

災害普及工事におきます国の負担率でございますけれども、通常ですと３分の２

の６６.７％ということになっております。しかし、今回、激甚災害の指定を受け

ておりますので、国の負担率につきましてはもっと上がるものと思われますが、現

時点ではまだ分かっておりません。 

なお、被害の大きかった平成１９年の７月の激甚災害の指定を受けた豪雨災害で

ございますけれども、その時には国の負担率等につきましては８８.３％というこ
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とでございました。 

○議長（中川政司君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） １９年の７月の災害が８８.３％ということで、今回は地震と

豪雨の両方の災害であり、また豪雨だけでも１９年の災害よりも被害額が大きいの

ではないかと思われます。そういった中でも、負担率には町の財政状況等も勘案さ

れると聞いておりますので、今後とも少しでも国の負担率が上がるよう要望活動を

続けていっていただきたいと思います。 

仮設住宅に移りたいと思います。こちらも町でやっているわけではございません

が、県でやっている事業ですけど、まだ半数近くの方は入居を待ち望まれていると

思いますので、仮設住宅の進捗状況について説明をお願いいたします。 

○議長（中川政司君） 藤岡建設課長。 

○建設課長（藤岡哲明君） ご説明申し上げます。 

美里町では、熊本地震で被災された方が入居される仮設住宅につきまして、町内

に３カ所建設を計画しました。建設自体は熊本県が行いますが、役場中央庁舎、南

側の中央庁舎仮設団地は、７月に１１戸が建設され、現在入居されていらっしゃい

ます。そして、現在８戸が建設中で、今月中に完成予定で、完成すればこの中央庁

舎仮設団地につきましては１９戸ということになります。 

次に、役場砥用庁舎西側の砥用庁舎仮設団地は、先月７戸が建設され入居されて

います。 

次に、坂貫の林業総合センター東側のくすのき平仮設団地は、現在１５戸が建設

中で、今月中のこちらも完成予定でございます。３カ所を合わせますと、現在１８

戸が完成しておりまして、入居されております。そして、２３戸が建設中というこ

とでございます。合計４１戸の仮設団地が美里町にはありますということでござい

ます。 

○議長（中川政司君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） 全体で４１戸、うち１８戸が入居中ということで、残りの２３

戸についても今月中に完成の見込みであるということで、早急に被災された方々が

少しでも平穏な生活が送れるようになることを希望しております。 

美里町の仮設住宅につきましては、他町にもあると思いますが、木造建築で、こ

の前の１９年の７月の災害の仮設住宅とは比べものにもならないぐらい立派な仮設

住宅が建っております。これが２年後にまた取り壊されるのかなと思うと、ちょっ

ともったいないなという思いもありますが、県・国あたりと交渉して使用の期間の

延長とか、そういうことは考えておられるか町長にお伺いいたします。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 
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○町長（上田泰弘君） 確かに今回仮設住宅、非常に立派なものが建っております。今

の制度といたしましては、２年間で解体をしなければならない、入居していらっし

ゃる方は基本的には２年間で出なければならないというような形になっております

が、まあそのやっぱり被災された方がですね、しっかりと生活再建ができるという

のが大前提でございますので、その延長も含めて、あるいは今後その仮設住宅の使

い回しといいますか、例えば「町に払い下げてください。」とか、そういったこと

も含めて国のほうに要望していきたいというふうに考えております。 

○議長（中川政司君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） やっぱりですね、もったいない気がいたしますので、ぜひその

辺の要望活動もお願いしておきたいと思います。 

続きまして、水道関係の被災状況、今、もう水道が不通になっているところはな

いとは思いますが、復旧の状況等をお願いいたします。 

○議長（中川政司君） 筒川水道衛生課長。 

○水道衛生課長（筒川昭博君） 町営水道の被災状況と復旧状況についてご説明いたし

ます。 

まず、西部地区におきましては震災時におきまして原水を貯水するタンクが破損

をいたしました。これにつきましては、緊急に復旧する必要があるので緊急に復旧

をいたしまして、国の査定におきましては今月５日の日に査定が終わっております。

大体の復旧事業といたしまして３２０万円程度がかかっております。 

それと、西部地区ではもう１カ所、大きい災害といたしまして清水の取水場の管

理道路が崩壊しております。これにつきましても議会のほうで予算の計上をお願い

し、現在入札が終わりまして、業者も決まっており、この前現地で現場の打ち合わ

せをした状況でございます。復旧の見込みといたしましては、遅くとも年内には完

了をしたいというふうに考えております。 

それと、東部地区におきましては、豪雨災害のとき被災があっております。場所

につきましては藤木地区、筒川地区、それと大辻地区になっております。現地にお

きましては、当然仮復旧にて復旧が終わっており、通常どおりの給水は行っており

ます。これの本復旧につきましては、藤木地区、筒川地区とも県道になっておりま

すので、県道の災害普及工事と併せて本復旧をやっていく計画であります。藤木地

区につきましては、入札も終わっておりますので、先月に１回業者とも現地で打ち

合わせを行っているような状況でございます。 

以上でございます。 

○議長（中川政司君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） 清水の取水場の入口あたりも、もう発注が終わっているという
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ことで、年内の竣工が見込まれるということですので、今後もですね、水道は命の

水でございますので、強靱なインフラ整備を進めていっていただきたいと思います。 

続きまして、農林業の復旧の今後の見通しについて、まず経済課のほうから災害

の状況等から説明をお願いいたします。 

○議長（中川政司君） 長木経済課長。 

○経済課長（長木一美君） ご説明申し上げます。 

まず、被害状況についてご説明申し上げます。被害状況ですが、まず４月の震災

に伴います災害の件数、被害額について報告いたします。被害につきましては、国

の補助事業に乗らない小災害、小さい災害まで含めた件数となっております。件数

で申し上げますと２９７件の１億８００万円というのが震災による被害額というこ

とになっております。内容としましては、田、畑、それから水路、農道等でござい

ます。それから、豪雨分につきましては、配布してあります豪雨災害被害状況報告

書の７ページ目に詳細が記載されておりますが、合計のみでご報告申し上げます。

豪雨によります被害額の件数が３,１００カ所程度。被害額につきまして２１億円

が豪雨による被害額ということで県のほうに報告しているところでございます。 

以上です。 

○議長（中川政司君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） 我々議会の議員は、これは報告を受けて分かっておりますが、

町民の方の中にはどれだけの被害が実際起きているのかがまだ分かられてない方も

おると思いますので。地震と豪雨合わせると３,４００件ほどの被害が出て、工事

額にしても、被害額にしても２２億円超になるということで、その甚大さがうかが

い知れるところではないかと思います。建設課長のほうからも報告がありましたが、

今後の査定から発注までの日程等分かっておれば、説明をお願いいたします。 

○議長（中川政司君） 長木経済課長。 

○経済課長（長木一美君） ご説明申し上げます。 

震災分につきましては８月３日、８月１６日に災害査定が終わっております。３

５件災害査定を受けたところでございます。今後の予定としましては、実施設計を

９月下旬、施工伺い１０月上旬、契約を１０月下旬、２月末を一応工期というよう

な形で震災分については予定しているところでございます。 

豪雨分につきましては、今からですが１０月中旬から１１月末までに３５０件程

度災害査定を受ける予定となっております。 

以上です。 

○議長（中川政司君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） 震災分につきましては、もう査定が終了して今後１０月下旬に
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は工事の発注が行われるということで、また２月末だったですかね、には工事が終

了するということで理解しておきます。 

また、豪雨の分に関しましては査定が１０月からということで３５０件、果たし

て工事が今年度に終わるのか。またこれも先ほど建設課長も言われたとおり、災害

復旧工事でありますので３年間かかるのか。多分３年間ぐらいかかる工事の量だと

思いますが、先ほど災害査定に係らない小災害の工事について、査定に係らなけれ

ば住民の自己負担で、町の補助もあろうかと思いますが、多大な負担がかかると思

います。この前、町長から報告があったとおり、小規模災害対策については補助率

を上げるというような話もあっております。そのことについて、詳しく説明をお願

いいたします。 

○議長（中川政司君） 長木経済課長。 

○経済課長（長木一美君） ご説明申し上げます。 

先ほど災害査定までの工程を申し上げましたが、今後の災害復旧につきまして若

干申し添えておきたいと思います。災害復旧の見込みにつきましては、通常であれ

ば災害査定後工事発注、年度内の工事完了ていうのが普通の流れでございますが、

今回のような被害が甚大な場合において、すべての箇所を年度内に完了するという

ことは、到底難しいことと考えております。災害復旧につきましては、被災年を含

め３カ年で復旧できることとなっておりますので、工事ができる期間等も限られま

す。農地であれば水稲期間は工事ができないというような感じにもなりますので、

それと考慮し、道路、水路など耕作にどうしても必要な施設等を優先し、また計画

的な工事発注、工事完了に努めてまいりたいと思っているところでございます。 

それから、ご質問がございました、こういった災害に係らない小災害の対策につ

いてということでご説明申し上げたいと思います。工事費４０万以下で、国の災害

復旧事業に該当しないもの、または工事負担額が大きいもの、例えば工事箇所が数

カ所に渡るとか、反当限度額という言葉もございますが、反当限度額をオーバーし、

個人負担が大きくなるような場所等につきましては、やはり工事を断念されるとい

うケースもございますが、こういったケースにつきましては町単独の土地改良事業

補助金交付規則の、個人が実施する事業に該当するものかと思われます。この事業

を使い、災害復旧に努めてもらいたいと思っているところでございます。この事業

の補助率につきましては、従来、機械・機具の賃借料及び原材料費の３０％を補助

するということとしていましたが、本年度は地震災害、豪雨災害等発生し、農地等

の災害件数、被害額も甚大であり、農業経営の維持、耕作放棄地の防止等を鑑み、

規則を改正いたしまして補助率を３０％から８０％に嵩上げすることといたしたと

ころでございます。９月の補正予算で一応予算計上をお願いしているところでござ



 － 83 － 

います。 

ただし、この分につきましては、激甚災害の指定年度の農地災害に限り適用する

ということもただし書きの中にしております。 

以上でございます。 

○議長（中川政司君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） 小災害の対策について、補助率を８０％に引き上げるというこ

とは、地権者の方々にとって大変助かるものであると思いますが、限られた予算の

中でのことでありますので、激甚災害の指定年度に限るということで了解しておき

ます。 

先ほど、経済課長から話された中で工事額４０万円以下、もしくは反当限度額と

いう話もありましたが、本当私も不勉強でございまして、はっきりとした内容が分

かっておりませんので、反当限度額について説明していただければ、よろしくお願

いします。 

○議長（中川政司君） 長木経済課長。 

○経済課長（長木一美君） ご説明申し上げます。反当限度額についてご説明申し上げ

ます。 

災害復旧事業に係る限度額については、１筆ごとの水張り面積、農地、水田の水

張り面積及び傾斜度、畑等における傾斜度により、その筆の補助対象額というのが

設定されたものが限度額でございます。復旧に係る事業費が大きく、その区で、そ

の水田の水張り面積が小さい場合は限度額オーバーとなり、オーバーした事業費は

すべて受益者負担というようなことになります。例を申し上げますと、限度額は傾

斜度により違いますけど、例えば１アール４０万円程度とした場合、５アールの水

田であれば限度額は２００万円であり、２００万円が補助対象事業費であり、これ

を超えた分は自己負担というようなことで、負担額、個人の負担額プラスのこのオ

ーバー分が個人の負担額ということになりますので、かなり厳しくなるかと思われ

ます。 

○議長（中川政司君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） 例えばの話ということで、１アール、１畝ということですかね、

私どもも若いと思っておりますが、アールとか言われてもあまり分からないんです

ね。一般的に１畝につき４０万円ということで、その限度額を超えた分はすべて自

己負担ということで、それで災害復旧を断念される方もたくさんおられると聞いて

おりますので、今回の小規模の災害の対策について、補助率を上げられたことは大

変町民にとって有利なことではないかと思っております。 

次に移りたいと思います。林業観光課関係について、ほとんど林道の災害になる
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かと思いますが、併せて県の事業の治山事業のほうも含めて説明をお願いいたしま

す。 

○議長（中川政司君） 中嶋林務観光課長。 

○林務観光課長（中嶋春彦君） ご説明申し上げます。 

まず、熊本地震に関する部分でございますが、路線数におきまして８路線、工区

数で２４工区、復旧額におきまして１億６,０８０万円ほどございます。それから、

豪雨災害でございますが、６月、７月合わせまして１３路線、それから工区数が６

５工区、復旧額が１億９,４９０万円、総合計としまして１４路線、それから工区

数におきまして８９工区、復旧額総額におきまして３億５,５７０万円となってお

ります。治山のほうにつきましては、県のほうで緊急治山として２カ所ほど現在計

画は進んでおりますけれど、復旧額等につきましては県の事業で今現在のところ分

かっておりません。工期につきましても、工事時期につきましても、まだ現在判明

してないというところでございます。 

以上でございます。 

○議長（中川政司君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） 地震と豪雨の合計で３億５,０００万円超の工事復旧額という

ことであります。これもまた相当な額になると思います。また、並びに治山関係の

緊急治山工事は、恐らく町道や県道の工事の関係も絡んでくると思います。上部の

工事が終わらないと下部の工事も終わらないということですので、県に対しても早

急な着工を要望することをお願いしておきます。 

続きまして、教育施設の復旧の今後の見通しについて教育長にお伺いいたします。 

○議長（中川政司君） 吉永教育長。 

○教育長（吉永公力君） 今回の地震によって町内の教育施設、学校、社会教育、社会

体育の施設は計２１カ所でございますけども、甚大な被害を受けております。それ

につきましては、現在のところ、早期復旧を目指して取り組んでいるというところ

でございます。特に安心・安全であるべき学校の施設でございますけども、すべて

の学校の施設が被災をいたしました。地震及び豪雨災害によりまして１週間程度の

休校を余儀なくされたということでございます。複数箇所は被害によって大きな被

害、軽微な被害ということで分かれておりますけども、学校関係は１４カ所でござ

います。現在、いろんな場面を想定しながら一生懸命関係者が復旧に取り組んでい

るところでございます。 

その詳細につきましては、教育課長のほうでお答えいたします。 

○議長（中川政司君） 下田教育課長。 

○教育課長（下田幸輔君） ご説明申し上げます。 
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先ほど教育長より復旧に向けての取り組みを説明されたところでございます。内

容について、その施設ごとにご説明したいと思います。学校施設ですけれども、学

校はご存知のように小学校３校、中学校２校ございまして、それぞれ合わせて復旧

箇所数は１４カ所ございました。学校別で見ますれば、砥用小学校は先だって体育

館のほうが復旧しておりまして、学校の授業にもう利用していただいているところ

でございます。励徳小学校では一部は完了しておりますけれども、校舎、体育館、

中央小学校におきましては校舎、砥用中学校におきましては武道場、中央中学校に

おきましては校舎、それと外部のテニスコートの周辺の排水路工事を併せて９月発

注する予定で考えております。そして、年内完了の予定を計画しております。なお、

中央小の体育館につきましては、現在施工中でございまして、１１月に完了を予定

しております。 

次に、社会教育施設でございますが、文化交流センターを含め３施設が大きな被

害を受けております。文化交流センターにつきましては、６月に復旧をいたしまし

て営業再開をしているところでございます。あと２つの施設としまして、洞岳社会

教育センターと公民館砥用分館がございまして、これにつきましては１０月末まで

調査を行いまして、復旧に対する費用対効果などを検討する基本計画を策定する予

定でおります。その後、施設マネージメント検討を行う予定としておりまして、そ

のため、この２施設につきましては復旧については未定でございます。 

社会体育施設ですが、勤労者体育センター、総合体育館、坂貫農山村広場の３施

設、４カ所が被災をしているところでございます。勤労者体育センターにつきまし

ては、１０月末まで調査を行い、復旧に対する費用対効果などを検討する基本計画

を策定したのち、施設マネージメント検討を行う予定としておりますので、復旧に

ついては未定でございます。 

総合体育館におきましては、現在復旧工事中でございます。これは、１月末に完

了の予定でおります。 

坂貫農山村広場ですが、地震災は９月に発注を予定しております、今月でござい

ます。そして、豪雨災につきましては１０月まで調査測量を要しまして、復旧は今

年度内の完了を予定しているところでございます。 

なお、学校の施設につきましては、体育館ですが、今月の査定、それと１０月の

査定を待っている施設がございますが、体育館等につきましては事前着手を伺いま

して、早期復旧をしながら査定を受けるという対応で臨んでいるところでございま

す。 

それと、坂貫の農山村広場でございますけれども、今、災害を受けておりますが、

地域の住民の方々が利用されている施設でございまして、安全面を配慮しながら、
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一部分だけは開放しているところでございます。今後、工事の発注におきましても、

地域住民の方と協議をして、できるだけ利用できるような範囲で利用をいただきな

がら工事を進めていこうという計画でおります。 

以上でございます。 

○議長（中川政司君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） 学校関係においては、特に体育館、各学校非常に迷惑している

というか、子どもたちも不便な思いをしていると思いますが、それぞれの体育館で

年度内、もしくは１月中には工事が完了する予定ということで、多少安心もしてい

るところです。 

また、社会教育施設の中で、勤労者体育センター、また公民館の分館、洞岳社会

教育センターについては、費用対効果の検証まで行って、今後の施設のあり方を検

討するということでございますが、存続するにしても、またそのほかの方法を採る

にしても、それぞれの施設、それぞれの地域で住民の方が利用されていた施設でご

ざいますので、地域の方々の理解としっかりとした説明等がなされて、今後の事業

を進めていっていただきたいと思います。 

最後になりますが、全体で相当な額の工事になると思うし、量的にも地元の業者

では手に負えないんじゃないだろうかって思えるようなところもあります。特に発

注が一遍に集中すると手持ち工事が増えた中で、業者が受注したくてもできない状

況も考えられます。そういったところについて、何か対策は取られるのかお伺いい

たします。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 議員がおっしゃいますように、今回かなりの数の発注になって

まいります。恐らくこれは熊本県全県下でですね、やはりもう業者さんが足りない

というような状況が生まれてくるのではないかなというふうに思います。そのよう

な中で、県もそうなんですが、例えば現場代理人の方が受け持たれるところを緩和

してですね、例えば３件までとかいうふうに緩和をされております。しかし、これ

でも恐らくまだ間に合わないような状況が、これは全県的に生まれてくるんではな

いかなというふうに思っています。美里町の建設業協会も一生懸命、やはり災害協

定の中でいろんな対応にもあたっていただいておりますし、やっぱり「自分たちの

町は自分たちで復旧していくんだ。」というような強い思いも持っていらっしゃい

ます。そういった意味では、今後増えて間違いなく災害査定が終了しますとかなり

の数の工事を発注しなければなりませんが、その工事の発注の状況を勘案しながら、

要件拡大等もこれ考えながらですね、考えながら円滑な発注の体制と受注機会の増

大をこれは図ることを検討していきたいというふうに思っています。やはり町内で
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やっていただければ、それだけ町内でお金が回ってきますし、税金としても上がっ

てまいりますので、そういった意味ではいろんな方向性を、もちろんルールに基づ

いてではございますが、その中でできる限りのいろんな方向性を探らせていただけ

ればというふうに思っております。 

○議長（中川政司君） 上田君。 

○５番（上田 孝君） 工事を担当されるそれぞれの事業課や発注業務がある総務課、

教育課あたり、とても大変な日々が続くとは思いますが、何はともあれ美里町の町

民が安心して暮らせる町を少しでも早く元の町に復旧・復興させる努力を惜しまず

に、今後も続けていただくことを強く希望いたしまして、私の一般質問を終わりま

す。 

○議長（中川政司君） これをもちまして、上田孝君の一般質問を終わります。 

以上で、通告されておりました一般質問は全部終了しました。これで、一般質問

を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） 以上で、本日の日程は終了しました。 

皆さんにお諮りします。本日はこれで散会とし、このあと、午後１時１５分より

各常任委員会を委員長の指示により開いていただきまして、終了後は委員長の指示

により散会していただきたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、本日はこれで散会し、このあと、午後１時１５分より各常任委

員会を委員長の指示により開いていただくことに決定しました。 

なお、常任委員会の会場は、総務常任委員会が委員会室、経済建設常任委員会が

第１会議室、社会文教常任委員会が第３、第４会議室をご利用ください。 

明日１４日水曜日は、午前１０時から会議を開きます。 

それでは、本日はこれで散会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

散会 午後０時１３分 
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開議 午前１０時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） それでは、皆さんおはようございます。本日の会議を開きます。 

皆さんにお諮りいたします。ただいま上田町長から、議案第１０６号、平成２８

年度美里町一般会計補正予算（第１０号）が提出されました。これを日程に追加し、

追加日程第１として議題にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。よって、追加日程第１、議案第１０６号、

平成２８年度美里町一般会計補正予算（第１０号）を日程に追加いたしまして議題

とすることに決定しました。 

それでは、追加日程が入りました議事日程表と補正予算書を議員の皆さんに配布

してください。 

（議事日程表、補正予算書配布） 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１ 各常任委員会報告及び質疑 

○議長（中川政司君） 日程第１、各常任委員会報告及び質疑を行います。 

まず、総務常任委員会の報告を求めます。総務常任委員会委員長、吉田美好君。 

○総務常任委員会委員長（吉田美好君） 改めまして、おはようございます。総務常任

委員長報告を行います。 

本定例会における総務常任委員会を昨日、午後１時１５分より開催をいたしまし

たので、その内容について報告をいたします。 

まず、委員会室にて、上村委員、中川委員、坂田委員、それに私、執行部より大

倉総務課長、林田会計課長、岩永税務課長、大西企画情報課長に同席を願い、開会

をいたしました。 

平成２７年度決算書について、それぞれの所管する内容説明を求めております。 

歳入において、減額だった普通交付税が対前年比といたしまして５,０００万円

ほどが増額となっております。また、ふるさと応援寄附金も増えているとのことで

あります。いい傾向だなと思っております。甲佐発電所に関連する電源立地地域対

策交付金並びに地域活性化、地域住民生活等緊急支援交付金、これは消費喚起生活

支援型と地域創生先行型がありますが、予想外に歳入増とのことでありました。町

税について、監査の指摘どおり、町民税、固定資産税、軽自動車税の滞納繰越分が

相当額ありますが、２８年度は地震、豪雨災害等もあり滞納増が懸念されるところ

であります。 

次に、平成２８年度一般会計補正予算（第９号）について、それぞれ関連項目を
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説明いただきました。その中で、財産収入として、くすのき平団地５区画の売払収

入１３６万３,０００円が計上されております。また、債務負担行為補正として、

光情報通信基盤整備事業費補助金２億円について、それと歳出において１,７００

万円が計上されております。この内容について詳細に説明があっております。事業

としましては、２８年度から３０年度で本町全域の事業完了を目指すということで

あります。 

このあと、時間的余裕がありましたので、今後の課題、あるいは懸念事項につい

て意見交換をいたしました。その後、午後３時４０分に閉会をいたしました。 

以上、報告を終わりますが、報告漏れにつきましては、他の委員さんからの補足

をお願いいたします。 

○議長（中川政司君） 以上で、総務常任委員会委員長の報告を終わります。他の委員

さんからの補足はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 補足なしと認めます。 

総務常任委員会委員長の報告に対する質疑を行います。なお、常任委員会委員長

に対します質疑は申し合わせ事項により、審査の経過と結果に対する質疑に止め、

付議された議案に対し、質疑することはできないことになっております。 

質疑ありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。 

以上で、総務常任委員会の報告を終わります。 

次に、経済建設常任委員会の報告を求めます。経済建設常任委員会委員長、松永

正憲君。 

○経済建設常任委員会委員長（松永正憲君） 改めまして、おはようございます。それ

では、経済建設常任委員会の報告をいたします。 

午後１時１５分に開会をいたしております。長木経済課長、藤岡建設課長、中嶋

林務観光課長、津川水道衛生課長と常任委員４名で、平成２７年度の決算と２８年

度、現在上程中の補正予算について説明を受けております。 

農林水産業費においては４億９,６００万円の歳出で事業が行われております。

２６年度とほぼ同額でありました。また、鳥獣被害防止対策事業として、２７年度

は整備事業推進事業、また捕獲事業で２,５００万円の事業がなされており、まだ

まだ農作物の被害は深刻であると予測されます。補正予算として、ハザードマップ

作成業務委託料９００万円は、ため池４カ所分のものであるそうです。また、町単

独土地改良補助金３,６００万円は、補助率３０％を８０％に嵩上げし、１件３０
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万円の１５０件の８０％の補助金であるということでございます。 

また、農地災害復旧工事費（震災分）として３５件、４,０００万円の豪雨分で

すね、そして１００件の２億円が計上をされております。 

土木費の２７年度決算額は７億９,７００万円であります。補正予算としては、

災害復旧として測量設計２３０件、１億８,０００万円。公共土木施設災害復旧工

事として６億円が計上されておりますが、まだ査定が進めば膨大な被害額となると

思われます。 

企画観光におきましては、ロングジップスライド整備事業３,９６０万円、また

広報ＰＲにパンフレット作成及び雑誌やフリーペーパーの広告掲載、テレビや映画

館への動画ＣＭなどの広告宣伝費１６５万円が実施されております。２７年度の利

用者数は８,８５５名で、売り上げ２,５４５万円ありました。また、売り上げの

３％のパテント使用料７５万円が支払われております。 

それから、西部・東部水道事業ですけれども、２７年度は西部水道事業特別会計

決算では、歳出総額２億７,４６１万円で、実質収支は５８万円の黒字となってお

ります。 

東部水道におきましては、歳出総額は９,３６８万円で、実質収支は５３万４,０

００円の黒字であります。使用料の料金改定により、約双方で２,８００万円の増

収となっており、運営が安定したとも思われますが、給水人口が年々減少傾向にあ

る中、注視をする必要もあると思われます。 

西部水道の補正予算において、修繕料６７万４,０００円につきましては、清水

管理センター５７万４,０００円、県道囲線１０万円の合計６７万４,０００円であ

ります。また、委託料５０万円につきましては、大窪舗装工事に伴い連携して行う

水道管敷設測量設計費であり、往々にしてありがちな舗装してあとに工事をするよ

うなことがなく、非常にこの連携は評価すべきであると思われます。 

以上で、午後５時に閉会をいたしております。 

以上で報告を終わりますけど、報告漏れがあれば、他の委員の補足をお願いいた

します。 

○議長（中川政司君） 以上で、経済建設常任委員会の報告を終わります。他の委員さ

んからの補足はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 補足なしと認めます。 

経済建設常任委員会委員長の報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。 
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以上で、経済建設常任委員会報告を終わります。 

次に、社会文教常任委員会の報告を求めます。社会文教常任委員会委員長、渡邊

義文君。 

○社会文教常任委員会委員長（渡邊義文君） 議長、８番。社会文教常任委員会報告を

します。 

昨日、９月１３日、午後１時１５分より社会文教常任委員会を開いています。出

席者として、上田議員、吉田起登議員、光井議員、私渡邊であります。執行部より

吉成福祉課長、向山住民課長、福原健康窓口課長、下田教育課長、吉永教育長、津

川水道衛生課長の出席をいただいています。津川課長は説明質疑のあと、退席をさ

れております。 

まず、平成２７年度一般会計・特別会計の決算書の説明を、それぞれの担当課よ

り説明を受けています。その中で、特に衛生費、母子保健衛生扶助費として、予算

額４４万４,７７１円計上され、不用額４４万４,７７１円とあります。担当課の説

明で、２５年度、２６年度の実績が０円である。２７年度当初予算２.５カ月分の

入院費２４万４,０００円計上したが、２７年度中３.５カ月の入院があり、不足分

を２８年３月補正で１４万２,０００円計上した。実際に２８年３月に退院された

ことで、医療機関は３.５カ月分を２８年３月分として支払基金へ請求された。２

カ月遅れの２８年５月に町へ医療費請求があった。請求月が２８年５月に入る分は

２８年度予算で取り扱うと県より指摘があり、このため会計年度の年度更正を行う

よう指導があり、平成２８年度へ年度更正を行った。このため、平成２７年度決算

にて流用しているにもかかわらず出資額が０となったと説明とお断りがあっていま

す。次年度にこのようなことがないよう注意をされたいとの意見があっています。 

次に、平成２８年度一般会計補正予算（第９号）について、各担当課より説明を

受けています。民生費の地域介護福祉空間整備補助金１３２万５,０００円として、

介護ロボット４基の予算であります。同じく民生費の災害救助費の地域支え合い委

託料５１５万３,０００円は、仮設住宅入居者への相談委託料であります。塵芥処

理費として、家屋解体撤去委託料、家屋解体処分委託料、家屋解体仮置き場管理委

託料、約６億９,８００万円。町内業者の方、約１７社で２年間の解体予定であり

ます。特にこの工事中の事故等、注意されるよう促されていただきたいとの意見が

あっております。教育費、平成２０年度学校施設改善交付金返還金３,５５３万９,

０００円とありますが、平成２７年度会計検査の指摘による返還金であります。同

じく砥用中学校校舎改修工事、約１,４７３万３,０００円は、プール更衣室の改修

工事との説明であります。文化財保護費、堅志田城災害復旧費、減額１,６５４万

６,０００円は、堅志田城進入路復旧工事３００万円の進入路復旧工事の完成後に
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なる復旧工事のための予算減額措置であります。社会体育施設災害復旧費１,６２

０万円とありますが、カントリーパークの西側の山の坊ため池側の災害復旧費であ

り、農山村広場災害復旧費３５０万円は、ゲートボール場の災害復旧予算との説明

であります。 

このあと、現地視察として文教委員全員、それに吉永教育長、下田課長、増永主

査と中央小学校体育館の現地視察を行っております。体育館の中につきまして、全

体を足場が組まれて、天井まで階段を上がり、その天井の中で説明を受けておりま

す。天井杉板が張ってありましたが、災害によくないということで撤去されており、

またＬＥＤ照明の取り付け準備が進んでおります。屋外壁の塗装工事も今工事中で

あり、工期が１１月３０日となっておりますが、それより早い１０月中に完成する

のではないかと予定の説明があっております。担当課工事業者の努力されたことが

感じたことであります。 

以上で、社会文教常任委員会委員長の報告を終わります。報告漏れがありました

ら、他の議員さんの補足をお願いします。 

○議長（中川政司君） 以上で、社会文教常任委員会委員長の報告を終わります。他の

委員さんからの補足はありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 補足なしと認めます。 

社会文教常任委員会委員長の報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。 

以上で、社会文教常任委員会報告を終わります。 

これで、各常任委員会報告及び質疑を終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第２ 議案第９０号 平成２７年度美里町一般会計歳入歳出決算の認定について 

○議長（中川政司君） 日程第２、議案第９０号、平成２７年度美里町一般会計歳入歳

出決算の認定についてを再度上程しまして、議題とします。 

皆さんにお諮りします。決算認定の質疑については、一括質疑で行いたいと思い

ますが、ご異議ありませんか。 

 [「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。したがいまして、決算認定の質疑は一括

質疑といたします。 

これから質疑を行います。質疑ありませんか。３番、坂田竜義君。 

○３番（坂田竜義君） ３番、坂田竜義でございます。一括ということでございますの
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で、２、３お尋ねをいたします。これは、基本的なことですから、町長か副町長の

ほうで答弁をお願いしたいと思います。 

一つはですね、このプレミアム商品券の関係ですね。昨年、３割のプレミアム付

きということでいろんな問題が起きました。今年は１割ということで、発行総額も

昨年に比べて半分ぐらいですか、額が少なかったということでありますが、一応私

が質問したときに、きちんと総括をしますということだったんですね。だけん、問

題は代理購入、宇城市・宇土市では代理で来た場合には、ちゃんと「委任状持って

きたか。」とかですね、免許証まで確認したとか、あるいははがきで前持って通知

をして持ってこさせるとか、いろいろそのそういう市役所が直接管理してやっとる

わけですね。うちの場合は商工会に委託してその関係で問題が起きたとは言いませ

んけれど、いろんなその問題が起きたときに、そのあたりのきちんと総括を、問題

点を洗い出して総括をしますということ、総括をした上で今度１割になったけれど

も商工会に改めて委託されたものと思いますのでね、そのあたりの総括というのは

どうなっているかということをお尋ねします。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 昨年のプレミアム商品券では、おっしゃるようなことが起こり

ました。今年に関しましては、まず昨年、総務課長をしていた当事者といいますか、

よく分かっていらっしゃる方が事務局になられたと。昨年の流れをすべてご存知で

ございまして、要はそうやって重複するようなことは絶対にないようにしてくださ

いというお願いと、それからこれも昨年出た話でございますが、社会的弱者といい

ますか、高齢者の方々、そういった方々が年金が入ったあとにですね、優先的に売

り出すとか、そういったことを今年は考えてやってほしいということで、昨年の反

省点を踏まえて商工会のほうにはお願いをしたというような経緯でございます。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） 八代あたりでもですね大変問題が起きて、極端に言うと１人で

６００万円ぐらい買い占めたとかですね、いろいろ大きく報道されました。八代あ

たりではきちんと総括をしてですね、文書で記者発表までされるようにきちっとそ

の公開されとるわけですね。ですから、うちの場合はちゃんと管理職会議とか、い

ろんな場でそのきちんとした文書というか、そういった紙ベースで何かそういった

ものはきちんと出てないのかどうか。それと、要するにその問題は代理購入なんで

すね。本人以外の人が取りにくる場合に、きちんとその１人５万円までて決めとり

ながらですね、いろんな従業員とか何かの名前を勝手にびゃんびゃん書いてですね、

結局２０人分書いてからしとったということですから、そういうことがないように

きちんと総括をしますというふうに言われたわけですね。そのあたりはどういうふ
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うに整理されたのか、お尋ねします。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 

○町長（上田泰弘君） 紙ベース、ペーパーで残しているということは、申し訳ありま

せん、ございません。ただ、昨年いろいろな指摘を受けまして、今後はご指摘があ

ったようなことが、要は重複して売り出すとかですね、一人で多額のプレミアム券

を買うとかいうことはくれぐれもないように、そういう問題点を出してですね、

「くれぐれもないようにしてください。」ということでお願いをしてございます。

途中、途中で、「去年みたいなことはありませんね。」というような確認はさせてい

ただいておりまして、昨年は３割のプレミアムだったんですが今年は１割というこ

とで、どばっと来るというようなことも今のところはないということと、私が聞い

た限りでは重複して一人で大量にということはないというふうには聞いているとこ

ろです。申し訳ありませんが、ペーパーでそれを残しているかと言ったら、それは

ございません。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） そういうことだからですね、結局３割増しというのは異例とい

うかですね、このあともそういうことはないとは思いますけれども、１割というの

はあるかもしれん。今度その緊急経済対策でも、公明党のほうはそういう要求され

たようですが、政府としてはもう現金支給というか、そういうことになっとるよう

ですのでないとは思いますけれど。ただ、やっぱきちんとやっぱ商工会とその契約

を結ぶときもですね、あるいはそのちゃんと購入者名簿を全部返してもらって点検

するとかですね、そのあたりはルールを決めておかないとですね。結局片方は市役

所が直接管理をしてやりました、片方は商工会に委託して問題が起きた。今後は少

ないから起きないだろうと思いますけれど、反省していろいろ注意はしたって、今

のところ問題ないって、それはそれでいいんですが、今後、３割というのが出てく

るかもしれない。そうした場合もきちんとやっぱり対応できるようにですね、ちゃ

んと商工会の事業報告、契約に基づいて最終的な精算はしてですね、報告をすると

きに、役場に報告するときに、購入者名簿とかですね、一括してやっぱり取りまと

めて役場のほうできちんと保管をし、きちんと点検ができるようにですね、それは

しておいていただきたいと、このように思います。それはそれでお願いしておきた

いと思います。 

○議長（中川政司君） 坂田君、ページ数をお願いします。 

○３番（坂田竜義君） ページ数て、一括だから、ページ数は分かりません。 

２点目がですね、採用問題で来年度は一応１０名と広報誌に表紙にでかでかと載

っております。昨年も８名でしたか、昨年って２８年の４月１日付けで８名の採用
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がございましたですね。それで、ただその残念なことに、新規に採用された方が亡

くなったですね、不幸にも、残念なことですけれども。そういうことで、やっぱり

これは事前に当然身体検査なりですね、そういう検査の報告書あたりも出して採用

試験を受けているはずですけれども、これは事故とかそういった突発的なものです

から予測しがたいことはあったと思いますけれども、採用されてすぐですね、そう

いう亡くなるということについてはやっぱ、何か病気、病歴とかですね、あるいは

施術歴とか、そういったものまで点検されているのかどうかなと。それについてお

尋ねするわけじゃありません。要するに、職員の構成ピラミッドがですね歪になっ

とるわけですよ。ずっと来年辞める人、６０で辞める人、ずっと分かるですね、全

部分かります、再来年辞める人何人って。結局、なら今度も１０人辞めるから１０

人入れますよというときの住民の受け止め方なんですよ。一応その国勢調査、昨日

聞きましたが、昨年の国勢調査の速報値では１万３４１人と。広報に出ている数字

は１万７００いくらになっとるですね。その差は、当然住民票をそのままにして、

要するに施設とか行っておられるということということを聞きましたのでそれは分

かりますけれども、実質的には１万３４０人ぐらいしかおられない。その中でやっ

ぱり１０人採用するということは、もう住民から見れば、わーって、そんなに採用

するのかってなるわけですね。 

○議長（中川政司君） 坂田議員、２７年度の決算に関して。 

○３番（坂田竜義君） 関連しますので。２７年度、関連がありますから言いますけど、

要するにある程度、歪になっておりますから、あるときはその０人と採用しなかっ

た年はですね、ある年は１０人とか８人とかと。要するにその、行政改革でですね

相当職員数が減ってるのは認めますし、分庁方式でのコストとかですね、その分の

考慮というのは当然分かります。分かりますけれども、もう少し採用するときの人

数のあり方、ならして採用するとかですね、やっぱり０じゃなくて対象者はおらん

だったけれども、今年は２名ぐらい入れようかとかですね、そういうことでやっぱ

り配慮したほうがいいと思うんですよ、住民向けに対して。そのあたりは、ぜひお

願いしたいし、もう一つは、先日、県庁のＯＢの技術者連盟との提携が出ておりま

したですね。これは非常にいいことだし、この会長も私よく知っている人なんです

が、そういうことで、問題はその他県からも技術職の応援が来ています。そういう

ことで、本庁にもですね、やっぱりそういう技術職の採用というのがずっとここ数

年あってないように思うわけですよ。ですから、一般土木、農業土木、そういう技

術者もですね、やっぱりちゃんと確保してですね、そういうことを考慮して採用し

てほしいというふうに思いますが、この辺りはどうですか。 

○議長（中川政司君） 上田町長。 
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○町長（上田泰弘君） 過去の一般質問でもですね、やはりそういった話は出てきてお

ります。そのときもお答えをさせていただいたんですが、昨年と今年は、極端に美

里町はもう課長さんが全部、課長が代わるというような特殊な事情でございますの

で、この２年間に限っては、多めにではありませんけども、その辺はご理解いただ

ければというようなお話をさせていただきました。なお、今年も先ほどお話しがあ

りましたように、職員がですね、亡くなったり、あるいはもうずっと勤めていた職

員が病気になって亡くなったというようなこともございます。その中での採用にな

ってきますけども、今年から社会人枠も１枠取り入れております。それと、例えば

管理栄養士を持った人とかいう限定枠、そういったのもですね設けさせていただい

ております。それと、障がい者枠、それから美里町においては受験できる年齢をで

すね、ほかの他の市町村よりも上げております。じゃ、年が上の人がとおったから

その人が採用かというわけにはいきませんけども、ちゃんとした過程の中でですね

やらなければいけませんが、そういった意味で、今、ずっと今までの採用形態の中

で出てきている問題が今一番頂点に達しているところで、できるだけこちらもその

年齢のばらつきを考えながら採用したいというふうな思いはありますけども、やっ

ぱりどうしても点数であったり、そういったことも出てまいります。今、先ほどお

話ししましたように、受験できる年齢を上げている、あるいは社会人枠を設けてい

る、そういったのも勘案していただいて、恐らく今年まではこんなに大量の採用に

なるんじゃないかというふうに思いますので、ご理解のほどをよろしくお願いを申

し上げます。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） 採用するといかんと言いよるわけじゃないわけですよ。 

○議長（中川政司君） 簡潔にお願いします。 

○３番（坂田竜義君） ならして、やっぱり住民から誤解を招かないように、ある程度

ならして採用する。もう１点言ったのは技術職、技術職もですねやっぱり栄養士と

か有資格者は当然入れにゃいかんてありますので。ただその、農業土木とか、一般

土木とかですね、そういう技術職をやっぱり考慮してほしいということでございま

す。 

以上です。 

○議長（中川政司君） ほかに質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案の認定に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 
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○議長（中川政司君） 次に、本案の認定に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第２、議案第９０号、平成２７年度美里町一般会計歳入歳出決算の認定につ

いては、原案のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第２、議案第９０号、平成２７年度美里町一般会計歳入歳

出決算の認定については、原案のとおり認定されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第３ 議案第９１号 平成２７年度美里町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の

認定について 

○議長（中川政司君） 日程第３、議案第９１号、平成２７年度美里町国民健康保険特

別会計歳入歳出決算の認定についてを再度上程いたしまして議題とします。 

これから質疑を行います。質疑は一括質疑で行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案の認定に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案の認定に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第３、議案第９１号、平成２７年度美里町国民健康保険特別会計歳入歳出決

算の認定については、原案のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第３、議案第９１号、平成２７年度美里町国民健康保険特

別会計歳入歳出決算の認定については、原案のとおり認定されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第４ 議案第９２号 平成２７年度美里町土地取得特別会計歳入歳出決算の認定

について 

○議長（中川政司君） 日程第４、議案第９２号、平成２７年度美里町土地取得特別会
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計歳入歳出決算の認定についてを再度上程いたしまして議題とします。 

これから質疑を行います。質疑は一括質疑で行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案の認定に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案の認定に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第４、議案第９２号、平成２７年度美里町土地取得特別会計歳入歳出決算の

認定については、原案のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第４、議案第９２号、平成２７年度美里町土地取得特別会

計歳入歳出決算の認定については、原案のとおり認定されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第５ 議案第９３号 平成２７年度美里町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定

について 

○議長（中川政司君） 日程第５、議案第９３号、平成２７年度美里町介護保険特別会

計歳入歳出決算の認定についてを再度上程いたしまして議題とします。 

これから質疑を行います。質疑は一括質疑で行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案の認定に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案の認定に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第５、議案第９３号、平成２７年度美里町介護保険特別会計歳入歳出決算の

認定については、原案のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 
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したがいまして、日程第５、議案第９３号、平成２７年度美里町介護保険特別会

計歳入歳出決算の認定については、原案のとおり認定されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第６ 議案第９４号 平成２７年度美里町砥用西部地区簡易水道事業特別会計歳

入歳出決算の認定について 

○議長（中川政司君） 日程第６、議案第９４号、平成２７年度美里町砥用西部地区簡

易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを再度上程いたしまして議題とし

ます。 

これから質疑を行います。質疑は一括質疑で行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案の認定に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案の認定に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第６、議案第９４号、平成２７年度美里町砥用西部地区簡易水道事業特別会

計歳入歳出決算の認定については、原案のとおり認定することに賛成の方の起立を

求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第６、議案第９４号、平成２７年度美里町砥用西部地区簡

易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定については、原案のとおり認定されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第９５号 平成２７年度美里町砥用東部地区簡易水道事業特別会計歳

入歳出決算の認定について 

○議長（中川政司君） 日程第７、議案第９５号、平成２７年度美里町砥用東部地区簡

易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定についてを再度上程いたしまして議題とし

ます。 

これから質疑を行います。質疑は一括質疑で行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案の認定に反対の方の発言を許します。 
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[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案の認定に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第７、議案第９５号、平成２７年度美里町砥用東部地区簡易水道事業特別会

計歳入歳出決算の認定については、原案のとおり認定することに賛成の方の起立を

求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第７、議案第９５号、平成２７年度美里町砥用東部地区簡

易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定については、原案のとおり認定されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第８ 議案第９６号 平成２７年度美里町生活排水特別会計歳入歳出決算の認定

について 

○議長（中川政司君） 日程第８、議案第９６号、平成２７年度美里町生活排水特別会

計歳入歳出決算の認定についてを再度上程いたしまして議題とします。 

これから質疑を行います。質疑は一括質疑で行います。質疑ありませんか。 

 [「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案の認定に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案の認定に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第８、議案第９６号、平成２７年度美里町生活排水特別会計歳入歳出決算の

認定については、原案のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第８、議案第９６号、平成２７年度美里町生活排水特別会

計歳入歳出決算の認定については、原案のとおり認定されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第９ 議案第９７号 平成２７年度美里町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
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の認定について 

○議長（中川政司君） 日程第９、議案第９７号、平成２７年度美里町後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算の認定についてを再度上程いたしまして議題とします。 

これから質疑を行います。質疑は一括質疑で行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案の認定に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案の認定に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第９、議案第９７号、平成２７年度美里町後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算の認定については、原案のとおり認定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第９、議案第９７号、平成２７年度美里町後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算の認定については、原案のとおり認定されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） ここでしばらく休憩いたします。再開を１１時といたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

休憩 午前１０時４８分 

再開 午前１１時００分 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

○議長（中川政司君） 再開します。休憩前に引き続き会議を開きます。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１０ 議案第９８号 平成２８年度美里町一般会計補正予算（第９号） 

○議長（中川政司君） 日程第１０、議案第９８号、平成２８年度美里町一般会計補正

予算（第９号）を再度上程いたしまして議題とします。 

これから質疑を行います。皆さんにお諮りします。補正予算の質疑については、

一括質疑で行いたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

 [「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。補正予算の質疑は、一括質疑で行います。 

質疑ありませんか。３番、坂田竜義君。 
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○３番（坂田竜義君） ３番、坂田竜義です。 

２４ページのですね林業施設災害復旧費というところの節の２３、償還金利子及

び割引料の林道施設災害復旧事業補助金分の返還金と、２３４万円出ておりますが、

これは内容はどういうことでしょうか。 

○議長（中川政司君） 中嶋林務観光課長。 

○林務観光課長（中嶋春彦君） ご説明申し上げます。 

林道施設災害復旧事業補助金返還金２３４万円でございますけれど、２７年度の

災害復旧の分の繰越分のものになります。洞岳線、それから下福良線に伴うもので

ございますけれど、２８年の震災のときにですね、増破をしまして２７年度の繰越

分の事業のほうを中止することになりました。その分の県からの補助金の返還分と

いうふうな形になります。 

内容につきましては、洞岳線のほうが一部工事が済んどる部分を除きまして返還

となります。下福良線につましては、全額の返還分というふうな形になっておりま

す。 

以上でございます。 

○議長（中川政司君） 坂田君。 

○３番（坂田竜義君） 教育委員会所管の例の会計検査がらみじゃないですよね。分か

りました。 

○議長（中川政司君） ほかに質疑ありませんか。６番、松永君。 

○６番（松永正憲君） 議長、６番、松永です。１１ページの不動産売払収入、くすの

き平団地売払収入１３６万３,０００円とありますけれども、くすのき平は貸付収

入で坪１００円だったですかね、５,０００円ぐらいの貸し付けになっとるという

ことでございますけれども、こちら売り払いになっていますので、その辺のところ

をちょっとお尋ねしたいと思います。 

○議長（中川政司君） 大西企画情報課長。 

○企画情報課長（大西 茂君） ご説明いたします。 

くすのき平団地につきましては、当初１５年間の賃貸借というような形になっと

りますけども、３月の議会におきまして、美里町定住促進団地貸付及び譲渡に関す

る条例の改正を行っておるところでございます。これに基づきまして、貸付期間の

残部分、これにつきましてを譲渡代金とするような形で今回説明会を行い、全５区

画の申請がございまして、その部分の財産を売り払う処分を行うものでございます。 

以上です。 

○議長（中川政司君） 松永君。 

○６番（松永正憲君） 一応その条例改正は分かりますけど、こういうことの内容的に
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は議会には何のお示しもなかったと思うんですけど、こういうことはやっぱりきち

っとした中でお示しをいただいて実行していただきたいというふうに思いましたの

で質問いたしました。 

以上です。 

○議長（中川政司君） ほかに質疑ありませんか。１０番、福田秀憲君。 

○１０番（福田秀憲君） ただいま上程中の議案第９８号について質問いたします。 

先ほどですね、総務委員長から説明がありました。それで、少しは分かったんで

すけれども、もっと詳しく教えていただきたいなということで質問をさせていただ

きます。ページは１５ページ、ここのですね、光情報通信基盤整備事業費補助金と

いうことで１,７００万円を計上されております。先ほど総務委員長から２８年度

から３０年度までで事業をということでお話を聞いておりますけれども、債務負担

行為では２９年度に２億円を借りるようになっておりますが、２８年度はこの１,

７００万円で工事をするということであります。それは過疎債で充てられておりま

すけれども、その全体的な金額として２億円で済むのかどうか、全体的に２億円で

やられるのかどうか。というのは、結構山のほうにこういっぱい集落がありますの

で、そこまで光を張っていかれるんじゃないかなと思うんですけれども、その辺り

は。 

○議長（中川政司君） 大西企画情報課長。 

○企画情報課長（大西 茂君） ご説明いたします。 

当事業は、町内の光情報基盤の未整備地域の整備を民間の電気通信事業者による

施設整備運営による、いわゆる民設民営方式により行うものでございまして、事業

年度は債務負担行為で定めております２９年度までとなっておりますが、こちらの

開設が平成３０年２月までに最終的にサービス提供がされるということで、一応３

０年というふうな説明をしているところでございます。総事業費につきましては、

事業候補者が提案しました総事業費は４億２,４３０万円でございまして、そのう

ち２億１,７００万円を町が補助を行うものでございます。企画提案の募集にあた

りましては、後年度の負担を一切求めないという仕様書で行っておりまして、事業

交付者からもその旨、「後年度の負担は一切ありません。」というふうな説明を受け

ております。 

以上でございます。 

○議長（中川政司君） 福田君。 

○１０番（福田秀憲君） 今、総額は４億２,０００万円というお話でありましたけれ

ども、実際、美里町全体をやろうというときに、私は話を聞いたときには全体で３

億円というような話があったと思いますけれども、全体的にこう高いなという思い
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がしておりますけれども。当初はですね、一番最初取りかかったときは６億円とい

う話で、私がブロードバンド推進協議会の中に入っておりましたけれども、そのあ

とに「一応美里町を整備するんだったら３億円でできますよ。」というような話を

私は聞いておりますけれども、その砥用地区、またあと払川、坂本地区合わせて高

くなったなという思いが、今聞いて、初めて聞きましたけれども。 

○議長（中川政司君） 大西企画情報課長。 

○企画情報課長（大西 茂君） ご説明いたします。 

４億２,４３０万円と申しますのは、事業者が実際に行う事業費が４億２,４３０

万円でございまして、町の補助金はそれに対して２億１,７００万円でございます。

３億円と多分お聞きになられたのは、最初のころの町全域をした場合の町の負担分、

補助金が３億円というふうな話ではないかというふうに思います。 

以上です。 

○議長（中川政司君） 福田君。 

○１０番（福田秀憲君） 今の説明で、大体分かりましたけれども、この４.２億円と

いうのは全体の工事費であって、そうすると事業者が負担する分があるのと町で２

億円を出しましょうということで２億円でやるということで理解をいたします。 

それと、砥用地区だけ強調されておりますが、中央地区もまだ残っている所があ

ります。払川、坂本、この前の整備から外れたところがありますが、そのあたりも

この中に含まれてやられるということでありましょうか。 

○議長（中川政司君） 大西企画情報課長。 

○企画情報課長（大西 茂君） ご説明いたします。 

本事業は、町内の基盤整備がまだ済んでいない全地域を対象としたものでござい

ます。事業候補者から出されました事業計画書によりますと、砥用局のエリアが平

成２９年９月から、また東砥用局エリア、堅志田局の未整備地域のエリア、これが

平成３０年２月から光ブロードバンドサービスが開始される予定と伺っております。 

以上でございます。 

○議長（中川政司君） 福田君。 

○１０番（福田秀憲君） 理解できましたので、質問を終わります。 

○議長（中川政司君） ほかにありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 
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[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第１０、議案第９８号、平成２８年度美里町一般会計補正予算（第９号）は、

原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第１０、議案第９８号、平成２８年度美里町一般会計補正

予算（第９号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１１ 議案第９９号 平成２８年度美里町国民健康保険特別会計補正予算（第

２号） 

○議長（中川政司君） 日程第１１、議案第９９号、平成２８年度美里町国民健康保険

特別会計補正予算（第２号）を再度上程し議題といたします。 

これから質疑を行います。質疑は一括質疑で行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第１１、議案第９９号、平成２８年度美里町国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）は、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第１１、議案第９９号、平成２８年度美里町国民健康保険

特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１２ 議案第１００号 平成２８年度美里町土地取得特別会計補正予算（第１

号） 

○議長（中川政司君） 日程第１２、議案第１００号、平成２８年度美里町土地取得特

別会計補正予算（第１号）を再度上程いたしまして議題とします。 
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これから質疑を行います。質疑は一括質疑で行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第１２、議案第１００号、平成２８年度美里町土地取得特別会計補正予算

（第１号）は、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第１２、議案第１００号、平成２８年度美里町土地取得特

別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１３ 議案第１０１号 平成２８年度美里町介護保険特別会計補正予算（第１

号） 

○議長（中川政司君） 日程第１３、議案第１０１号、平成２８年度美里町介護保険特

別会計補正予算（第１号）を再度上程いたしまして議題とします。 

これから質疑を行います。質疑は一括質疑で行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第１３、議案第１０１号、平成２８年度美里町介護保険特別会計補正予算

（第１号）は、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第１３、議案第１０１号、平成２８年度美里町介護保険特
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別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１４ 議案第１０２号 平成２８年度美里町砥用西部地区簡易水道事業特別会

計補正予算（第３号） 

○議長（中川政司君） 日程第１４、議案第１０２号、平成２８年度美里町砥用西部地

区簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）を再度上程いたしまして議題とします。 

これから質疑を行います。質疑は一括質疑で行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第１４、議案第１０２号、平成２８年度美里町砥用西部地区簡易水道事業特

別会計補正予算（第３号）は、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求め

ます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第１４、議案第１０２号、平成２８年度美里町砥用西部地

区簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１５ 議案第１０３号 平成２８年度美里町砥用東部地区簡易水道事業特別会

計補正予算（第２号） 

○議長（中川政司君） 日程第１５、議案第１０３号、平成２８年度美里町砥用東部地

区簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）を再度上程いたしまして議題とします。 

これから質疑を行います。質疑は一括質疑で行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 
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○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第１５、議案第１０３号、平成２８年度美里町砥用東部地区簡易水道事業特

別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求め

ます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第１５、議案第１０３号、平成２８年度美里町砥用東部地

区簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１６ 議案第１０４号 平成２８年度美里町生活排水特別会計補正予算（第２

号） 

○議長（中川政司君） 日程第１６、議案第１０４号、平成２８年度美里町生活排水特

別会計補正予算（第２号）を再度上程いたしまして議題といたします。 

これから質疑を行います。質疑は一括質疑で行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第１６、議案第１０４号、平成２８年度美里町生活排水特別会計補正予算

（第２号）は、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第１６、議案第１０４号、平成２８年度美里町生活排水特

別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 日程第１７ 議案第１０５号 平成２８年度美里町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号） 

○議長（中川政司君） 日程第１７、議案第１０５号、平成２８年度美里町後期高齢者

医療特別会計補正予算（第１号）を再度上程いたしまして議題とします。 
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これから質疑を行います。質疑は一括質疑で行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

日程第１７、議案第１０５号、平成２８年度美里町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第１号）は、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、日程第１７、議案第１０５号、平成２８年度美里町後期高齢者

医療特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

 追加日程第１ 議案第１０６号 平成２８年度美里町一般会計補正予算（第１０号） 

○議長（中川政司君） 追加日程第１、議案第１０６号、平成２８年度美里町一般会計

補正予算（第１０号）を議題とします。 

内容説明を求めます。大倉総務課長。 

○総務課長（大倉一昭君） それでは、議案第１０６号につきましてご説明申し上げま

す。別冊の補正予算書の１ページをお開き願います。 

議案第１０６号 平成２８年度美里町一般会計補正予算（第１０号） 

平成２８年度美里町の一般会計の補正予算（第１０号）は、次に定めるところに

よる。 

歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５４３万

７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１０億３,４４２

万５,０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

平成２８年９月１４日提出 美里町長 上田泰弘 

４ページをお開き願います。上の枠が２の歳入でございます。目１の基金繰入金

の説明の欄でございます。財政調整基金繰入金につきまして、歳出予算の財源とい

たしまして５４３万７,０００円を増額いたしております。 
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次に、下の枠、３の歳出でございます。一般管理費でございますけども、熊本地

震及び６月の豪雨により公共土木施設等に甚大な被害を受けておりまして、早期復

旧を図るため県を通じまして土木技術職１名の派遣要請を行っておりましたが、県

から議会運営委員会後にですね宮崎県日南市から１名を派遣いただくというご連絡

がありましたので、それを受けまして追加提案ということで補正予算を計上させて

いただいているところでございます。 

なお、節の３、職員手当等につきましては、災害派遣職員通勤手当（震災分）と

いたしまして７万８,０００円、災害派遣手当（震災分）４２万４,０００円を増額

させていただいております。 

なお、いずれも１０月から来年３月までの６月分ということでございます。 

続きまして、使用料及び賃借料の災害派遣職員宿舎借上料（震災分）につきまし

ては、派遣職員のアパートの借上料といたしまして４３万５,０００円を増額いた

しております。 

次に、負担金補助及び交付金でございます。説明の欄の災害派遣職員給与等負担

金（震災分）につきましては、日南市からの派遣職員の方がまだ正式に決定はして

おりませんので、概算額となりますが４５０万円を増額いたしております。 

以上で、議案第１０６号についての説明を終わります。 

○議長（中川政司君） 以上で、内容説明を終わります。 

これから質疑を行います。質疑は、一括質疑で行います。質疑ありませんか。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。まず、本案に反対の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 次に、本案に賛成の方の発言を許します。 

[「ありません」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから採決を行います。この採決は起立により行います。 

追加日程第１、議案第１０６号、平成２８年度美里町一般会計補正予算（第１０

号）は、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者 起立） 

○議長（中川政司君） 全員起立です。 

したがいまして、追加日程第１、議案第１０６号、平成２８年度美里町一般会計

補正予算（第１０号）は、原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 
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日程第１８ 議員派遣の件について 

○議長（中川政司君） 日程第１８、議員派遣の件についてを議題とします。 

皆さんにお諮りします。別紙のとおり、議員を派遣したいと思います。また派遣

決議後に派遣内容の変更等がありました場合、及び次の議会までに新たに派遣が必

要となった場合の判断は、議長に一任していただきたいと思いますが、ご異議ござ

いませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、別紙のとおり議員を派遣することに決定しました。 

また、派遣決議後に派遣内容の変更等がありました場合、及び次の議会までに新

たに派遣が必要となった場合は、議長に一任していただくことに決定いたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

日程第１９ 各常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査の件について 

日程第２０ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査の件について 

○議長（中川政司君） 日程第１９、各常任委員会の閉会中の所管事務の継続調査の件

について、及び日程第２０、議会運営委員会の閉会中の所掌事務の継続調査の件に

ついてを一括して議題としたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。 

よって、日程第１９及び日程第２０を一括議題とすることに決定しました。した

がいまして、日程第１９及び日程第２０を一括して議題といたします。 

皆さんにお諮りします。各常任委員会委員長及び議会運営委員会委員長からの申

し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、各常任委員会委員長及び議会運営委員会委員長から申し出のと

おり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

以上をもちまして、本定例会に上程されました案件は全部議了いたしました。 

したがいまして、会議規則第７条の規定により、閉会したいと思いますが、ご異

議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（中川政司君） 異議なしと認めます。 

したがいまして、本定例会は閉会することに決定しました。 

閉会に先立ち、上田町長にご挨拶を求めます。上田町長。 
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○町長（上田泰弘君） 今定例会、大変お世話になりました。ありがとうございました。 

ご案内のとおり、本年度の予算が１１０億円を超えてまいりました。恐らくこれ

から先、こういった大きな予算が出てくることはないんではないかなというふうに

思いますし、まさに今、そういう未曾有の事態が生まれているというような状況で

ございます。この３日間もいろんなご指摘、あるいはご要望、あるいはご提案をい

ただきました。すべてこの町がよくなっていくために、あるいは町民の皆さんがよ

くなっていくために、再建していくための様々なご意見であったりご提案であった、

ご指摘であったというふうに思っております。そういったことを真摯に受け止めさ

せていただきながら、また議会の皆さんと一緒になって執行部共々、この町がさら

に良くなるために、あるいはまだ被災された方が安心して今後また暮らしていける

ように、精いっぱい頑張っていきたいと思っておりますので、どうぞ今後ともご指

導、ご鞭撻を賜りますようによろしくお願いを申し上げます。 

最後に、今回、すべての議案に対しまして慎重審議をしていただき、そしてすべ

てに関しましてご議決をいただきましたことに、心から御礼を申し上げましてご挨

拶とさせていただきます。大変お世話になりました。 

○議長（中川政司君） ありがとうございました。以上で町長の挨拶を終わります。 

それでは、これをもちまして、本日の会議を閉じ、平成２８年第３回美里町議会

定例会を閉会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉会 午前１１時３３分 
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地方自治法第１２３条第２項の規定により署名いたします。 
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